単独 行 


加 藤 文太郎 


槍ケ岳. 唐 沢 谷 

一 月 一 一十 六日 

快晴 六 • 〇 

〇 島々 一 

一 . 〇〇 沢 渡 

一 . 三 〇 中ノ 

湯 三. 一 五 

I 三 • 五 〇 大 


正 池 取 入口 

四 • 五 〇 上 高 

地温 泉 

中ノ湯 附近 は 発電所 入口 や、 水路 工事な どの 人々 が 

始終 通る ので、 雪 も 少なく 楽だった。 ここで スキ ー を 

履き、 トンネル を 出て すぐ 河原に 下リ 川床 伝いに 行く。 

いつも 世話になる 大正 池の 水路 取 入口で、 山の 様子 を 

聞く。 去年の 二月、 上 高地に おった 日、 遊びに きた こ 

この 人が その 夏、 不慮の 災難で 亡くなられ たと 知って 

何だか 淋しくな つてし まった。 温泉まで はこ この 人が 

よく 通る ので シュプ ー ルが 残って おり、 知らぬ 間に 歩 


いてし まう。 そして あの 親切な 老爺が 「よくやつ てき 

た」 と 喜んで 迎えて くれた。 

二十 七日 快 

晴 六 • 〇〇 

出発 一 〇 - 

三 〇|  一  一  • 

〇 〇  一ノ俣 

一 一 . 三 〇 大槍 

小屋 スキ ー - 

デポ 五 - 一 


キ ー . デ ポ 

九 • 三 〇 一 の 

吴 

おじいさん はい つも 寒暖計 を 見ながら 「うんと シミ 

れば 天気 はいい ぜ」 という。 その 通り 今日 もす ばらし 

いお 天気 だ。 去年 は 暗い うちに 出て だいぶ 困った から、 

今度 は 明るくな つてから 出発す る ことにする。 明 神 池 

へ 渡って 川沿いに 進み、 横 尾 谷の 出合から  一ノ俣まで 

あまり 高 廻りし ないで 川岸の 岩場 をへ つ つたり する。 


小屋 附近の 積雪量 は 三尺く らい、 今年 は 小屋 を 使用す 

る 人が 多くな つたた めか、 屋根の 雪が 煙で 赤くな つて 

いる。 槍 沢 附近 はや はリ 雪が 多い。 赤 沢 岳の 岩壁から 

滝の よ うな 雪崩が 落ち、 そ の 音が 意外に 大きかった の 

で 驚いた。 冬期 太陽の 直射に よって 出る 雪崩 は、 こう 

した 岩壁 等の 急 斜面の みら しい。 しかも 雪質が 湿って 

いるた め、 落ちた 斜面に 食い込ん でしまい 殆んど 押し 

出さない。 山に 登る に は 遅い と 思った が、 天気 はいい 

し、 雪 は 堅く アイゼンで 楽だった から 頑張って みる。 

風 は 強くない が 相当 寒い。 黒い 槍の 穂 は 下から 見れば 

近いが なかなか 時間が かかる。 もちろん 三、 四月 頃の 


岩に 雪が 凍り つ いて 真白に な つ たと き は 岩登りの 下手 

な 僕に はとても 登れないだろう。 槍の 頂上、 なんとす 

ばらしい 眺めよ。 あの 悲しい 思い出の 山、 勉 岳に 圧倒 

されん としてな お 雄々 しく 高く 聳えて いる。 感慨無量。 

二十 八日 曇 

七 • 〇 〇 発 

一 一 . 〇〇 唐 

沢 出合 三 - 

〇〇 スキ ー . 

デポ 五 • 〇 


〇 穂 高 小屋 

五 • 四 〇 ス 

キ ー . デ ポ 

八 • 〇〇 唐 沢 

出合 露営 

横 尾 谷 は 雪が 少ない ので 夏 道 を 伝い、 唐 沢 出合 附近 

で 川床へ 下る。 唐 沢 谷 は 入って から ちょっとの あいだ 

が 一 番 雪崩の よく 出る ところで、 それから は 殆ど 雪崩 

の 跡 はない。 この 谷 は 四方 を 高い 山で 囲まれて いるた 

め 強い 風が あたらず、 雪が 締 つてい ないから 輪 摞が必 

要 だ。 穂 高 小屋 附近 は、 唐 沢 岳の 西側に 沿って 吹いて 


くる 風が 奥 穂の 岩壁に あた リ 跳ね返って、 とても 凄く 

吹き まくる。 それに 雪が 少し 降り出し たらしく 睫が 

凍って 目が 見えなくなる にはちよ つと 驚いた。 いくら 

風が 強く とも 唐 沢 岳く らい はと 思って いたが、 なかな 

か 小屋まで でも 大変だった。 小屋の 陰に 坐って 奥 穂の 

岩壁に 余り 雪が ついて いないの を 見た だけで 退却す る。 

ちょっと 下る ともう 風 もな く噓 のよう だ。 歩いて 下る 

の も、 ブレ— 力 ブル • クラストの ため なかなか 調子が 

悪く、 また スキ ー を 履いて から も 暗い のと スキ ー が 下 

手な ので 例の ごとく 七転八倒。 本 谷と 出合って から、 

ランタンに 火 を 点そうと すると 蠟 IS が 雪 で 濡れ ジ — と 


音が する ばかりで 火が つかぬ。 しょうが ないから その 

まま 下る。 懐中 電燈を 持って いれば 大丈夫だった もの 

をと 今にな つて 悔いても おそい。 ついに 出合から 

ちょっと 下った ところで 川の 中へ 飛込んで しまった。 

深さ は 一 尺く らいだった らしい が 転んだ ため 腰から 下 

全部 濡れて しまう。 この 調子で は スキ— を 折る 恐れが 

あると 思った ので、 ちょっとした 岩 陰で 露営す る。 靴 

を 脱いで 足 を ルック ザ ックの 中に 入れ、 坐る と 濡れた 

ズボンが 足に 触って 冷い ので 立った まま 夜通し 起きて 

いた。 とても 夜明けの 待 遠し かった ことよ。 幸い 雪が 

盛んに 降って いたので 温度が 高く、 濡れた 物 も 凍らず、 


凍傷 は 免れた。 しかし これが ため 少し 風邪 を 引いた。 

また スキ ー • デポ から 唐 沢 小屋まで 柔ぃ 雪の 中 を 頑 

張って 歩いた ので 踵 を 痛め、 それが 冷えた のか 痛くな 

り 一 力 月 ほど 癒らなかった。 

二十 九日 曇 

六 • 〇 〇 発 

九 • 三 〇| 一 

〇 . 三 〇  一 ノ 

侯 六 • 〇〇 

上 高地 温泉 


一 ノ 俣に 寄って 上 高地まで 下る のに 太陽が ときどき 

現われる ため スキ ー に 雪が つき、 にり が 悪く、 かつ 昨日 

の 疲れで なかなか 時間が かかった。 また 一 日中 風が 強 

く 雪 もとき どき 降 つ た。 

三 十 日 曇 

七 • 〇 〇 発 

七 • 五 〇 水 取 

入口 一  - 三 

〇 奈川渡 

例の 踵が 痛み 思うよう に 歩け なかった。 松 本 四時 半 


過ぎの 汽車に 乗る ため 奈川 渡より 自動車 を 駆って 先 を 

急いだ。 


B 立， 


二月 九日 曇 

九 •  二 〇 千 垣 

一 〇 . 〇〇 声 

畊 一 〇 • 一 


二 〇 材木 坂 頂 

四 • 〇〇 ブナ 

坂 避難 小屋 

藤 橋の 手前で スキ ー を 履く。 積雪 二 尺。 例の 雪崩の 

出る ところ はちよ つと 悪い。 あの 附近 は 高山と 違って 

真冬で も 温度が 高く、 かつ 南 斜面 だから 太陽の 直射で 

よく 雪崩れ る。 材木 坂より 上 は 積雪量が 相当に あって 

どこでも 楽に 歩け た。 山 毛 櫸坂も スキ— にょい 斜面と 

なって いた。 霧が 巻いて きたので 山 毛櫸坂 避難 小屋に 

泊る。 気持の いい 小屋 だ。 炭俵が たくさん あり、 その 

中に 入って いると 温かい。 アル コ— ルは 便利 だ。 コッ 


ヘルに て 餅 を 炊く。 とてもうまい。 また 干 柿 もい い。 

この 附近 積雪量 五 尺く らい。 

十日 雪 七. 〇〇 発 〇 • 〇〇 弘法 小屋 

雪が 降って いる。 しかし 風がない ので 幸いだ。 弘法 

附近 は 積雪 七 尺く らい、 南側の 下の 窓より 入る。 一 月 

より 寒い のか 炊事場の 水 は 表面が 凍って いた。 例の 炉 

辺に 寝る。 午後 七 時 頃より ときどき 風の 音 を 聞く。 

十一 日 雪 滞在 

何もす る ことがない ので 入 リロの 戸 を 開けて 道 を 


掘って みた。 すぐ 埋 つてし まう ので 中止。 夜中より 吹 

雪と なり 物凄く 風が 捻って いる。 

十二 日 吹雪 滞在 

朝に なっても 吹雪 は 止まず、 いつまで つづく ことか 

とちよ つと 心配になる。 一月 福 松が 口癖に 雪の 立山、 

雪の 立山と 言って いたが、 ほんと に その 感じ を 深く す 

る。 しかし さすがの 吹雪 も 午後 五 時 頃より おさまり、 

その 夜 は 寂莫。 静かな 雪が 落ちて いるの み。 


八 • 四 〇 発 

一 . 〇〇 室 堂 

二  - 一  五一 ノ 

越 三 • 〇 五 

立山 頂上 

四 • 一  〇 室 堂 

六 • 一  五 弘法 

朝起きて 見る と 白い 雲が 走つ ていて、 ときどき 青空 

が 見える。 雪 も チラ チラ 降って いる 程度な ので 大丈夫 

と 思って 出かける。 この 雲 は 二 〇〇〇 メ— トル 以下の 

もので、 鏡 石より 上 は决晴 であった。 思う に これら 雪 


雲 は 雪線に ついて 上下し、 たいてい 春秋 は 山頂 附近に、 

冬 は 山麓に 止まり、 その 附近に 多く 雪 を 降らす ので あ 

ろう。 天狗 平の 上 は余リ 高く 巻く と 雪が 堅く 不愉快 だ。 

室 堂 附近の 積雪量 は、 一 月と 変らぬ。 それとも 風が 強 

くて これ 以上 は 吹き飛ばされる のか。 一 ノ 越から 頂上 

まで も 一月と 同様 簡単に 登れる。 黒 部 谷 をへ だてて 針 

ノ木 I 鹿 島 槍が 雄大に 見える。 劍岳 もまた 凄く 聳えて 

いる。 風が 強く なかなか 寒い。 写真 を 二 枚 撮って 下る。 

十四日 晴 

六 • 四 〇 発 


一 一 • 三 〇| 

〇 . 一 〇 藤 橋 

ニ丄ニ 〇 I 

三 • 〇〇 芦畊 

三 • 三 〇 千 垣 

あしくら 

藤 橋で 水量 を 計って いる 組に ついていた 芦畊の 案内 

らしい 人が 僕に 向って、 君が 一 人で 登った ので 大変 心 

配した と 言った。 僕の 行動が まるで 知らない 人にまで 

心配 を かけた の は 全く 恐縮の 次第だった。 それから 発 

電 所の 方へ 渡って 例の 雪崩の 出る ところ を 避け、 また 

右岸に 返つ て 宵 晩に 下った。 


c 奥 穂 高 . 唐 沢 岳 • 北 穂 高 

二月 二十日 

快晴 六 • 〇 

〇 島々 一 

一 . 二 五 沢 渡 

一 一 . 〇〇 中ノ 

湯 四 • 〇〇 

I 四 . 五 〇大 


正 池 取 入口 

五 • 五 〇 上 高 

地温 泉 

温泉のお 爺さん は 少し 身体の 具合が 悪かった 様子 だ 

が、 飯 を 炊いたり している うち、 元気に なり、 僕が 神 

戸から 持って きた 餅 を 少し あげたら、 自分 は 餅が 一番 

好きだと 言って、 非常に 喜んで くれた。 そして 大阪三 

越の 古家 武 氏が 二月の 初め、 一人で 槍 を 登った と 聞き、 

ちょ つ と 嬉しくな つ てし まう。 


〇 横 尾 岩 小屋 

〇 . 〇〇 唐 沢 

出合 二  • 〇 

〇|  一  丁  二 五 

池ノ平 三- 

四 〇| 四 • 〇 

〇 横 尾 岩 小屋 


横 尾 岩 小屋に 荷物 を 置いて 唐 沢 谷 偵察に 行く。 なか 

なかすば らしい 谷 だ。 明るい うちに ヒ つて 帰る のは惜 

しいが、 余り 疲労 するとい けない と 思って 池ノ 平から 

引返す。 傾斜 は 緩く、 雪も柔 かで 気持い い。 

二十 二日 雪後晴 滞在 

午後 雪が やんで 常 念 ゃ大 喰が 雪煙 を 上げて いる。 唐 

沢 を 少し 登る。 横 尾の 岩場に 麈 雪崩が 始終 懸 つてい る 

のがよ く 見える。 


二十 三日 快 

晴 四 • 三 〇 

発 六 • 三 〇 

横 尾 岩 小屋 

八 • 〇〇 唐 沢 

出合 一 一- 

四  五唐 沢  岳 直 

下スキ ー • デ 

ポ 〇 • 三 〇 

穂 高 小屋 

一 . 二 五 奥 穂 


高 頂上 一 一 - 

〇 五 穂 高 小屋 

一 一 . 二 五唐 沢 

岳 頂上 一 一 - 

三 五 穂 高 小屋 

二  • 四 五 I 

三 • 〇 〇 ス 

キ ー ニァ ポ 

三 • 三 〇 北 穂 

側スキ ー • デ 

ポ 四 • 一  〇 


北 穂ノ肩 

五 • 〇〇 北 穂 

高 頂上 五- 

五 〇 北 穂ノ肩 

六 • 〇 〇 ス 

キ ー • デ ポ 

八丄ニ 〇 I 

九 • 三 〇 横 尾 

岩 小屋 翌朝 

三 • 〇〇 上 高 

地温 泉 


このたび は 北 穂に も 近いよう にスキ ー . デポを 唐 沢 

岳 直下に した。 いつも 登る 谷に は 奥 穂の 例の 岩場の す 

ぐ 東側から 一直線に 池ノ 平まで 雪崩が 出て いた。 これ 

は 昨日の 降雪で 出たら しい。 一昨日に は 見えなかった 

から。 奥 穂の 岩場 は 去年の 四月に 比べて 非常に 楽 だつ 

た。 岩登りの 凄 いのは、 やはり、 三、 四月 頃の 岩に 雪 

が 凍りつ いたと きだろう。 今日は 風 も 無く 暖かい。 奥 

穂 頂上で 零下 二度。 これ は 明日の 大雨の 前兆だった。 

北 穂 も 思 つ たより 簡単に 登れた。 

二十四日 風 


雨 七 • 三 〇 

発 九 • 三 〇 

I 一  〇 • 〇〇 

トンネル 

〇 • 三 〇 上 高 

地温 泉 

雨の 日に 出る ことの 危険 は 知ってい たが、 これほど 

まで 凄い と は 思わなかった。 出勤の 日が 切迫して いた 

ので 無理に 出た が、 あんな 日に はもう 二度と 出まい と 

思った。 幸か不幸か トンネルの 入口が 雪崩 で こわれ、 

雪が 一 杯 詰って いて 通れず やむなく 引返した。 


二十 五日 快 

晴 七 • 〇〇 

発 〇 • 〇〇 

徳本峠 一 一 - 

三 〇 岩魚 止 

七 • 一 一 〇 島々 

昨日の 雨で 岳 川 谷の 下半 部 は 真青に な つ ていた。 

とくごう 

徳本 は、 普通 輪摞で 登る 左の 小さい 谷に 入って 意外に 

ひまどった。 徳 本の 島々 谷 側 は 峠の 東北 側から 一 直線 

に 底 雪崩が 下まで 走って いた。 たいていの 谷から 凄い 


のが 出て いた。 それら を 横切る のに ピッケルが 必要 

だった。 この 一週間 は 割合 天気が よかった が、 僕と 入 

れ 代りに 上 高地に きた B • K • V の成定 氏お よび 額 氏 

は、 その後 一週間 毎日 雪が 降り、 殺生 小屋 附近し か 登 

れ なかった という。 

(一九二 五.  一二) 


私の 登山 熱 

私 は 神 戸に 来てから 三年く らい 旅行の 味 を 知らな 

かった。 大正 十 年 遠山 様 設立の デ ディル 会 (三菱) に 

入って からこの 味が 少し わかり だし、 大正 十三 年 以来 

兵庫県 内の 国道と 県道 を 四百 里 ほど 歩いた。 大正 十四 

年の 八月 終りに は 蓮華 温泉から 白馬 岳に 登り 鎗 温泉に 

下り、 吉田 口から 富士山に 登り 御殿場に 下山 を 皮切り 

に、 九月に は大峰 山脈 を 縦走し 大台 ケ原 山に 登った。 

十月に は 大山に 登り 船 上 山へ 廻って みた。 大正 十五 年 

七月 中頃に は 岩間 温泉へ 下山、 七月 終りに は 中 房 温泉 


から 燕 岳へ 登り 大 天井 岳 西 岳 小屋 を 経て 槍ケ岳の 絶頂 

を 極め 穂 高 連峯を 縦走し 上 高地へ 下山、 平 湯から 乗 鞍 

岳に 登り 石仏 道 を 下山、 日和 田から 御嶽山に 登り 王 滝 

口下 山、 上 松から 駒ケ 岳に 登り 南駒ケ 岳まで 縦走し 飯 

島へ 下山、 八月 中頃に は 材木 坂 を 登って 室 堂に いた リ 

浄土 山、 雄 山、 大汝 峰、 別 山と 縦走し 劍岳を 極め 長 次 

郎谷を 下り 小 黒 部 を 経て 鐘 釣 温泉へ 下山、 八月 終りに 

は 戸台 を 経て 仙 丈 岳 を 極め 引返し 駒ケ 岳へ 登り 台ケ原 

へ 下山、 大泉 村から 権現 岳 を 経て 八ケ岳 連峰 を 縦走し 

本 沢 温泉へ 下山、 沓掛 より 浅 間 山に 夜行 登山 をな し 御 

来光 を 拝し 小 諸へ 下山 等の 登山 をした。 


これらの 登山 中 私 はいつ でも リ ー ダ ー なくた だ 一 人 

だった から、 日数 は 割合 多く 費やした が 費用 は 少なく 

てす み、 精神 修養、 山への 自信 等 多くの 利益 を 得た。 

白馬の 熊 —— 白馬 小屋で 夜中に ガタガ タと戸 を 打つ 

音が すると 思って 目 を さます と、 寝て いる 小屋の 横で 

ドス ドスと 大きな 足音の ような 物音が する ので、 テツ 

キリ 熊 だと 思って ゾッと 冷 汗をかいた まま 毛布 を 被つ 

て 息を殺し ていた。 翌朝 小屋の 人に この 話 をす ると、 

夏の 終りに はとき どき、 食物 を 求め に 熊が 来る と の ザ J 

と、 それ以来、 鎗 温泉から 小 日向 山 を 乗越す まで 声 を 

限りに 歌 を唱ぃ 通した が、 今思うとお かしくて ならな 


い。 何分 初めての 山登りで も あり、 中 川原の 宿屋で も、 

蓮華 温泉 に 食物 を 運ぶ 人が 温泉に 行く 途中で 木に 登つ 

ている 熊 を 見て 驚き、 悲鳴 を あげて 逃げ だすと、 熊 も 

恐ろしい 声 を 出して 谷間 へ 転げ落ち るかの ように 姿 を 

消した と 聞いて いて ビク ビク していた ときだった から 

無理 もない。 

大峰山 II 山上 ケ 岳の 籠 堂 で 案内 人 どもが 縦走の 

なかなか 苦しい こと を 語り、 むやみに 傭って くれと 言 

う。 私 はいつ でも 一人で リ— ダ ー を 傭わぬ とわ かると、 

缶詰 を 持って いるかと か、 水が 無い から 氷砂糖の よう 

な 物 を 持たぬ といかん とか 言う。 私が キャラメル を 


持って いると 出して 見せる と 親切に 話しながら みな 平 

げて 行って しまった。 

はいまつ 

大山 I 僅か 五六 五 二 尺の 山 だが、 偃 松が あるのと 

眺望の 雄大な のに 驚いた。 

船 上 山 II さすが は 有名な 史蹟 だ。 秩父 宮様の 行啓 

の 碑が あった。 

白山 —— 白山 を 縦走して やろうと 思って 尾 添から 美 

女坂 道 を 登る ことにした。 ところが 地図に は 堂々 と 道 

が あるが、 行って みると 炭 焼の 道が 途中まで あるきり 

で、 トテモ 通れない。 その 中 を 私 は 一 生 懸命に 歩き 

廻った が、 結局 は 後戻りだった。 この 日 一日 ォジ ヤン 


になって しまったが、 私が よく 調べて 行かなかった の 

が 悪い ので 誰 を うらむ わけに もい かぬ。 さて 地図に は 

書いて ない が、 岩間 温泉から 登山道が できて いる こと 

がわ かり、 すぐに これ を 登って 温泉へ きて みると 人が 

いない。 仕方がな いから 引返して 途中の 山小屋に 泊め 

て もらった。 この 日 は 白山 祭で たいていの 小屋の 人 は 

村へ 下山して いたが、 ここの 人々 は 養蚕 を やって おら 

れ たので、 幸いに 泊めても らう ことができた。 なんで 

も大 津で暮 して おられた が、 主人が 脚気に かかり、 や 

む を 得ず この 故郷に 帰つ て おられる とのこと だった。 

それから 山の 話 や、 熊 は 逃げる のが 早く 高い ところに 


はいない ので 岩間 温泉 附近に 一番 多くい ると か、 長い 

あいだ いいお 天気が つづ いたから 明日 は 雨 かも 知れな 

い、 もし 雨が 降れば 山 は 風 もつ よく 危険で ある 等と 

種々 話された。 翌日 は やっぱり 雨だった し 気持の 悪い 

風 も 吹いて いた。 主人 はもし 危険 だと 思ったら 引返し 

なさい と 言って、 昨日の ラッセルで ワラ ジ がー つ 無く 

なって いるの を 見て 無い 中から 作って 下さった。 雪渓 

が 多い のと 風雨が 強かった ので 相当 苦心 したが、 無事 

白山の 絶頂 を 極め 得た ことをこの 人人に 感謝して やま 

ない。 ただ 小さい お金が 無くて 円な にがしし か 置け 

なかった のと、 名剌を 置いた が 名前 を 聞かなかった こ 


と を 心残りに 思って いる。 

昔の 穂 高 連峰 —— 殺生 小屋で、 ある リ— ダ— が 昔の 

穂 高 連峰 は 最も 恐し い 山で、 今の 北 鎌 尾根 以上で あつ 

て、 その 頃 他の リ ー ダ ー 等と 穂 高 縦走 を やった が、 そ 

の 日 は 大変 荒れて 雨が 降り 風 も 吹いた ため、 尾根 を 取 

違えて 迷い 廻った こと 三日間、 いかな 山男 も 運 を 天に 

まかせて しまった ほど だと 言って いた。 しかし 幸い 彼 

の 喜 作 新道の 開発 者 喜 作 様が 心配して きて 救い出して 

くれたと いう。 この 喜 作 様 は冬猶 のとき 雪崩 のた め 小 

屋 もろとも 埋められて 死んだ そうだが、 喜 作 様の 名前 

は 西 岳 連峰 縦走 道に よ つ て 長く 伝えられ るだろう。 


今の 穂 高 連峰 —— 昨年 私が 穂 高 を 縦走した とき は 相 

当 風雨 も 強かった が、 大変 道が よくな つていた ので 無 

事 縦走す る ことができた。 夜中に は 小屋の 屋根が 飛ん 

でし まう かと 思う ほど 風が 吹いた と 穂 高 小屋の 人が 

言って いたが、 私 は 少しも 知らぬ ほど 安らかに 寝られ 

た。 これが 昔で あれば、 私 はどうな つただろう。 日本 

アルプス 登山 案内に 穂 高に 登る は 天に 登る ょリ 難しと 

形容して 書いて あるが、 その 頃から 見れば 穂 高 も だい 

ぶ 俗化した よう だ。 次に 穂 高 小屋からの 葉書 を 紹介す 

る。 「謹んで 新年 を迎へ 奉り 併せて 高堂の 万福 を 祈 上 

候 燥と して 輝く 新春の 光に 白雪 を 頂く アルプスの 連峰 


雲上 遥に 諸賢 アルピニストの 御 健康 を 祝す るが 如く 仰 

ぐ も 荘重の 気 全身に 満るを 覚え 申 候、 目出度き 歳旦に 

諸賢の 登山 御 計画 を 拝 想す る は 神 山 を 仰ぐ 者の 非常の 

喜びに 候、 顧れば アルプスの 登山 は 年と 共に 激増し 

哦々 重畳たる 連山 も 我等が 山の 感を 抱かせ 申す 程に 候、 

是れ 一 重に 諸賢 登山家の 御 努力の 致す 所茲に 小生 有志 

と 計り 最臉処 なる 穂 高 諸 峰の 踏破 を 容易なら しめんと 

穂 高 小屋 を 計画し 昨 夏 完成 を 見る に 至り 食料品 寝具の 

充備 は 勿論 スト —ブ を も 新設し 安らかなる 登山と し 幸 

福なる 山 境と して 諸賢の 御 満足 を 御 期待 致し 得る は 穂 

高 小屋 最上の 愉快に 候、 尚 ほ船津 営林署に 於て は 蒲 田 


温泉より 白 出 沢 を 通じて 当 小屋に 至る 三尺 幅の 新道 を 

開通し 完全に 危険 を 去り 此の間 四 里 且つ 蒲 田 温泉 へ は 

半里の 栃尾迄 自動車の 便 あれば 衆 俗 を はなれし 山 境 蒲 

田に 第 一 歩 を 印せられ て 諸 峰の 嶮を 探ぐ る も 意義 ある 

事と 存候、 想 ふに 毅然た る アルプス は 日本人の 表 兆に 

して 登 山家 諸賢 の 御 参 登 を 仰いで 初めて 小生の 寸志 も 

遂げ 得る 者に 候、 切に 礼賛 御 宣伝 を 御 希 申 上 候 敬具」 

鉛筆 登山 —— 私 は 彼の リ ー ダ ー に 今年 北 鎌 尾根 を 縦 

走す ると 言う 人が あ つ たと 言 つ たら、 彼 は 今年 はま だ 

やった 人 はない し、 それ は 地図に 色鉛筆で 見事な 線 を 

引く だけの 船 筆 登山と いうの だろうと いう。 私 もなる 


ほど それに 違いない と 思った。 神 戸 徒歩 会 も 夏期 大旅 

行と て 穂 高 縦走 を 書いて いたので 穂 高 小屋で 名簿 を 見 

たが、 見つからなかった。 これ も 鉛筆 登山だった らし 
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乗 鞍と 御嶽 —— 穂 高下 山道で 見た スタイル は 素敵で 

ともに 富 土に 劣らぬ ほど 雄大であった。 地図に は 書い 

てない が 石仏 道と いうの は 地図の 千 町ケ原 道の 二 四 六 

二 • ニメ— トルの 三角点より 少し 下で 左の 尾根に 入り 

一 八 六 四 • 七メ— トルの 牧場 を 通って 橋 場と いうと こ 

ろに 下る 道で、 途中に 避難 小屋 も あり 乗 鞍から 御嶽へ 

登る に はこれ が 一 番 近いよう に 思う。 日和 田から 御嶽 


へ 登る 道 も 案外よ くて 予定より 早く 登れた。 御嶽 はな 

かな か 繁盛して いる。 しかし 乗 鞍 は 淋しかった。 雨が 

降った ために 平 湯 や 白骨 に 居つ づけて いる 登山者の 多 

いためだった のか もしれ ない。 

駒ケ岳 —— 西 駒 は 中央 アルプスと いわれる だけ あつ 

て なかなかい いところ が ある。 北 アルプスと 南 アル プ 

スを 前後に 見る 眺望 は 日本一だろう。 駒 縦 走路 は 少し 

も 危険な ところが なく 案外だった。 南 駒 ケ岳を 乗越し 

ていい 道が あるの だった が 知らなかった ため、 摺鉢窪 

へ 下って 人の いない 小屋より ズ ー ッと 下の 沢で 野宿 を 

した。 翌朝 午前 十 時 飯 島へ 下って、 有 明から ここまで 


十日 間の 長い コー スを 無事に 終った。 しかし 山に 別れ 

る こと はなん となく 淋し か つ た。 

立山 室 堂 —— 室に 上下の 差別が あつたり、 蒲団 を 売 

店から 借りなければ ならぬ くらい はよ いが、 ここの 人 

は 皆 不親切で ある。 何 を 尋ねても たいてい 返事 をし な 

い、 私が 劍 岳より 小 黒 部の コー スを中 語 君に 聞いて み 

ると 初めは 知らぬ顔 をして いたが、 そのうち 一人 曰く 

あそこ はとても 一 人で は 行けない 一 人 は 案内 もしない、 

一 人で 通れたら 首で もやろう という 口振りで 道が どう 

ついている のか 幾ら 聞いても 冷 かし 半分で 教えて くれ 

ない。 こんな 人情の ない 人々 が この 神聖な 高山に いる 


のかと 呆れて しまった。 立山 室 堂と はこん なと ころと 

は 再三 聞いて はいたが、 余りの ことに 二度と くると こ 

ろで はない と 思った。 一 人で 小 黒 部に 遊び 鐘 釣 温泉、 

新 鐘 釣 温泉 を 知る につれ いよいよ 富 山人と いう ことが 

深く 頭に 染 込んで しまった。 小 黒 部が 一 人で 通れない 

ようで は 高山 探検 は 思い も よらぬ こと だと 私 は 思う。 

しかし 立山 は 悪くない、 一度 は 登りたい もの だ。 

南アルプス —— 仙 丈 岳 はさす がに 一 万 を 抜く 山 だ。 

県設 小屋の 上の 方に 相当 雪が あった。 東から 北へ 白 峰 

山脈、 富士山、 鳳凰 山、 アサヨ 峰、 駒ケ 岳、 八ケ 岳、 

北から 西へ 北 アルプス、 中央 アルプス、 南に 赤 石 群 山 


を 望み 人里離れた 深山ら しさ は 他の 山で は 求められぬ、 

私 は 他の 山で 皆 登山 記念品 を 買う ことができ たが 仙 丈 

岳 は 何も 無い。 しかし 仙 丈 岳の 三角点の 等級 を 知って 

いると いう ことのみ は、 私が 登山した という 最も 確か 

な 証拠で あると 思う。 仙 丈 岳に 登った 人 はたく さん 

あっても、 これ を 知っている 人 は 非常に 少ない と 私 は 

信ずる から。 東 駒の 下山 道で 尋常 六 年生く らいの 子供 

二人に 出会った。 彼等 は 八 合 目の 人の いない 石室に 寝 

て 翌朝 御来光 を 拝し 下山した の だが、 さすが は 山の 子、 

感心な もの だ。 

八ケ岳 II 権現 岳の 避難 小屋に 一 泊した が、 風通し 


のよ いのに 驚いた。 雨 は 降る、 風 は 吹く、 雷の 電光が 

遠く 下の 方で 光って、 夜 は 更けて 行った が、 やっぱり 

小屋に 寝た の だが、 風 も 引かず 愉快に 八 ケ岳を 縦走す 

る ことができた。 小屋 はこの 他た くさん あって 登りよ 

い 山 だ。 眺望 もなかな か アルプスに 引け を 取らぬ。 

浅 間 山 —— 夜行 登山に は 最適の 山 だ。 どうせ 神 戸 ま 

では ここから 一日 かかる。 この 一日の 朝飯の 前に 登れ 

るの だから 面白い、 夜 は 噴火口 は 赤くて 物凄い、 とき 

どき 硫黄の 臭いが 鼻を螫 す。 日の出 前 は なかなか 寒い。 


北 アルプス 初 登山 

A 

大正 十五 年 七月 二十 五日 (日曜日) 晴 

午前 六 時 三十 五分 有 明 駅 着、 少し 休む。 自動車 あれ 

ども 人 多く 自分 は 徒歩に て 出発、 自動車 道 なれば 道よ 

し、 有 明 温泉 を 経て 川 を 遡る。 名 古 屋の人 (高 商 生) 

と 一緒に 行く。 アルプス 山間た る 価値 ありき、 中 房 温 

泉 着 約 十二時、 名 古 屋内 燃 機の 人 四 人 (加 藤と いう 人 

も ありき) と 逢えり、 温泉に 入浴 昼食 をと り 一 時 中 房 


温泉 発、 急なる 登りな リ、 四時 半 燕 小屋 着、 途中 女 

学生の 一 隊 多数 下山す るに 逢う。 サイ ダ— を 飲み 高い 

金 を 払う。 軽装 (ルック ザ ックを 置き) にて 燕 頂上へ 

五 時 着、 三角点に て 万歳 三唱せ り。 途中 立山 連峰、 白 

馬、 鹿 島 槍 を 見、 鷲 羽 連峰 等 飛んで 行けそう なるほど 

近く はっきりと 見え 心 躍る、 燕 小屋へ 引返し 午後 六 時 

泊、 槍 は 雲 かかりて 頂上 見えず。 

二十 六日 (月曜日) 晴後雨 

燕 小屋 午前 六 時 出発、 この 路 アルプス 銀座 通りと い 

い 非常に 景色よ く 道 も 良し、 今朝の 御 来迎 は 相当よ く 


富士 など はっきり 見え 槍 も 見 ゆ。 大 天井 岳の 前にて 常 

念 道、 喜 作 新道の 岐れ道 あり、 そこに ルック ザ ックを 

置き、 大 天井 頂上 を 極む。 三角点に て 万歳 三唱、 豪壮 

なる 穂 高 連峰、 谷と いう 谷に 雪 を 一杯つ め、 毅然と そ 

びえ たる を 見、 感慨無量 なり、 もとの 道に 引返し ルツ 

クザッ クをか つぎ 喜 作 新道 を 進む。 右高 瀬 川の 谷を眺 

め、 眺望よ きこと 言語に 絶す。 この辺の 景色 北 アル プ 

ス 第一なら む。 西 岳 小屋に て 休み 焼 印 を 押し、 昼食 を 

なす。 途中 広 島の 人 (東京の 学校に いる) 東京の 人 (官 

吏) と 三人と なり 十一 時半 頃 出発、 途中に て 人々 に 別 

れ、 一人に て 道 を 行く、 殺生 小屋 着 二 時半、 途中 大槍 


小屋に 行く 道 ありて、 その 辺より 雨降り 出す。 雨 を 冒 

して 槍の 頂上へ 出発、 ルック ザ ックは 小屋に 置き、 急 

なる 道 を 進み、 四、 五十 分に て 槍 肩 を 経て 頂上 着、 祠 

あり 名剌を 置き 三角点に て 万歳 三唱、 一 時間く らい 霧 

の 晴れる を 待つ、 ときどき 天上 沢、 槍 平方 面の 見える 

のみ、 下山、 殺生 小屋 泊、 人の 多き ことに 驚け リ。 

二十 七日 (火曜日) 雨 

雨 を 冒して 九 時半 殺生 小屋 出発、 大喰 岳、 中 岳 等 を 

経て 南 岳 (地図の 北 穂 岳) へ 来り 三角点 あれば そこに 

て 昼食 をな し 万歳 三唱、 そりより 数 町 行きて 大キ レツ 


トに 下る。 驚くべき 大 絶壁に て 下る を 得ず 引返して 谷 

に 下りて みれば 道 あり、 水の 出で たると ころ ありて 渴 

を 医す、 大キ レットに 下り、 これより 北 穂 高に 取 付く、 

そこにて 松 本の 人 (早稲 田) 大阪 (ジ ユン レイ 会 か) 

の 人 一 一人に 逢う。 北 穂 高の 取 付き は 非常に 悪き 道な り、 

途中 迷う こと も 多から む、 石の 祠 あり 名刺入れの 缶 あ 

り、 自分 もこれ に 名剌を 入れ 万歳 三唱 下山す。 それよ 

り 上下 ガレ 道ば かりにて 非常に 辛し、 また 名刺 を 入れ 

万歳 三唱して 下山 すれば、 目下に 小屋 あり、 嬉しき こ 

とこの 上 もなかり き。 声 を かくれば 返事 ありて ホッと 

安心す。 行程 僅かに 二 里く らいなる に 九 時間 も 要せり。 


六 時半 小屋 着、 ときどき 霧 晴れて 抜 戸 岳、 笠 ケ岳を 見 

る。 この 日 雨風 強く 相当 困難な り。 

二十 八日 (水曜日) 雨後 晴 

早朝より 相当 風 強 けれども、 十 時 過ぎ 雨 を 冒して 小 

山 を 出発、 奥 穂 高 取 付き 非常に 困難、 北 穂 高 取 付きと 

同様 なかなか 危険な リ、 され ど 道 割合に 分りよ く 無事 

奥 穂 高 絶頂 を 極め、 万歳 三唱、 名刺 を 置き、 左の 屋根 

に 下る。 ガレ 道の 下り なかなか 困難、 数 時間に して 前 

穂 高 着 (地図の 穂 高)。 展望台の 壊れた る あり、 三角点 

にて 万歳 三唱、 名剌を 置き、 名剌 入の 缶の 中 を 見れば 


矢 沢 氏 (アルプスの 本 著者) 等の 名刺 発見せ り。 二 時 

間 ほど 霧の 晴れ間 を 待つ、 唐 沢、 上 高地、 明 神 方面と 

きどき 見え 痛快。 なかなか 霧 晴れざる 故 あきらめ 四時 

頃 下山、 乗 鞍 御岳の 雄峰 前に 見、 眺望よ し。 途中 道瞭 

ら かならず 偃 松 等 を わけ、 あるいは 水の 流れる ところ 

等 を 下る、 なかなか はかどらず。 されば 谷 を 下れば よ 

しと 思い 雪渓 に 出 ずれば 非常 に 急に して 恐ろし、 尻 を 

着け アイス ピッケル を 股いで 滑れば、 はっと 思う 間に 

非常な 速度に て 滑り出し、 止めん とすれ ども 止らず、 

アイス ピッケル にて 頭 等 を 打ち、 途中 投 出され 等して 

数 町 を 下りたり。 そのと きもう 駄目な リ という 気 起り 


気 遠くなる 思いな り。 岩に ぶっかるな らんと 思い 少し 

梶 をと りょうやく スロ ー プ 緩き ところに 止 リ 幸いな り 

き、 あやうく 命拾いしたり。 それより アイス ピッケル 

を 取りに 行く 困難 言葉に 表わされず、 小石 を 拾いて そ 

れ にて 足場 を 作り 一 歩 一 歩 進む。 手の指 かじかみ 足 ま 

た 凍えて 苦しき ことか つて 知らず。 ようやく ピッケル 

を 取りた ると きの 嬉し さ 例えん に 物な し、 それより 尾 

根へ 取 付き 相当 苦しき ところ を 下る。 ルック ザ ックの 

ところに て 雪渓 を 行き カバ の 木 を 尻に しきて 雪渓 をヒ 

る。 割合 安全 なれ ど 力 を 要し 進ま ざれば、 途中に て 止 

め、 尾根に 取 付き それ を 下りて 川 i$ に 出で、 これ を 下 


れば よき 道に 出で たり。 これすな わち 穂 高 登山道なら 

む。 雪渓へ 出で ず この 道 を 下れば、 かかる 困難 をせ ざ 

りしなら むに これ もまた 後日の ためなら むか。 経験 得 

ると ころ 多し。 これらす ベ て 実に 偉大なる 恐るべき 山 

なり。 穂 高 は 実に アルプスの 王な りと しみじみ 感ぜり、 

神の 力に 鎚ら ずして 命 を 全うする こと を 得ざる なり、 

有難く 感謝せ り。 それより 道 を 下る、 森林 道に てな か 

なかよし、 途中に て堤燈 をつ け 歌を唱 いて 下る。 無事 

カッパの 橋の 人家 あると ころに 出で ホッ とせり、 上 高 

地温 泉に つきし は 九 時 頃な り、 嬉し かりき、 温泉へ 数 

度 入り 宿泊せ り。 


二十 九日 (木曜日) 

雨 をお かして 六 時 頃 温泉 発、 大正 池 附近 川原に て 道 

明らか ならず 迷い、 山の 方へ 川原 遡れば 道に 出で たり。 

それ を 行く 人に 逢い 焼ケ 岳に 行く 道な りと 聞き また 川 

原 を 下る。 大正 池 数 町の 手前のと ころに 道 あり、 これ 

すなわち 求む る 道な リ。 焼の 中腹 道に して 通行人 も少 

なく、 水の 流る ると ころ は 土 崩れ を 生じ 道な くな かな 

か 困難な り、 それより 中ノ湯 を上リ 安房 峠へ いたる。 

なかなか 深山ら しき 大 森林な り (ブナ 帯) 笹原 を 下り、 

平 湯に 出ず (十 時半) 十 一 時 同所 出発、 鉱山 跡 を 通り 


乗 鞍 大滝を 見ながら 上る、 非常に 大きな 滝な り。 風雨 

強く 雷鳴 を 聞きながら 登る、 大雪 渓を 突破し 頂上 近き 

偃 松 帯に 入り 池畔 を 通りて 乗 鞍 八 合 目 (六 時 頃 着) に 

いたれば、 観測所 小屋の 壊れた る あり。 この 他 泊る ベ 

きと ころな きょう 思われ 観測所 小屋に 入り 火 を 焚かん 

とすれ ども 燃えず、 止む を 得ず 濡れた る もの をぬ ぎな 

どして 寝るべき 支度 をせ り、 気付きて 案内の 地図 を 見 

れば 頂上 小屋な り。 されば と 荷 を 置き 頂上へ 出発 (七 

時) 頂上ら しきと ころまで きたり たれ ど 小屋ら しき 物 

なし、 止むを得ず 引返した る も 道に 迷う 途中、 小屋ら 

しきもの ありて 火が 見えたり、 喜び 声 を かくれば 人 あ 


り。 ここ は 八 合 目の 小屋な りと、 ただちに 宿泊 を 頼む _ 

荷物 は 観測所に 置いた まま その 夜 疲れ 寝たり。 

三十日 (金曜日) 祭日 雨後 晴 

風雨 をお かして 八 合 小屋 発 八 時 頃。 その 前 荷物 を 観 

測 所へ 取りに 行き 朝食 後出 発、 昨日の 道 を 進む。 昨日 

頂上と 思いし は 前山に して、 それより 数 町に して 小屋 

あり。 これ 頂上の 小屋な リ (ヒダ 小屋) 九 時 頃 着、 そ 

こに 休み、 昼食 を 食す (下駄履き にて 頂上、 三角点 を 

極め 万歳 三唱す。 展望台の 壊れた る あり 祠 数多 あり 

き) 十一 時半 石仏 道 を 小屋の 人に 教えても らい それ を 


下る、 少し 雪渓 を 下りて 山 を 廻り 西側に 出で 尾根 を 下 

る。 もはや 道 を 迷う こと (途中 小屋 あり、 雨 ふる) な 

し、 牧場に 入り それより 下りに 少し 迷い、 日和 田へ 無 

事 着 六 時 過ぎ 宿へ 泊る。 

三十 一 日 (土曜日) 晴 

日和 田 発、 七 時 頃 宿の 人に 道 を 教わりた る 故 迷わず 

進む。 御嶽の 裾野 を 行く 途中 草刈りの 小 供に 道 を 教え 

られ 迷う ところ を 無事 通過、 前 は 御嶽の 雄姿、 後に 乗 

鞍の 雄峰 を 眺めながら 行く、 実に 景色よ く 心 躍る もの 

あり、 途中 木に 御嶽 道と 記せり、 内ケ 谷の 川 を 渡り 笹 


原に 取 付き 嶽ノ 湯へ 行く 道 を 横切りて 急なる 道 を 進む、 

雪渓に 出で これの 右側 を 進む。 なかなか 急な り、 休み 

後方 を 見れば、 御嶽の 裾野の 偉大なる に 驚け リ、 高 天 

ままこ だけ 

原 継子 岳 着、 二 時 頃 三角点に て 万歳 三唱、 両側に 池 を 

眺めながら 尾根 を 進みて  一、 二 時間に て 摩利支天 着、 

三角点に て 万歳 三唱、 下山、 雪渓の 上 を 廻りて 道に 出 

で、 また 登りて、 ニノ 池 小屋 着、 焼 印 を 押し絵 葉書 を 

買い 黒 沢 口 小屋に 行く、 王 滝 頂上 小屋へ いたり 荷物 を 

置き 頂上へ 行く。 数多 祠 あり、 また 登りて 三角点に て 

万歳 三唱、 一 〇 ニー  八 尺の 石碑 あり、 これ は どこより 

計算した るか 知らず、 地図に は 一 〇 一 〇 八 尺な り、 社 


務所 にて 絵葉書、 扇子、 御 守、 御 百 草 (ダラ ニス ケと 

同様ら しい) を 買う。 小屋に て 焼 印 を 押し 泊る。 

八月 一 日 (日曜日) 曇 

早朝 起床 支度 をな し、 朝食 をす まし、 午前 六 時 小屋 

出発。 王 滝口 下山 なかなか 急峻なる 道な り。 七 合 目 ま 

では 苦しい ほどの 下りに て 七 合よ リス 口 ー プ 緩く 楽な 

リ。 三 笠 山の 横 を 通り 多くの 小屋 を 過ぐ、 王 滝 十一 時 

半 着、 途中 清 滝 王 (新) 滝 を 見物せ リ、 なかなか 気持 

よきと ころな り、 王 滝 村に て 昼食 をな し 十二時 出発 木 

曾 鞍馬 橋 を 渡る。 風景 絶佳な り。 橋の 下 百 尺く らいの 


ところに 川 あり、 両岸 絶壁 をな し、 他に 求め 得ざる も 

の あり。 崩 越より 急なる 山道に 入る、 暑さの ため 鼻血 

を 出し 半時 間く らい 休み、 峠を越し、 少し 迷いて 歳 児 

(サイ チゴ) に 出ず、 この 峠を越し 小川と いう 川に 出で、 

それ を 下り 上 松に 出、 ここへ 泊る。 六 時半。 

一 一日 (月曜日) 晴 

上 松の 宿屋 を 六 時 発、 道標 を 見て 進む、 非常によ き 

道な り。 鳥居 を くぐりて 少し 登 リ徳原 を 過ぎ、 河原に 

出で、 なお 進む と 小屋 あり、 ここが 三 合 目に して、 こ 

れ より 急に 上りと なる。 登山者 名簿 に 名前 を 書き 急峻 


を攀 ず。 なかなか 大 森林な り、 五合 目 小屋に て 休み 木 

曾須 原への 下山 道 を 聞く。 上 松の 御料 林 局に て 聞きた 

る も 同様 道な しと 言う。 登る こと 数 時間 八 合 目の 小屋 

着、 昼食 を 食し 焼 印 を 押し絵 葉書 を 買う。 なお 登り 木 

曽駒 頂上 小屋 着、 焼 印 を 押し 絶頂へ、 多くの 祠 あり、 

参拝 御 守 を 戴き、 三角点に て、 万歳 三唱、 眺望よ から 

むに 霧に かくれて 何物 も 見えず、 右へ 主脈 を 進み 中 岳 

を 経て、 宮田 小屋 着、 三時 絵葉書 焼 印 スタンプ 等 を 押 

し前ケ 岳の 三角点に 行き 万歳 三唱し 引返し 宿泊せ リ。 

三日 (火曜日) 晴 

今朝 は 痛快に 晴れる。 小屋に て は 北 アルプス 見え ざ 


れば本 岳まで 行き、 御 来迎 を 拝す。 本コ ー ス中 最後の 

最もよ き 御 来迎な りき。 八ケ 岳の 上よりの 日の出 実に 

例えよう なし。 西の方 御嶽 を 見返し 乗 鞍、 穂 高 連峰 獅 

子の 吠えた るが 如く、 槍 天 を 突き 立山 又 前山 を 突き抜 

けて 見え、 東 は八ケ 岳、 南アルプスと 覇を 競い、 駒ケ 

岳 雲 を 抜きて 聳ゅ、 仙 丈 岳、 北 岳、 間ノ 岳、 農 鳥 岳 等 

天 を 突き、 富岳 整然と 南アルプス を 圧す、 塩 見 岳、 東 

岳、 荒 川 岳、 赤 石 岳 等 高く 聳えて、 互いに 高さ を 競い、 

蜿々 列 を 作る、 南 は 宝剣、 前駒ケ 岳、 南 駒 ケ岳等 互い 

に 譲らず、 三 沢 岳 右に 出で 主脈 を にらみ、 遠く 恵那山 

にいた るまで 蜿々 たり、 実に 日本 アルプスの 中 屈指の 


眺望よ きと ころなら む、 幸いな り、 かかる 眺望 を 得し 

己の 幸 他に 求むべく も あらず、 例えん に 物な し、 引返 

し、 朝食 をす まし 小屋 出発、 六 時 過ぎ 宝剣 (剣ヶ峰) 

を 極め 九 〇〇〇 尺 以上の 山々 を 上下し、 南アルプス を 

にらみ 返しながら 前 駒まで 縦走、 なかなか 困難な り、 

前 駒 (空 木 岳) の 三角点に て 万歳 三唱、 なお 進みて 南 

駒に 取 付き 午後 五 時 頃 絶頂 を 極む、 霧 かかり たれば 引 

返し、 すりばち クボに 小屋 ある こと を 知り それへ 下山、 

小屋 ニッ あり、 記名 をな し、 なお 下れば 道 特に 悪し、 

本 コー ス中第 一 の 難路な らん、 暗くな リ 一 層 困難せ り。 

道な きを 進み 疲れ はてて 九 時 頃 山中へ 一 泊せ リ。 


四日 (水曜日) 曇 

早朝 起き 川原に 出 でんと 下れば 途中 道 あり、 それ を 

進む、 川の 左岸の み を 行きて 川原に 出で 尾根へ 取 付き 

などして なかなか 苦しき 道な リ、 ようやく 小 日向の 小 

屋に 出で 見れば 道標 あり、 自分の 下りし 道の 他に 本道 

とてよ き 道 あり、 本道 を 通らば かかる 困難 はせ ざり し 

に、 これより は 道よ く 道標 ありて 迷う ことなく 九 時半 

飯 島 駅 着、 十 時の 電車に て 辰 野へ、 中央線に て 塩 尻 を 

経て 名古屋 へ、 東海道線 にて 神 戸へ 無事 五日 午前 一時 

着せり、 同 二 時 床に つく。 痛快 言わん 方な かりき。 か 


かる 大コ ー スも 神の 力 を かりて 無事 予定 以上の 好結果 

を 得し はまこと に 幸いな リ、 神に 感謝せ リ。 ああ 思い 

めぐらす ものす ベ て 感慨無量な リ。 


B 

大正 十五 年 八月 十二 日 (木曜日) 晴 

午前 九 時 千 垣 駅 着、 九 時半 出発、 常 願 寺 川 を 遡り 藤 

橋に いたる、 途中 水の 出た ると ころ 多く、 暑さ 厳しき 

故 水 を 飲む こと 一 升 余なら む。 藤 橋 十 一 時 昼食 をな し、 


草鞋 を 買い 出発、 川 を 渡りて 急峻 を攀じ 高原 へ 出で ブ 

ナ 小屋に て 休む。 弘法、 追分 小屋 等 を 過ぎ 地獄 を 見物 

せり。 なかなか 恐ろしき ところな リ、 硫黄の 臭 強く、 

ところどころ 沸騰せ る 温泉 音 を 立つ、 室 堂 へ 着きた る 

は 七 時 頃な り、 絵葉書 を 買い 宿泊せ り、 ここの 人たい 

てい 不親切な リ、 私の 問に 答えず。 

十三 日 (金曜日) 晴 

午前 六 時 室 堂 出発、 食糧 二日 分 を 持ち なかなか 重し、 

浄土 山の 肩へ 登リ 荷物 を 置き 浄土に 進む。 右の 祠 ある 

ところに 行き、 後 左の 最高点に 登る。 五色 ケ原 眼下に 


ありて、 小屋 も 見 ゆ。 薬師の 尖 峰 南に あり、 槍、 穂 高、 

群 山 を 抜き 乗 鞍、 御嶽 また ゆずらず。 黒 部 谷い よいよ 

深く 鹿 島 槍魏然 たり。 引返し 急峻 をよ じれば、 雄 山の 

絶頂な り、 草鞋 を 脱ぎて 登る。 眺望 雄大 北 アルプス 屈 

指の 景色よ きと ころな らん。 神社に 拝し、 引返した と 

ころに 三角点 あり。 ここ は 絶頂より 六メ— トルく らい 

低 からん。 荷物 を 担ぎ 尾根 を 進みて、 大汝 峰に いたる。 

ここへ 登りて 万歳 三唱。 別 山との 大キ レットに 下り、 

また 登りて、 別 山の頂 上に 出ず 祠 あり、 参拝。 池に て 

昼食、 別 山の 絶頂 東の 端に いたり 万歳 三唱、 引返し 尾 

根 を 進む。 眺望の よき こと 言語に 絶す、 三角点に 名刺 


を 置き、 万歳 三唱。 少し 進みて 花畑 を 通り道 明らかな 

ら ざれば 偃 松 帯 を 進み 三 田 平の 西北に 下りて みれば 人 

に 逢う。 劎 より 引返した る 人な り。 三 田 平の 小屋 は 別 

山の 北に あり、 ここより 望めば 明らかな り、 また 尾根 

へ 取 付き 進む、 なかなか 危険なる ところ 多くして 痛快 

なり、 この辺 穂 高に 劣らず、 上下 を 繰返しつつ 急峻 を 

攀 じれば すなわち 求む る劎 岳な り、 絶頂へ 着きし は 三 

時な り。 眺望 雄大 無比、 寒暖計 あり、 大山 神劎 山の 柱 

の 下に 名刺 を 置き 万歳 三唱せ リ。 この 日 宮殿 下 御 二方 

御 登山 あらせられ たりと 拝す。 それより 下れば 三人の 

人 あり、 白 萩より 来れり と言う、 平 蔵 を 下る 人な リ、 


私 は 長 次郎の 雪渓 を 下る。 宫 殿下の 御 足跡 を 拝しつつ 

下り、 途中、 U り なかなか 恐ろし、 ようやく 平 蔵の 出合 

に 出で 右へ 本流 を 下る。 前面に 黒 部 別 山 蟠 る、 半時 

間く らいに て 雪崩れ たる あり、 右側に 道 あれ ど詳 かな 

らず、 川原 を 進み 尾根に 取 付き 等して なかなか 渉らず、 

力つ き 暗くな りたれば 河原に 野宿せ リ、 海抜 五 五 〇〇 

尺く らいのと ころに て 寒し、 七 時半。 

十四日 (土曜日) 晴 

幸いに 雨に 見舞われ ざれば、 さほど 困難せ ざり しも、 

なかなか 寒き 夜な りき。 明くる ほどに ますます 寒く 顫 


えながら 朝食 をな し、 六 時 頃 出発、 尾根へ 登りて 進む、 

困難な リ。 河原に 下りて 雪渓 を 下り、 左の 谷の 雪渓 を 

遡る。 それより 八 峰 を 眺めながら 右の 谷へ と 進み 急 傾 

斜を 登れば 谷つ き 森林と なる。 これ を 突破 すれば 雪 田 

あり、 これ 池な リ。 ここより 上の 山の 肩 を 見れば 小屋 

あり、 すなわち 池ノ 平の 小屋な り。 八 時半 ここ を 出発、 

池ノ平 山の 中腹 を 廻りて 進む、 雪渓に て 道つ きたれば、 

雪渓 を 下る、 急峻に して こわし、 割合、 U らず 下りて 小 

黒 部 本流に 出で 大雪 田 を 下る。 雪渓 切れ たれば、 右の 

尾根へ 道 を 求めて、 河原に 出で 橋 を 渡り 左 を 進み、 あ 

るい は 尾根 を あるいは 河原 を あるいは 川 を 徒歩 等 困難 


せり、 なかに も 急流 徒歩の 折 等 は 流されん として 命 か 

ら がら 岸へ 飛びつ き、 着物 等 濡らす、 尾根 を 進み また 

下りて 河原に 出で、 流れ ゆるき ところ を 流されつつ 下 

れば 松 高 山岳部 の 昼食 記念の 書きた る あり (この辺 川 

の 出合な り) 安心せ リ、 右手に 道 を 見、 それ を 進む、 

分りよ き 道な り、 嬉しく もう 大丈夫と 思い 歌を唱 う。 

黒 部 本流へ 合する 前、 道 は 尾根 を 急に 登れば 少々 不安 

なりし も 道 他に なきよう なれば、 これ を 進む。 尾根 頂 

上へ 登り 切って 左手に すぐ 下る。 下り 切れば すなわち 

祖母 谷 温泉に いたる 広き 道な り。 ここへ 出で たると き 

の 嬉し さ 例えん に 物な し、 万歳 三唱せ り。 


黒 部 本流 の 景色 言語 に 絶す る ほどな リ、 かかる とこ 

ろ 他に 求めざる べし、 鐘 釣 温泉に いたれば 人々 多く、 

外人 もい るに 驚け り 六 時半 着、 温泉 は 非常に 綺麗に し 

て 殆んど 味 もな し、 この辺の 景色 とても 素敵な リ、 こ 

の 夜寒くな し、 温泉に 浴す。 

十五 日 (日曜日) 晴 

本コ ー スは 一 度 も 雨に 逢わず まことに 幸いな りき、 

無事 立山 縦走 も 終りて 神 戸に 帰る と 思えば 淋し、 六 時 

過ぎ 出発。 今朝 は 温泉に も 入りて 気持よ し、 黒 部 川の 

眺め 絶佳な リ、 新 鐘 釣 温泉に より、 日本 電力の 大工 事 


に 感服せ り、 絶佳 も 過ぎ、 暑くて 暑くて ならぬ と 思い 

う な づ き 

ながら 十 時半 頃 宇奈月 着、 登山 名簿へ 記入し、 黒部電 

鉄に て 三日 巿へ、 三日 巿 にて 名物 西瓜 を 食い、 汽車 四 

十分 遅れ たれ ど 無事 十二時 四十 分 発に て 来 原へ 乗換 後 

神 戸へ 一 時 着。 


兵 庫 立山 登山 

私 は 兵庫県と 鳥 取 及び 岡山県 界の 山脈 を 兵 庫 アル プ 

ス といい、 海抜 千 五百メ ー トルーの 氷 ノ山を 兵 庫 槍、 

三 室 山 を 兵 庫 乗 鞍、 一 番 南の 一 三 四 四メ— トル 六の 山 

を 兵 庫 御嶽と 呼んで います。 扇 ノ山は 頂上が 全部 鳥 取 

に 入って いるから、 この 山の 前山 を 兵 庫 立山と いう こ 

とに しました。 この 立山の 高さ はよ くわ かりま せんが、 

一 二八 〇 メ —トルく らいでしょう。 私 は 昨年 九月、 こ 

の 山と 扇ノ 山へ 登る ために 私の 故郷 浜 坂に 下車した の 

が 午前 三時 半 頃でした。 私の 家に 寄って 四時 過ぎ 出発、 


浜 坂に 流れて いる 岸 田 川、 すなわち 兵 庫 黒 部 川 を 遡つ 

て、 霧ケ 滝に 着いた の は 十 時 頃でした。 この 滝 は 水量 

が 少ない のと 高さが 二百 尺 以上 も あるた め、 水 は 途中 

で 大部分 霧に なって しまうよ うです。 それで 霧ケ 滝と 

いうので しょう。 ここまで は 村人が 炭焼きに くるので 

道が あります が、 ここから 頂上まで は 道が ありません。 

そこで 少し 下って 東側の 小さい 尾根 を 登り 一 時間 くら 

いも かかって やっと 九 〇〇 メ ー トル 以上の 高原の よう 

なと ころに 出ました。 ここから スズ 竹が 網の 目の よう 

に 重なり合つ ている 中 を ラッセルす るので、 一時間 僅 

か 五町く らいし か 進みません。 これ を 突破し 滝の 上流 


に 出て 小川 を 上り、 また スズ 竹の 中 を ラッセルして 兵 

庫 立山の 頂上に 午後 一 時 過ぎに 着いて、 一 番 高そう な 

ところの 木に 登って 四方 を 眺めた とき は、 今までの 苦 

しみ は 一掃され てし まいました。 北の方 鳥 取から 香 住 

までの 海岸が 絵の ように 見えます。 東に 兵 庫 白馬と 三 

角 点の ある 兵 庫 鷲 羽 等 は 飛んで 行けそう に 近く 見え、 

. J れらの あいだ を 越して 兵庫大 天井すな わち 鉢 伏 山が 

岡の ような 顔 を 見せて いるし、 今き た 高原 も 眼下に 白 

馬と 鷲 羽から 流れて きています。 兵 庫 槍 も 大きな 尾根 

を 東西に 引いて 雄大に 見えます。 もちろん 扇 ノ山は 近 

いので 一 層 大きく 雄大な 裾野 を 引いて 西へ 沈んで いる 


の は、 なかなか 深山 的です。 立山 を 下って 扇ノ 山に 登 

りました。 ここ は 鳥 取の 人が 炭焼きに きて 少し 木 を 

切って いて 楽に 歩け ます。 頂上 辺で 炭焼きの 人に 逢い、 

鳥取県から はこの 山へ 道が あると 聞きました。 扇ノ山 

の 三角点 は 木が 茂って いるのと 汽車の 時間が 気になる 

ので、 急いだ ため 見つかりませんでした。 そして スズ 

竹の 中 を 東方へ 下って 川に 出ました。 この 川 も 以前の 

かんなべ やま 

川 も 溶岩の 中 を 流れて います。 但 馬の スキ ー 場 神 鍋 山 

と 同じ 頃 か、 もっと 古い 火山でしょう。 裾野 を 見ても 

火山であった こと を 思わせます。 川 を 下って 行く と 五 

時 頃 村の 人に 逢いました。 この 人 は 川に ミノすな わち 


レイン コー トの 材料に する 草 を 取りに きていた のです- 

そして 私が、 この 道の ない 山に 登り、 よく 出て こられ 

たと 感心して いました。 ここから はすぐ 道が ありまし 

た。 村へ 下っても との 道 を 浜 坂へ 帰り、 午前 一時の 汽 

車で 故郷 を 離れました。 低い 山で も 道が 無い と 苦しい 

です ね、 測量した 人 は なかなか 苦心して いる ことが よ 

くわ かりました。 

(一九二 七. 五) 


兵 庫 御嶽 I 乗 鞍 I 焼 登山 記 

四月 二十 九日、 午前 五 時 十分 智頭 行の 汽車 は 鳥 取 を 

離れて 残雪に 蔽 われた 立山と 扇 ノ山を 左に 見て、 南へ 

走って 行きます。 立山が 隠れて 氷ノ 山が、 大きな 尾根 

を ちょっと 見せました。 そしてな お 奥へ 奧 へと 汽車 は 

走って 行きます。 西側の 山 は 山吹の 花で 黄金色に 飾ら 

れ、 下 を 流れる 智頭川 は 一 層 綺麗に 見えます。 六 時半 

頃でしょう、 汽車 は智 頭の 町へ 止り ました。 

そして 私 は 自動車で なお 二 里 半 ほど 奥へ 入りました。 

ここから 河鹿の 音 を 聞きながら 本 谷川 を 上 つ て 行き ま 


す。 ときどき 涼しい 風が 両側の 谷から 吹いて きます が、 

ルック ザ ックの 重味と、 小春日和の お日様と で 汗が に 

じんで きます。 鍋ケ 谷の 国有林 を 眺めつつ 志 戸坂 峠へ 

登りました。 そこに は 兵 庫 御嶽の 前山が 目の前に 大き 

く 聳えて いました。 この 峠で 鳥取県と 別れて 岡山県へ 

急に 下って 行きます。 坂 根から 岩津 原と いうと ころに 

きました。 この 村の 人に 兵 庫 御嶽の 前山 を 俚 称 大海と 

い い 御嶽 を 俚 称 道 仙 寺 と言うの だと 聞き、 小才 田と 言 

うと ころから 兵庫県へ 向って 深い 谷 を 上 つ て 行きます。 

この 谷 は 植林して あって だいぶ 奥まで いい 道が ありま 

す。 しかし 海抜 一 〇〇〇 メ— トル あたりから 道 は 通れ 


ぬ ようになりました。 そこで 御嶽の 前山 (岡山県の 山) 

大海へ、 熊笹から スズ 竹へ と ラッセルして 行き ま す。 

なかなか ひどい 竹で 一時間 五町 も 進めません。 ところ 

どころ 雪 も 残って います。 尾根へ 登って 南へ 縦走して 

行きます と 一 尺く らいの 小さい 竹と 草が 生えて いる だ 

けの 素敵な ところへ 出ました。 ここ は 大海の 肩です。 

北の方に 兵 庫 槍が 残雪に 蔽 われて 真白に 見えます。 右 

に 乗 鞍が、 左に 鳥取県の 東 山 ゃ沖ノ 山が 聳えて なかな 

か 深山 的な 眺望です。 大海の 頂上へ 登りました。 頂上 

に は 古い 杭が 打って あります。 私 は そこらの 草 を 急い 

で 除け てみ ました。 ォォ そこに は  一 二八 〇 メ ー トル 七 


の 三角点が 三十 年 も 風雨に 曝されて 落葉の 下に 眠って 

いたのです。 そして 今 私の 手に よって 数年ぶ りに お 陽 

様に 照らされ 嬉しそうに している ではありません か。 

私 は 万歳 を 三唱し ました。 そして 神 戸山 岳 会員 加 藤 文 

太郎と 書いた 小さい 杭 を 打 込みました。 大海の 南の 尾 

根 は 遠く 延びて 兵 庫 御嶽へ つづいて います。 また 私 は 

この 尾根の スズ 竹の 中へ 入って 行きます。 二 間く らい 

も ある 竹が 隙間な しに 生えて いるので すから 方角 はわ 

からぬ し、 ラッセルす るのに 大変 力が いり 腕 も 足 も 非 

常に 疲れます。 ところどころ 大きな 木 も 生えて います- 

この 中 を 三時 間 余 も 縦走して 御嶽の 端に 取 付く 前、 竹 


を 焼いて 今 ャッと 植林した ばかりの 東側の 山腹へ 出 ま 

した。 それ を 五町く らい 進んで 尾根へ また 登り 縦走し 

て 行く と 道が ありました。 このと き はほんと に 嬉し 

かったです。 それ を 進んで 午後 五 時半 道 仙 寺の 頂上へ 

登りました。 岡山県の 禁猫 区の 杭と 兵庫県の 国有林の 

杭が 打って あります。 実に この 頂上 こそ 海抜 一三 四 四 

メ ー トル 六の 標高 を 有し、 兵 庫 アルプス 南方の 重鎮 兵 

庫 御嶽の 絶頂であります。 ォォ そこに は 三角点が 苔む 

している ではありません か。 私 は 貧弱な 杭 を また 打 込 

んで、 万歳 三唱 をし ました。 かく 今日の コー ス はこの 

思わぬ 道が あつたた め 大変 助かった のです。 そして 無 


数の 山 を 眺めながら 愉快に 下って 行きます。 六 時半 頃 

西 河内の 宿屋へ 着きました。 眺望の よかった こと、 大 

変 苦しかった こと 等 疲れた 頭の 中 を 走って 行きます。 

そして この 夜 は 静かに 更けて 行きました。 

三十日 午前 六 時 兵 庫 乗 鞍へ 向って 宿 を 出ました。 川 

を 下って 川 井で 河内の 方へ 他の 川 を 遡って 行きます。 

気持の 悪い 雲が 一 一 〇〇 メ— トル 以上 を 包んで しまい、 

もしゃ 雨で はない かと 不安です。 乗 鞍 は 麓から 一 〇〇 

〇 メ —トルの 線く らいまで 草原で 道が なくと も 楽に 登 

れ ます。 ここに 防火線が 設けられ てあります。 この 上 

も 植林して あります から 割合 楽です。 次から 次へ と 低 


い 雲が 山 を 廻って 走り去って 行きます。 一二 〇〇 メ— 

トルく らいから スズ 竹の 中へ 入 つ て 登 つ て 行きます。 

ところどころ 残雪と 大きな 木が あります。 ォォ 雲が 晴 

れ ました。 三 室 山の頂き が 見えます。 午前 十 時半、 俚 

称ショ ー 台の 頂上へ 登りました。 国有林の 杭が 打って 

あります。 そこ は 実に 海抜 一三 五八 メ— トル 兵庫県 第 

二の 高峰 乗 鞍の 絶頂であります。 そして 三角点 は その 

まま 山の 高さ を 保って います。 ォォ 見える では ありま 

せんか、 氷ノ 山が、 真白い 槍が、 鷲 羽と 白馬が、 扇ノ 

山 I 鳥 取の 群 山が、 大 渓谷、 大 森林、 大竹 森が ー とて 

も 雄大な 眺望です。 私 は 杭 を 打 込み 万歳 を 三唱し まし 


た。 そして ここから 縦走す る 予定でした 海抜  一 二 四 

四 • ニメ— トルの 俚 称 三国 ケ山 は大 森林 ゃスズ 竹の 突 

破が なかなか 苦しい ので あきらめて 下山す る ことにし 

ました。 乗 鞍よ、 再度 相 見る こと はいつ になる だろう 

と、 別れ を 惜しみながら 下って 行きます。 そして 河内 

へ 帰りました。 ここから 峠を越して 国道へ 出ます。 こ 

の 峠に 登る 道 は 地図と 変って 左の 谷へ 入ります。 しか 

し 同じ 尾根へ 登りました。 この 道 は 荒れ果て ています 

が、 なかなか 深山幽谷 的な ところです。 去年 十二月 三 

十一 日 雪 を 眺めて 歩いた あの 国道へ 出ました。 そして 

引原 川 を 上 つ て 行きます。 午後 六 時 頃 戸倉の 宿へ 着き 


ました。 もし 三国 ケ 山へ 登って いたら ここまで くる ど 

ころ か、 山中へ 一泊し なくて はならなかった だろう 等 

と 思 いながら 夢の 世界へ 沈んで 行きました。 

五月 一日、 午前 六 時 宿 を 出て、 兵 庫 焼へ と 深い 谷 を 

登って 行きます。 ここの 谷 は 数年 前 木 を 切り出した 道 

が 名残り をと どめて います。 それで 大した ラッセル も 

せずに 大 雪渓に つきました。 四ッ 這いに な つ て 左の 谷 

へ 入って 行きました。 そして スズ 竹の 尾根へ 登って 北 

へ 縦走し 午前 九 時半 頂上へ 着きました。 そこらの 落葉 

を 取り除け てつい に 三角点 を 探し出しました。 ォォこ 

れが 海抜  一 二 一  六メ ー トル 四の 俚 称 赤 谷の 絶頂 兵 庫 焼 


の 絶頂です。 私 は 万歳と 叫ばずに はいられません でし 

た。 北に は 穂 高から 槍への 残雪 は 近いだ け 一層 綺麗に 

見えます。 右へ 但 馬の 妙 見が、 左へ 扇ノ 山が、 東に 兵 

庫 県の 群 山、 西に 鳥取県の 群 山、 南に 乗 鞍、 御嶽 等が 

絵の ように 淡く 見えます。 私 は 杭 を 打 込んで 雄大な こ 

の 眺望と 別れて 淋しく 同じ 谷 を 下って 行きます。 十一 

時 戸倉へ 帰りました。 そして 山々 へ 名残り を 惜しみつ 

つ 若 杉 峠へ 登って 行きます。 あの 焼 は ノロ リ とした 大 

きな 頭 を 後の方に 見せて います、 私 は 帽子 を 取って 頭 

を 下げずに はいられませんでした。 そして 播 磨から 但 

馬へ と 急に 下って 行きます。 ここから 八 里く らい も 歩 


いた ことでしょう、 私 を 乗せた 汽車 は 午後 九 時 五分、 

養父 駅 を 離れて 行きます。 私 は ァァ兵 庫 アルプスよ、 

四 〇〇〇 尺よ、 ァァ 御嶽よ、 乗 鞍よ、 焼、 また 会う 日 

までと 泣かずに はいられませんでした。 

( 一 九 二 七) 


兵 庫 槍 I 大 天井 I 鷲 羽 登山 

五月 二十 八日、 午前 〇 時 三十 九分 私 は 山陰 線 八 鹿 駅 

に 下車し 兵 庫 梓川 を 七 里 余 も 上 つ て福定 という 村へ 着 

いた。 兵 庫 槍 は 前に 大きく 聳えて 頂きに はなお 雪が 

残って いる。 村から 別れて 深い 谷へ 入って 行き 右に 水 

は 少ない が、 ちょっと 高い 滝と 左に 瀬の ような 滝が 落 

ち 合って いると ころから 急に 登 つ て 行く。 ちょ つ と 登 

リ 切った ところに 立派な 新しい 堂が ある。 後に は大天 

井が 気持の よい 頭 を 見せて いるし 妙 見 もなかな か 大き 

く 見える。 大 森林の 下 を 通って 海抜 四 一 三 二 尺 も ある 


峠へ 登った、 鳥 取 営林署、 氷ノ山 国有林の 立札が ある。 

驚いた ことに は 両側の 山へ 道が ついている こと だ。 こ 

れを 槍へ 登 つ て 行く ところどころ 頂上までの 距離 を 

量った 杭が 打って ある。 途中に 熔岩の ような 岩が 出て 

いると ころへ 登る と 南 を 除く すべ ての 眺望が 開ける。 

なお 登って 槍 頂上に 着いた。 ときに 午前 九 時、 頂上 は 

三尺く らいの 小さい 竹が 生えて いるき りで 南に は 兵 庫 

穂 高から 焼 I 乗 鞍 I 御嶽 等、 西に は 東 山 等の 鳥 取 群 山、 

北に は 扇ノ山 I 兵 庫 立山 I 鷲 羽 I 白馬 I 大 天井 等、 東 

に は 妙 見 I 須 留ケ峯 I 藤 無 山 等 遠く 千 町 ケ 峯ゃ ス キ ー 

の 山段峯 まで も 見えて 眺望 雄大、 鳥 取 営林署の 「火 を 


注意せ よ」 …… 等 書いた 立札が 倒れて いる。 二、 三の 

杭に は 登山者の 名前が 書いて あり、 そこに は 海抜 四 九 

八 三尺の 綺麗な 三角点が ある。 神 戸山 岳 会 会員 加 藤の 

杭 を 打って 万歳 三唱、 雄大な 眺望に 名残り を 惜しみつ 

つ 下る。 大久 保から 兵庫大 天井へ 向って 牧場へ 行く 広 

い 道 を 登る。 がらんと した 大きな 家 を 通って 八 五 〇 

メ ー トル 以上の 野原に 出る。 これが 夏 は 牧場、 冬はス 

キ ー 場 だ。 これ を 横切って 急に 登る。 道 はなく とも 短 

い 草が あるきり で 楽 だ。 登り 切る とちよ つと 尖った 頭 

で この 向う が 絶頂 だ。 それへ 登って ちょっと 広い 頭 を 

歩き 廻って 三角点 を 見つける。 ときに 午後 一時、 海抜 


四 〇 三 〇 尺、 兵庫大 天井、 鉢 伏の 絶頂 だ。 熊 次 村の 人 

がスズ 竹の子 を 取りに きている。 そこで 附近の 山の 高 

さと 三角点の 話 をして やる。 名前 を 書いた 杭 を 打って、 

小 代 村へ 向って 八 反 滝と いう 谷 を 下る。 初めは 楽 だが 

下の 方 は 名前の 如く 滝 また 滝で そのたび 尾根へ 登らね 

ばなら ぬから なかなか 時間が かかった。 しかし 今日は 

氷ノ 山に 道が あ つ たため 楽に 午後 四時 頃 秋 岡と いう 村 

の 宿へ 着く ことができ たの は 拾い物であった。 

一 一 十九 日、 午前 六 時 頃 宿 を 出発し 兵 庫 高瀬 川 を 一 一 十 

町く らい 遡つ て 田の ある 山へ 登り 深い 谷へ 入つ て 行く。 

ここ は 木 を 切って 小さい 杉が 植えて あるので 楽 だ。 尾 


根 を 登り 切って 縦走して 行く。 頂上 は 長くな つていて 

絶頂が どこか わからぬ。 三角点 を 探しながら 高そう な 

ところの 落葉 を 除け て は 進む の だから 大変 時間が かか 

る。 一番 北の 端へ 行って みたが 無い。 行き過ぎ たよう 

な 気がする から 後戻りして 兵 庫 白馬へ つづいて いる 尾 

根 だと 思う ところ を 探し 廻った が 無い、 兵 庫 白馬へ も 

行きたい と 思って いたので あきらめて そこへ 杭 を 打ち 

尾根 を 下って 行った。 ところが 下って みると 尾根が 

違って いて 谷へ 下って しまって いる。 そこで この 谷 を 

登って 本 尾へ 出て 三角点 を 探した ところが 違って いた 

ので また 鷲 羽へ 向って 登り、 頂上 付近 を 探しつ いに 三 


角 点 を 見つけた。 このと きの 嬉しかった の は氷ノ 山に 

道が あつたと き 以上 だ。 一 番高 いところ ではない が こ 

れが兵 庫 鷲 羽 俚 称 三ッケ 谷の 頂上 海抜 四 〇九〇 尺の 三 

角 点 だ。 ときに 十二時 過ぎ、 予定と 狂う こと 三時 間以 

上、 杭 を 取りに 行って ここへ 打 込んだ とき は 午後 一時、 

白馬 俚 称仏ノ 尾へ 登れば いかにしても 今日中に 駅へ 出 

られ そうにな く 三角点 もない ので、 ついに 思い切って 

大きな 雪渓 をヒり つ つ 下 リ佐坊 へ 出で、 鍛冶屋から 芳 

滝 を 通って 小 長迪に 行き ここから 八 田 村へ 越す 峠へ 

登って 行く。 肥 前 畑へ 下る 前に 眺望 開けて 扇ノ 山と 立 

山すな わち ブナの 木の 尾根 あの 雄大な 高原が 見える。 


去年 あ の 山中 を 歩き 廻 つた かと 思う と 感慨無量、 しば 

し 見入らずに はいられぬ。 黒 部 川 を 下って 国道 を 蒲 生 

峠に 登り 荒れた 道 を 塩 谷に 下り、 岩 美 駅へ 午後 九 時半 

まで 歩いた。 午後 十 時 十三 分 汽車 は 京都へ 向って 駅 を 

出て 行く。 

二 九 二 七. 七) 


縦走 コ ー ス覚書 

II 山から 山へ 

私の 経験と 地図 を 参考に して、 私が いいと 思う 日本 

アルプス その他の 縦走 コ ー スの 日数 を 書いて みまし よ 

う。 

立山から 白馬 及び 白山へ 

神 戸 午後 九 時 三十 五分の 急行に 乗れば 千 垣 へ 翌 午前 


九 時 二十 六 分に 着きます。 第一 日、 ここから 立山 地獄 

を 見て 室 堂へ 八 時間、 第二 日、 浄土 I 雄 山 I 別 山と 尾 

根 伝いに 劎岳 にいたり 長 次郎谷 I 劍沢を 経て 池 ノ平小 

屋へ 十三 時間、 弁当 を 四 食 分 持って行く くらいで 充分、 

敏 沢で 右岸 を 通る こと、 第三 日、 小 黒 部 を 下って 祖母 

谷 温泉へ 八 時間、 道 は 少し わかり 難い 所 もあります が 

温泉まで なら 楽です。 第 四日、 百 貫 山 I 不帰 岳 I 清水 

岳 等 を 経て 白馬 小屋へ 十二時 間く らい、 ここ は 経験が 

ありま せんが、 途中に 小屋 も あり 危険 はありますまい。 

第五 日、 杓子と 鎗へ 往復し、 御花畑と 雪渓く らい を 見 

て 引返し 大 蓮華 を 縦走し 蓮華 温泉へ 十二時 間、 乗鞍大 


池 小屋に 泊っても 明日 は 楽です。 第 六日、 姫 川 を 下つ 

て 大野 村から 自動車に 乗り 魚 川に いたる。 後 親 不知 

の嶮を 見、 ％ 振で 午後 五 時 三十 七 分の 汽車に 乗れば、 

金 沢へ 同 九 時 二分 着、 第 七日、 自動車 を 尾 添 川の 出合 

で 下りる。 ここから 尾 添 I 岩間 温泉 を 経て 大汝へ 登り 

室 堂へ 十 時間、 美女 坂道 を 通らぬ こと、 第 八日、 御前 

岳へ 往復し 白山 温泉へ 下り 白 峰へ 六 時間、 午後 一時 半 

の 自動車で 鶴 来へ いたり 金 沢 あるいは 寺 井へ 午後 九 時 

何分の 汽車に 乗る。 神 戸へ 翌 午前 七 時 四 分 着、 雪の 割 

合 多い ところば かりで 面白い コ— ス です。 


槍 I 穂 高 I 乗 鞍 I 御嶽 の 縦走 

神 戸 午後 五 時 四十 分の 急行に 乗れば、 有 明へ 翌 午前 

六 時 二十 八 分に 着きます。 第一 日、 徒歩で 中 房 温泉へ 

五 時間、 温泉から 燕 小屋まで 三時 間 あれば 行けます。 

一 浴して 午後 一 時 頃 出発し 燕 絶頂に も 行って きます。 

第二 日、 大 天井に よって 槍へ 八 時間、 常 念へ 往復して 

も 十四 時間く らいで 充分 だろうと 思います。 第三 日、 

穂 高 小屋へ 七 時間、 第 四日、 上 高地 温泉へ 七 時間、 一 

日で 槍、 穂 高 は 縦走で きます が、 他のと ころ は 急いで 

もこ こだけ は ゆっくりと 味いたい と 思います。 第五 日 


平 湯 を 経て 乗 鞍 八 合 目の 小屋へ 十二時 間、 焼 を 越して 

行っても 大差 はない と 思います。 第 六日、 乗 鞍 頂上 を 

経て 石仏 道 を下リ 日和 田へ 八 時間、 第 七日、 継子 岳 を 

経て 御嶽 頂上へ 十 時間、 第 八日、 黒 沢 口下 山 福 島へ 九 

時間、 午後 五 時 五十 五分 発の 汽車に 乗れば、 神 戸へ 翌 

午前 五 時 四十 八 分に 着きます。 この コ —スは 全部 人の 

いる 小屋に 泊る ことができ、 道 も 迷うよう な こと は殆 

ん どありません から、 富士に 登る くらいの 支度で 充分 

です。 一 週間で 大きな 山 はま あすむ のです。 

西 駒より 仙 丈 I 東 駒 I 八 ケ 岳 I 浅 間 I 戸隠 


神 戸 午後 十 時 三十 五分の 汽車に 乗れば 上 松へ 翌 午前 

十 時 十四 分 着、 第一 日、 ここから 頂上 宫田 小屋へ 七 時 

間、 第二 日、 早朝 出発し 剣ケ峯 I 前 駒 I 南 駒と 縦走し 

て 飯 島へ 十六 時間、 第三 日、 伊那 町より 高遠 を 経て 戸 

台に いたり、 弁当 三食 分 を 持って 登り 北 沢 小屋へ 十一 一 

時間、 第 四日、 仙 丈へ 往復し 仙 水 峠から 東 駒に 登り 七 

丈の 小屋へ 十二時 間、 第五 日、 台ケ 原へ 下リ谷 戸で 弁 

当 二食 分 を 持って 登る。 権現 岳 避難 小屋へ 十三 時間、 

第 六日、 八 ケ岳を 縦走し 本 沢 温泉へ 八 時間、 一 浴して 

小 海へ 下山、 午後 六 時 二十 七 分 発に て 小 諸にいたり、 


荷物 を 置いて 小 諸 発 同 十 一 時 十分、 沓掛着 同 十 一 時 五 

十八 分、 第 七日、 浅 間 御 来迎 を 拝し 小 諸へ 下山、 午前 

八 時 四十 四 分 発に て 長 野へ いたり、 戸隠 山麓 一泊、 第 

八日、 戸隠の 頂上 を 極め、 辰 野 午後 二 時 四十 五分 発に 

て 神 戸へ 翌 午前 六 時 四十 二分 着、 戸隠 は 知りません が 

大した こと はありますまい。 

以上 は 案内 人 無しの 日数で リ ー ダ ー が あれば 二、 三 

日 は 短縮で きる でしよう。 次に 今年の 予定 を 書いて み 

ま ^ 

赤 石山 脈 I 白峯 山脈 縦走 


神 戸 午後 五 時 四十 分の 急行に 乗れば 上片 桐へ 翌 午前 

八 時 八 分 着、 第一 日、 大河 原 を 経て 小 渋 温泉へ 八 時間 

くらい、 第二 日、 赤 石 を 極め 大沢 岳へ 十一 時間 露営、 

第三 日、 聖 岳へ 往復し 赤 石に 帰る。 大聖 寺 平 小屋へ 

十三 時間、 第 四日、 荒 川より 東 岳へ 往復し 小 河内 を 経 

て 三 伏 峠 小屋へ 十四 時間、 第五 日、 塩 見 を 経て 間ノ岳 

を 極め 農 鳥小屋へ 十五 時間、 第 六日、 農 鳥へ 往復し 間 

ノ岳、 北 岳 を 越して 野呂川 小屋へ 十二時 間、 第 七日、 

鳳凰 を 乗越し 青木 湯に 下り 穴 山 駅へ 十四 時間、 午後 九 

時 三十 一 分 発に て 神 戸へ 翌 午後 一 時 九分に 着きます。 


aH  ロア ッサリ すみそう です。 

烏帽子 I 鷲 羽 I 薬師 I 針の 木 I 鹿 島 槍 縦走 

神 戸 午後 五 時 四十 分の 急行に て 出発、 大 町へ 翌 午前 

六 時 五十 七 分 着、 第一 日、 高瀬 川 を 上って 烏帽子 小屋 

へ 十一 時間、 第二 日、 三ッ岳 I 五郎 I 水晶 等 を 経て 鷲 

羽 小屋へ 十二時 間、 第三 日、 鷲 羽 I 中ノ俣 I 北 ノ俣を 

経て 太郎 山小屋へ 十三 時間、 第 四日、 薬師 を 乗越し 五 

色 小屋へ 十三 時間、 第五 日、 平ノ 小屋 を 経て 針ノ 木、 

蓮華 を 極め 大沢 小屋へ 十三 時間、 第 六日、 扇 沢 I 祖父 


I 鹿 島 槍 等 を 経て 大黒へ 十五 時間 露営、 第 七日、 四ッ 

谷へ 下山し 自動車で 大町 へいたり、 午後 三時 五十 分 発 

に 乗る と 神 戸へ 翌 午前 六 時 四十 二分に 着きます。 予定 

ですから 必ずと は 言 えません が、 だいたい 私なら 行け 

る 自信が あります。 

二 九 二 七. 七) 


南アルプス を ゆく 

赤 石山 脈 • 白 鳳 山脈 縦走 

七月 十日 午前 八 時 十分、 私の 乗った 電車 は 伊那 大島 

の 駅に 着いた。 私 は 今朝 塩 尻で 北 アルプス を 今 また 電 

車で 中央 アルプス を 見た ので、 一時 も 早く 南アルプス 

を 見ようと 天 竜 川の 吊橋 を 渡って 部奈へ 急に 登って 行 

く。 汽車の 疲れと 五 人 ほどの 登山者が 半時 間く らい 前 

に 行った と 聞いて 急ぐ ので、 なかなか 苦しい。 登り 切 

ると 西 駒 連峯の 雄大な 裾野が 一 目に 見え、 今までの 苦 


しみ を 忘れる。 部奈 から 道 は 曲り 曲って 少しずつ 登つ 

て 行く、 柄 山 へ 行く 別れ道に 茶屋が 一 一 軒 あり、 登り 切 つ 

て 小 渋 川の 谷が 見える ようになる とまた 茶屋が ある。 

ここから 少し 下って 行く と 白 誠 神社の 鳥居が あり、 う 

まい 水が 出て いる。 また 登って 行って 赤 石 岳が ちょつ 

とみえる 辺で 北条 坂と いう を 急に 下って しまい、 天理 

教の 堂の あると ころで 小 渋 川 を 渡って トロ 道に 入り、 

小 渋 川に 沿った 山間の 景色 を 味い つ つ 午後 三時 頃 大河 

原に 着いた。 丸 川 旅館と いうに 休んで いると、 あの 五 

人の 登山者が やって きた。 それ は 早大 山岳部の 連中で、 

部奈 からず つと トロ 道ば かり をき たので ある。 そして 


赤 石 岳から 白峯へ 行く と 言って いたが、 高山 越え をし 

て 荒 川 岳と 東 岳 へ 往復し、 赤 石 岳 へ 行かず 白峯 へ 行つ 

たのだった。 少し 遅い が 昼飯 を 食い、 記念品 を 買って 

四時 頃 ここ を 出発し、 小 渋 陽へ 七 時半 頃 着いて 一 浴し 

伸びて しまった。 ここのお じいさん は 耳が 遠くせ がれ 

に 先立 たれた と 淋しそう に 語って いた。 

十一 日、 今日 もい いお 天気 だ。 しかし 小 渋 川 はちよ 

うど 梅雨 後で 水量 激増し 徒歩が できぬ。 そこで 小 渋 陽 

から 少し 引返し 高山 越え をし なければ ならぬ の だが、 

私 は 高山の 中腹から 広 河原へ 下る 道が あると 聞いた の 

で それ を 行く ことにした。 午前 六 時 頃 小 渋 陽 を 出発し、 


板屋 谷 を 横切り 高山の 中腹 を 巻いて 次の 谷の 土 崩まで 

きたが、 この 川 を 渡って 向う の 山へ 取 付く 道が わから 

ない。 そこで この 川 を まっすぐに 下る ことにした。 後 

に は 道 は 土 崩の 上 を 通って 向う の 山から 広 河原へ 下る 

の だと 聞いた。 この 川 は 小 渋 本流に 出合う はこん な 上 

流で も 徒歩 はでき そうにない。 仕方がな いから、 絶壁 

を よじ登って は 河と ころで、 二つの 大きな 滝と なって 

いる、 上の 滝 は 二百 尺く らい もあろう と 思われる。 こ 

の 滝の 右側の 尾根 を 下り 滝の 下 を 横切って 下の 滝の 左 

側 を 下って 河原に 下りた が、 本流 原へ 下り、 また 絶壁 

を 登って は 河原へ 下りの 運動 を 数十 回 もやった。 こう 


してやつ と 広 河原に 着いた の は 午後 五 時 頃で、 大変 予 

定が 狂い 実に 残念 だが、 疲れ果てて しまったので、 広 

河原の 小屋へ 泊る ことにした。 幸いに もちよう ど 私が 

小屋へ 着く と 同時に、 とても 物凄い 夕立が 襲った。 こ 

のとき の 雷 は ゴロ ゴロと 一 分 間く らい つづいて 鳴り、 

なかなか 凄かった、 だいぶ 雨が 漏った が 小屋のお 陰で、 

びしょ濡れ にならぬ だけ は 拾い ものであった。 

十二 日、 山 は 霧が かかって いる。 午前 六 時 小屋 を 出 

発して 予定の 尾根 を まっすぐに 登って 行き、 二 六 〇〇 

メ ー トル 辺から 山を卷 いて 赤 石 岳と 荒 川 岳の 鞍部 へ 出 

で 大聖 寺 平へ 下って 行く。 小屋 は 石室で ちょっと わか 


ら ぬが 目印に 小屋の 右上の 尾根へ 柱が 立てて ある。 な 

お 下る と 水が でて いる。 聖岳 往復 中、 余分の 食糧 を 小 

屋に 置いて 出発し、 赤 石山 蚕 玉 大神を 祭った 剣ヶ峰へ 

取 付き、 大きな 東 山稜 を 持った 小 赤 石 を 乗越して 海抜 

三  一 二 〇 メ —トル 一 の 赤 石 絶頂へ 午後 十二時 四十 分に 

着いた。 「大正 十五 年 八月 七日 赤 石 絶頂 を 極む 九十 翁 

大倉 鶴彦」 と 書いた のと 植物 愛護の こと を 書いた 硝子 

入の 立札が 立てて ある。 ここから 聖岳は 近いの だが、 

霧が かかって いて 谷の みし か 見えぬ。 名刺 を 置いて 国 

境 線を聖 岳へ 向って 南へ と 急ぐ、 大沢 岳へ 取 付く 前 国 

境 線 を 左に それ 百 間 洞へ 下り、 後 ガレ を 一気に 大沢岳 


へ 登る。 登り 切って 縦走して 行く と 向う の 尾根に 玲羊 

がいる。 ォ オイと 声をかけても 知らぬ顔して 向う を 向 

いている し 石 を 投げても じっとし ていたが、 私が 急い 

で 行く と 谷へ 素早く 下って しまった。 霧が かかって い 

なかつ たら 写真 を 取る の だ つたが、 バ ルブ では 取れな 

い、 私 は 口惜しかった。 それから 二つ ほど 山 を 越して 

兎 岳 へ 登った。 三角点 へ 往復して 聖 岳との 鞍部 へ 下る 

とき、 少し 霧が 晴れ て 聖 岳が 大きく 聳え ている の を 見 

た。 一番 低そう なと ころまで 下って 露営す る ことにし 

た。 着の み 着の まま 寝る の だから 気楽な もの だ、 とき 

に 午後 七 時 四十 五分。 


十三 日、 霧が かかって 山 は 見えぬ、 風 もなかな か 吹 

いている。 荷物 を 置いて 午前 六 時 二十 分に ここ を 出発 

し 道が わからなかった ので、 右側に 絶壁 を 見下しな が 

ら 尾根 伝いに 登って 行く、 風が 強く 合羽 を 取られそう 

だ。 途中で 道ら しい ものに 出て、 午前 七時聖 岳の 絶頂 

に 登った。 海抜 三 〇 一 ーメ— トル もあって 南アルプス 

南方の 重鎮 だ。 そこに は 御料 局の 三角点が ある。 そし 

て聖 岳の 三角点 はこ こから 六 町く らい 東 山稜 を 下った 

ところに あり、 これへ 行く 途中、 残雪の 下から うまい 

水が 出て いる。 霧 は 晴れぬ がと きどき 雄大な 渓谷 を 見 

せる。 引返し 大変 苦しんで、 やっと 極めた この 聖 岳に 


別れて 下る。 途中 まだ 羽根の 白い 二 羽の 雷鳥 を 見た。 

道 は 尾根の 右側 を 巻いて 姫小松の 中 を 下って 行く、 露 

営 地へ 下り、 荷物 を 持って 一夜の 宿に 名残り を 惜しみ 

つつ 兎 岳 I 大 沢 岳 I 百 間 洞 と 急ぎ 赤 石 岳へ かかった。 

風雨 は 強くな リ、 身体 は 疲れ なかなか 涉ら ぬ。 やっと 

赤 石 岳へ 着いた の は 午後 五 時 四十 分で、 今日 松 高山 岳 

部の 連中が 登った 名刺が 私が 入れた 罐に 入って いる。 

元気 を 出して 小 赤 石 I 剣が 峰と 縦走し、 ここの 雪渓 を 

まっすぐに 大聖 平へ 下り 右往左往して、 やっと 小屋へ 

着いた とき は 午後 七 時 十五 分であった。 ここの 小屋で 

も 私 は 火 をた くのに 苦しめられ 蠟燭の 火 を 抱えた まま 


夕食 も 食わずに 疲れて 寝て しまった。 翌朝 シャツが 少 

し 焼けて いるのに 気が つ いた ほどで ある。 

十四日、 山 は 霧が 巻いて 風 も 強いので、 少し 休んで 

午前 九 時 小屋 を 出発した。 荒 川 岳へ 取 付き 少し 国境線 

より 東に よった ガレ を まっすぐ 登り、 国境線へ 出で 縦 

走して 御料 局 三角点の ある 前 岳 へ 登る。 もう 霧 は 晴れ 

て 富士山 を も 見る ことができ、 眺望 雄大、 後方に は 赤 

石 岳 I 聖岳 I 兎 岳 I 大沢岳 等 高く 聳えて 昨日の 縦走 を 

思 いて は 淋し ささえ 感ずる。 荷物 を 置いて 荒 川 岳 へ 向 

う、 前に は、 東 岳 高く 聳えて どこから 登る のか 見当が 

つかぬ くらいで ある。 北方に 塩 見 岳 I 仙 丈 岳 I 駒ケ岳 


I 間ノ岳 I 農 鳥 岳 等 互 い に 譲らず、 高く 聳え ている の 

を 見て は 痛快と 叫ばずに はいられぬ。 海抜 三 〇 八 三 

メ ー トル 二の 荒 川 岳の 絶頂へ 午後 十二時 三十 分に 着い 

た。 なお 進みて 登り、 海抜 三 一 四 六メ— トルの 赤 石山 

脈 最高峰 東 岳の 絶頂へ 着いた の は 一 時 三十 分であった- 

御料 局 三角点と 小さい 祠 のよう な 物が ぁリ、 数百 歩に 

して 万 次 小屋に いたる との 立札が ある。 十二 日 早大 山 

岳 部の 連中が 登った と 書いた 名刺が あった。 引返して 

荒 川 岳 を 越し 前 岳へ きて みると、 長野県 庁の 人々 が 高 

山越え をして やって きた。 私 はこの 大 絶壁 を 有する 前 

岳で、 赤 石 三 山と 別れて 淋しく 国境線の 尾根 を 下って 


行く。 六 町く らいきてから 国境線 を 右に それ 北の方へ 

まっすぐ ガレ を 一気に 下って しまい、 なお 進む と 残雪 

が ある。 私 はこの 向う に 道が ある ものと 思って 進み、 

ちょいと 迷い 引返す と 山 を 巻いて 行く 道が あつたので、 

これ を 進んで 高山 裏 ま できた と き 霧が かかって 尾根 を 

取り違え、 また 迷い 山中 を 歩き 廻って いると 谷間で 人 

の 声が する ので、 ォ ー ィと 呼ぶ と 返事が あった。 そこ 

で 勇んで 道の 無い ところ を 急行で 下って みると、 名 古 

屋の 二人と 案内 二人、 道連れの 二人、 計 六 人の 人が 小 

屋 のよう なと ころで 露営 中な の だ。 さっそく 一緒に 泊 

めても らう ことにし たが、 こう 道に 迷つ て 予定の 狂う 


のに は ほと ほと 困つ てし ま つ た。 

十五 日、 今日 もい いお 天気 だ、 午前 六 時 三十 分 皆と 

一緒に 出発し、 道 を 教えても らい 国境に 沿って 進む 途 

中、 三組 も 学生 連に 逢った。 小 河内 岳 を 越し 三 伏 峠よ 

リ十 町く らい 手前で 北に 向って、 まっすぐ 谷へ 下る と 

峠より くる 道に 合う。 これ を 下れば 中 侯 水源 小屋が あ 

る。 ここから 道 は 山 を 巻いて 本 谷 山へ 登る の だが、 道 

がわから なかった ので、 手前の 山へ まっすぐに 登って 

尾根 伝いに 進み、 道へ 出て 縦走して 行く と 東京 方面の 

人が 案内と 二人で 塩 見 岳 を 極め 引返して きたのに 出 

会った。 森林 を 通り抜けて 尾根 を 伝い 午後 五 時 四十 分、 


海抜 三 〇 四六メ ー トルの 塩 見 岳 絶頂へ 着いた。 ちょつ 

と 霧が 巻いて いるが、 雄大な 展望台で 仙 丈 岳 I 駒ケ岳 

I 白峯三 山と 赤 石 三 山 を 前後に 見て 眺望 絶佳で ある。 

名残り惜し いが ここ を 下る。 北 荒 川 岳の 西側 は 凄く 崩 

れて 絶壁に なって いる。 こんなと ころ は 多く 玲 羊の 足 

跡 を 見る。 道 は 三角点まで 行かず 右に 北 荒 川 を 巻いて 

東側に あるの だが、 私 は 三角点まで きたので 道の 無い 

ところ を 下って、 最も 低い ところで 露営した とき は 午 

後 八 時 頃であった。 

十六 日、 今日 もい いお 天気 だ。 午前 六 時 露営 地 を 出 

発して 尾根へ 登り 進めば 道 あり、 国境線に 沿いて 森林 


の 中 を 進み、 大 井川と 三 峰 川の 分水嶺 附近へ くると 水 

が 出て いる。 ここに 小屋の 跡が あるが、 小屋 はわから 

なかった。 これより 御料 局 三角点の ある 三 峰へ 登れば 

眺望 雄大、 南方に は 赤 石 三 山、 塩 見 岳 あり、 近く は 農 

鳥 岳 I 間ノ岳 I 北 岳の 白 峯三山 毅然と 聳え、 昨年 縦走 

した 仙 丈 岳と 駒ガ岳 は野呂 川の 大 渓谷 を距て とても 雄 

大に 見える。 登りて 間ノ 岳へ いたれば、 大河 原で 会つ 

た 早大 山岳部の 連中の 天幕が ある。 彼等 は 今 北 岳 をす 

まし 農 鳥 岳 へ 向 つたと 案内 人が 湯 を 沸しながら 話して 

くれたので、 私 は 急いで 後 を 追って 進み、 ほどなく 追 

いついた が、 ガレ を 走った ため 鼻血 を 出し、 半時 間く 


らい 遅れて しまった。 海抜 三 〇 ニ五メ —トル 九の 農 鳥 

岳 絶頂に 着いた の は 午後 二 時であった。 引返して 間ノ 

岳へ 取 付く 頃、 東京 高工 山岳部の 学生 二人 案内 一 人に 

会って、 海抜 三 一 八九メ ー トル 三の 間ノ岳 絶頂に 帰つ 

たの は 午後 四時 前、 少し 休み 早大 生 等と 別れて 北 岳に 

向う。 途中 ヒョコ 三 羽 を 連れた 雷鳥 を 追い 廻し 写真 一 

枚 撮った。 海抜 三 一九二 メ— トル 四の 日本 アルプス 最 

高峰 北 岳の 絶頂へ 着いた の は 午後 六 時 三十 五分で あつ 

た、 眺望 雄大な こと は 無類で あるが、 だいたいに 南ァ 

ルプス は 雪が 少な いのは 残念である。 白峯三 山と ここ 

で 別れて 淋しい が 下らねば ならぬ、 白峯 御池ら しく 見 


えた 残雪へ 向って お 花畑 を 一気に 下って みると、 これ 

は 池で はない。 なお 下れば また 残雪が あるが、 これ も 

御池で はない よう だ、 疲れ果てて ここへ 露営す る こと 

にした とき は 午後 八 時 過ぎで ある。 

十七 日、 最後の 日と なって しまった。 どうしても 今 

日中に 駅へ 出ねば ならぬ と 思う と 忙しい。 天気 はとて 

もい い、 午前 四時 半 露営 地 を 出発し、 山の 中腹 を 巻い 

て 進む と 道が あった。 これ を 一 気に 下れば 白峯 御池 だ。 

残雪に 蔽 われて いるが、 下の 方 は 冷たい 水が 出て いる。 

うまい、 これから は 道 を 迷う こと はない、 森林の 中 を 

一 気に 下って 広 河原 小屋へ 着いた の は 午前 七 時 頃で、 


朝飯 を 食い、 残りの 食糧 を 小屋へ 寄附し 川 を 徒歩して、 

先輩に 教えて 頂いた 如く 川 を 下れ ど 道が わからぬ ため 

引返し、 地図に 書いて 頂いた 谷 を 登れば いっか 道に 出 

るで あろうと 思つ てこれ を 登つ て 行った。 そして やつ 

と 一 〇〇〇 メ ー トル 以上も 川より 登リ 頂上 附近の 尾根 

へ 出た が、 ここで もどう しても 道が わからなかった。 

ここで 九州 大学 医学部の 学生に 逢って 道 を 聞けば、 川 

を 渡つ て 川 を 上り 十 町く らいまで 行つ て 谷 を 登る との 

ことであった。 幸いに 私 は 山中 を かく 一  〇〇〇 メ ー 卜 

ル余も 迷って 充分 山へ 自信 を 持つ ことができ 有難い と 

思 つてい る。 これより 高嶺に 登 つたと き は 午後 十一 一時 


三十 分で 賽ノ 河原へ きて 石仏 会の 名簿に 名前 を 書き、 

時間が あ つ たら 地図の 観音 岳 へ 往復す る 予定で あ つ た 

が、 遅い ので 止むを得ず 下山す る ことにした。 途中 小 

屋に 立ちより 五色 滝 を 過ぎ、 青木 湯に 向って 一気に 下 

る 途中 二、 三の 登山者に 出会った。 その後 ちょっと 砂 

防 道に 迷った が、 無事 青木 湯へ 着いた の は 午後 五 時で 

あった。 一 浴して 六 時に ここ を 出発し、 鳥居 峠に 登り 

一気に 発電所の あると ころへ 下り、 河原 を ドン ドン 進 

んで八 時 三十 分、 やっと 祖母 石 村に いたり、 荷物 自転 

車に 乗って 韮 崎に 向った。 そして 私の 乗った 汽車 は 午 

後 九 時 頃 駅 を 離れて 行く。 私 は ああ 南アルプス よさら 


ば、 また 会う 日までと 泣かずに はいられぬ くらいだ つ 

た。 私 は 今 振り返って みるに かかる 長い コー スを、 た 

だ 一人 十日 余の 食糧 を 持ち、 しかも 随分 迷い 廻って な 

お八 日く らいで 縦走し 得た という こと は、 神のお 守り 

かま ことに 感慨無量で 淋し さ を さえ 感じた。 

(一九二 七. 九) 


山 行 記 

北 アルプス 縦走 

私 は 八月 七日から 高瀬 入 I 烏帽子 小屋、 三ッ岳 I 五 

郎岳 I 赤 岳より 水晶 山と 赤 牛 岳 へ 往復、 鷲 羽 岳 I 三 侯 

蓮華 小屋、 三 侯 蓮華 岳 I 中 ノ侯岳 I 上ノ岳 小屋 I 薬師 

岳— 五色 ケ原 小屋、 針 ノ木峠 I 大沢 小屋、 扇 沢登り 鹿 

島 槍ケ岳 I 八峯、 五竜 岳、 八方 尾根 下り 四ッ 谷への コ— 

スを 一人で やり ましたが、 南アルプスに 比して 人の い 

る 小屋が 多く 大分 楽で 雪 も あり 眺望 もよ く 面白い 山 行 


でした。 しかし 八月で あつたた めか 五色 ケ 原の 針 ノ木 

峠道の 外、 登山者に は 一人 も 会いませんでした。 私の 

ように 変な コー スを 一 度に やる 人 はなく 赤 牛 岳で も 便 

利が 悪いた めか、 今年 はた だ 法 政 大学の 連中 二人と 私 

だけし か 行かな か つたよう です。 

私 は 大町対 山 館 を 午前 八 時に 出発し、 途中 葛ノ 湯で 

半時 間 ほど 温泉 気分 を 味い 十一 一時 三十 分に 濁の 小屋へ 

着いた。 ここの 主人 はこれ から 烏帽子の 小屋まで は 四 

時間から 八 時間く らいか かる、 最初の 日に 無理 をす る 

と 後で 困る から ぜひ ここへ 泊れ と 言いながら お茶 を 出 

して くれた。 私が 昼飯 を 食って いると 京大の 連中 二人 


が 案内 一人 を 連れて 北 鎌 尾根から 帰って きた。 私が 京 

大の 人が 奥 穂 高で やられた ねと 言 つたら 誰だろう と大 

変心 配し、 そんな ことなら 上 高地へ 下ったら よかった。 

今から 引返そうかと 言った が、 そこに 長 野 かど こかの 

新聞が あって 大阪 高工の 某と 書いて あつたので、 こん 

な 人 は 知らないし 京大の 者で はない と 言って 安心して 

下って しまった。 私 はこ こ を 出て 河原で ちょっと 迷つ 

たが、 尾根に 取 付いて から 三時 間 ほどで 烏帽子 小屋へ 

着いた。 そして ただちに 烏帽子 岳へ 向い 半時 間で 烏帽 

子 岳 北側へ 着き、 そこから 最初 簡単に 岩 を 登って 次に 

岩 を 這って 行く、 その 次の 岩の 横腹へ ト ラバ ー ス する 


割目が あるが、 とても 私に は 通れない ので この 岩の ナ 

イフェ ッジ にぶら 下がって 進んで 行った。 その 次の 岩 

はわけ なく 登れる、 これが 絶頂です。 別に 道が あるよ 

うに 思って あちこちと 探して みたが わからなかった の 

で 同じ 道 を 引返しました。 烏帽子の 小屋に は 主人と お 

ばさん と 若い 人と 三人い ました。 私が 今朝の 電車で き 

たのなら なかなか 早かった と 感心して いた、 私 は 少し 

脚気で したので 心配して いました が、 いつの 間に か 元 

気になって いました。 ここの 主人 は 南アルプス のこと 

も 三角点の こ ともよく 知っていられて なかなか 開けた 

人でした。 そして 八月に 入って から 登山者が ちっとも 


ない ので、 淋しく 困って いる と言うので、 私が 北 アル 

プス はま だ 一 一、 三日 は 荒れる と 新聞に 出て いるので、 

登山者が 無い のです と 言ったら、 それ はけし からん、 

こんなに いいお 天気 だのに、 少しも 当に ならぬ 測候所 

なんかの 予報 を 大きく 新聞に 出す から、 我々 は あがつ 

たり だと 憤慨して いた。 烏帽子 小屋から 三 侯 蓮華 小屋 

まで はお 天気 もよ く とても 素敵な 眺望のと ころでした。 

特に 赤 牛 岳 往復 は三ッ 岳、 五郎 岳と 薬師 岳 を 両側に 見、 

黒 岳から 遠く 槍、 穂 高 連峰 I 東 鎌 I 笠 ケ岳 等と 五色 ケ 

原より 立山 連峰、 白馬から 針ノ 木、 蓮華に いたる 後 立 

連峰 を 前後に 見て、 とても 他で は 求められぬ 雄大な 眺 


望でした。 水晶 山すな わち 黒 岳 は 本 コ ー スの 最高峰で 

海抜 一 一九 七 八メ— トルです。 三角点 は 一 番高 いところ 

ではなく そこから 北の方に 一 町く らい 離れた 向う の 山 

の 瘤の ような ところに ありました。 鷲 羽 岳 は 池の ある 

海抜 一 一九二 四メ— トル 一 一 の 岳で 地図 鷲 羽 岳 は 三 侯 蓮華 

岳と いい、 蓮華 岳と 書いて あるの が 双六 岳 だそう です。 

これ は 信 州の 名で 飛 驛ゃ越 中で は 地図の 通り かもしれ 

ません。 鷲 羽 岳へ 登って から 鷲ノ 池へ 下って みました。 

池に はもう 雪 も 少しし かなく 水 もぬ るいくら いでした。 

池の 東側 は 絶壁で 火口壁と いう こと を はっきり 現わし 

ています。 鷲 羽 岳 を 下る 途中 私 はちよ つと ヒ つて 尻尾 


の 根 を 打ち 小屋へ 着いて から も 痛くて 困りました。 そ 

の 後 も 上ノ岳 小屋まで は 往生し ました。 三 侯 蓮華 小屋 

は 鷲 羽 岳と 三 侯 蓮華 岳 の 鞍部で、 黒 部 川と 高瀬 川 の 水 

源 地に あります。 ここに は 岩魚 釣のお じさんと 強力の 

ような 人と 若い 主人と 三人い ました。 私が 今日 赤 牛 岳 

へ も 行って きたと いうに は 皆 驚いて いました。 

黒 部 五郎の 小屋 は 三 侯 蓮華 岳と 中ノ侯 岳すな わち 黒 

部 五郎 岳との 最低 鞍部に あって 水 もた くさん あるし 丈 

夫な 小屋で 素敵な ものです。 上ノ 岳の 小屋へ 着く 前 雨 

が 降り出し たので 予定 は 薬師 岳までで したが、 変更し 

て 二 時 頃から 尻尾が 痛い ので 休養し ました。 ここの 小 


屋も黒 部 五郎と 同じく 名 古屋の 人が 寄附され た 立派な 

もので、 上ノ岳 絶頂と 太郎 山の 中間に あり 木が 無い の 

で 風 は 強いと ころです が 眺望の いいと ころです。 水 は 

どこに あるの かわかり ませんで したが、 ちょっと 下る 

と あるそう です。 

薬師 寺 〔# 「寺」 は ママ〕 の 絶頂に は祠 があります。 

今の は 二 代 目ら しく 一  つ 壊れて 落ちて いました。 ここ 

の 力 ー ル はとても 雄大です。 今な お雪が ぎっしりつ 

まっています。 スゴ 乗越の 小屋 は 丈夫な もので 薬師 岳 

から 下って スゴ 岳へ 取 付く 少し 手前、 西へ 大きな 尾根 

を 出した ところの 森林の 中に あり、 水 は 少し 離れて い 


るよう です。 五色 ケ原は 今な お 残雪で ところどころ 蔽 

われて いて なかなか 雄大です、 小屋 はザラ 峠から 南へ 

五町く らい 離れて います。 七十 歳く らいのお じいさん 

とおば あさんが 番をして いました。 日電の 人夫が たく 

さん 泊って 噪 しく 登山者 も 五、 六 人い ました。 黒 部 五 

郎の 小屋 ゃ上ノ 岳の 小屋から この 小屋へ くるの は 普通 

で すが 神 戸 徒歩 会 の 連中 は 途中 スゴ 乗越の 小屋へ 泊つ 

たようです。 ただの 三人で 中 語 を 二人 も 雇って いるよ 

うに 書いて ありました。 金 持 はちがつた ものです ね。 

黒 部 川 の 渡し に はブ ラ ン コ のよう な 吊橋が かかって 

います。 ここに は 越 中と 瞎 州の 小屋が 川 を 挟んで あり 


ます。 そこで 日電の 絵葉書 を くれました。 私 は 針ノ木 

峠から 峰伝いに 後 立山 を 縦走し ようと 思って いました 

が、 峠に かかる 前から 雨が 強く 降り出し たので 大 沢の 

小屋へ 下って しまいました。 ここに は 対 山 館に いた 松 

高 生らし い 人が いて 私 を 見て 随分 早かった と 感心して 

いました。 

扇 沢登り は 道ら しい ものはありません が、 割合 楽で 

した。 種ケ 池に は 今年で きた 小屋が あり、 池に は 

山椒魚が いると 書いて ありました。 鹿 島 槍 を 下って 

道 は 峰 を 巻いて います。 下り 切って、 少し 巻いて 進む 

と 雪渓が あり、 これから 道 は 東から 下りて 来る 向いの 


谷に あるの で 七月 頃なら 雪渓が 延びて その 谷の 上へ 道 

が 通じてい るので すが、 私の 通った とき は 雪渓が 切れ 

て 取 付き 口 は 土 崩れの ようになって いたので、 この 谷 

を 登る という こ とに 気づ かず、 雪渓 を 上下して 山の 中 

腹に 道 を 求めて いると、 ちょっと、 U つてけ が をし、 引 

返し 最後に この 谷 を 登る とわけ なく 道が わかって あん 

なに 迷った ことが 馬鹿らしい くらいでした。 

五竜 岳へ 着いて から も 霧が かかって いたた め、 三角 

点から 引返す ことに 気づかず、 黒 部 谷 側の 尾根と 本 尾 

根と を 間違え、 これ を 上下し 随分 迷い、 疲れて ここへ 

一泊す る ことにして 霧の 晴れる の を 待った。 夕方 霧が 


晴れて 初めて 後戻りし ている ことが わかり、 まことに 

残念でした。 迷う と 磁石が 狂って いるよう に 思われ ま 

す。 海抜 二八 〇〇 メ ー トルの 高所に 着の み 着の まま 寝 

たのです が、 合羽 を大沢 小屋に 乾して おいて 忘れ 一層 

寒く、 一  晚中 凄い 月が 黒 部 谷 を 照らして 立山の 上へ 移 

るまで、 殆んど 寝ないで 眺めて いました。 これが 私の 

青天井に 寝た 一 番 高所の レコ ー ド となりました。 

十四日 は 六日ぶ りに いいお 天気に なって 立山 連峰の 

眺め は 素敵でした。 日本 アルプス その他 山と いう 山 は 

ことごとく 見えました。 八方の 小屋 は 壊れて いて 別に 

日電 観測所の 小屋が あります が、 許可な く 入る ベから 


ずと 書いて あります。 八方 尾根の 道 は 平々 坦々 の 広い 

道です。 八方 池の 手前に また、 日電の 中継の 小屋が あ 

ります。 最後の 下り は うねうねと 廻り 廻って いるのに 

はい やにな つてし まいました。 午後 二 時 三十 分 無事 四 

ッ 谷へ 下山し ましたが 山と 別れる こと は 淋しい もので 

した。 

九月の 立山 

九月 一 一十 四日 は 割にい いお 天気で 千 垣 行の 電車の 中 

いみず 

から 立山 連峰が 雄大に 見えます。 そして、 射 水中 学の 


校長 先生が 乗って いられて 立山の 話 をされ ました。 先 

生 は 称名 ノ 滝まで お子様と 二人で 散歩に おいでになつ 

しょうみよ うがわ 

たのです。 私 は 先生と 一緒に 称名 川 を 遡って 行き ま 

した。 弥陀 ケ原側 は ところどころ 崩れて 大 絶壁 をな し 

ています。 雑穀 谷の 吊橋 を 渡る と 道から 少し 離れて い 

ますが、 小屋が あります。 ここで 昼食 をし ました。 称 

名ノ 滝の 少し 手前に も、 また 小屋が あります。 ここで 

先生と お別れして 川へ 下って 吊橋 を 渡り 弥陀 ケ 原へ 

まっすぐ 登ります。 なかなか 急峻です。 しかし この 途 

中で 称名 ノ滝を 見る の はとても 雄大です。 登り 切って、 

見覚え の ある 広 い 道 を 急ぎ ます。 も は や 霧が 卷 いてい 


て 遠望 はきき ません が 道ば たの 草、 漆の 木 等 は 綺麗に 

紅葉して います。 今度 は 獅子 ケ鼻 岩の 方へ 廻って みま 

した。 少し 下る と 川が あります。 大きな 苺が たくさん 

な つ ています が 急ぐ ので 心 を 残しながら 川 を 渡つ て 登 

ります。 鉄の 鎖の 釣って あると ころが 二 力 所 ほど あり 

ました。 獅子の 鼻と いえば いえぬ こと もない ような 珍 

な 岩です。 鏡 石の 小屋 あたりまで くると、 霧が 晴れ だ 

して 大日 岳が 谷を距 てて 大きく 見える ようになり まし 

た。 どんどん 登って 行く と 前方に 四 人の 登山者が 見え 

ましたので エホ ー と 声をかけ ますと 返事が ありました。 

大急ぎ できて みると、 四 高の 生徒で 神 戸 徒歩 会 の 藤 田 


君 もい ました。 室 堂へ 着いた の は 午後 五 時で、 おじさ 

ん とおば さんの 二人が 地獄 谷の 硫黄 を 掘って いました。 

おじさん は 九月 中 はいると 言って いました。 四 校 生 は 

飯 をた き、 私 は 弁当で したが、 同じように 薪 代 八 拾 銭 

を 取られました、 皆で 山 や 熊の 話 等 をして 大いに 語り 

九 時 頃 寝ました。 連中 はシュ ラフ ザ ックを 持って きて 

いました が、 それでも 寒く 夜中に 起きて 火 をたい たり 

したと 言って いました。 私 は 夏よ リー 着 余分に 服 を 

持って きました ので、 割に 温かで したが 手 だけ は 少し 

寒かったです。 

一 一十 五日 午前 三時 頃 私が 起きます と 連中 もす ぐ 起き 


てきました。 それから 火 をた き 飯 を 食って 四時 半 頃 私 

一人で 出発し ました。 雄 山と 浄土 山との 鞍部へ 登った 

頃 はもう 全く 明るくな つてい ました。 荷物 を 置いて 急 

坂 を 登ります。 御 来迎 を 気にして 急ぎ ましたが、 神社 

のと ころへ 着く ともう 太陽 は 雲から 半分 出て いました。 

それ は あまりい い 御 来迎ではなかったです。 神社に は 

夏き たと きと は 全く 違って 石が 一 ぱい 詰めて ありまし 

た。 北 アルプス 槍、 穂 高より こちらの 山 は 割に はっき 

リ 見えました が、 白山、 乗 鞍、 御嶽、 駒 連峰、 南 アル 

プ ス 、 富 士等は 薄 黒く 見え るの みで 夏 見た より 貧弱で 

した。 しかし 別 山中 腹 あたりの 紅葉 だけ は 素敵でした。 


雪 はもう どこに も 少なく 浄土の 雪渓が 少し 残って いる 

だけです。 雄 山 を 下る 途中 四 高の 連中が 登って きまし 

た。 私 は そこでお 別れ をして 浄土 山へ 登ります。 ここ 

の 雪 を かじ つてみ ましたが とても 固く 氷の ようでした。 

五色 ケ原は 眼下で 雄大に 見えます。 縦 走路 は 割に 急な 

登り 下りと なって います。 鬼 岳 を 下る 途中 エホ ー と 声 

を かけて みます と 案外に もザラ 峠から 返事が ありまし 

た。 大急ぎで 下って みると 人夫が 三人 待って いました 

ので 一 緒に 立山 温泉まで 行きました。 途中 両側の 山が 

崩れて 大 絶壁に な つ ている ところが たくさんあります。 

立山 温泉へ 十 一 時 頃 着いて 一 浴し 十 一 時半 頃 ここ を 出 


発し どんどん 下って 行きます。 この 道 は 内務省で 広く 

する ため 大工 事 を やって います。 藤 橋へ は 午後 三時 過 

ぎ 着きました。 四 高の 連中 はまつ すぐ 弥陀 ケ原を 下る 

と 言つ ていたので 競争 をしょう と 言ったら、 駄目です 

と 言って いたが、 やっぱり 私の 方が 早かった のです。 

千 垣へ 着いた の は 五 時でした。 それから あのい つも 変 

らぬ富 山 市電に 乗りました。 もう 今 は 立山に もた くさ 

ん 雪が 積った ことでしょう。 一 度 雪の 立山に も 行きた 

いものです。 

新雪の 槍ケ岳 


十月 十六 日朝、 大町 行の 電車の 中から アルプスが 見 

えます。 常 念 山脈に は 雪が あまり 降って いないよ うで 

すが、 鹿 島 槍 あたりより 向う は 新雪で 真白です。 私 は 

柏 矢 町へ 下車して、 一 ノ沢を 登ります、 道 は 道標が あつ 

て 安全です。 両側の 山 は 上から 下まで 紅葉して いてと 

て も 素敵です。 川岸 は 地図と 違って 絶壁のと ころ は殆 

ん どなく、 主に 川の 北側 を 行きます。 最後に 道が 二つ 

になり 河原に 沿って 行く 方が 安全の ようです。 私 は 尾 

根の 方 を 行き ましたが、 ところどころ 崩れて いました- 

もうこ こらの 木々 は 新雪で 飾られて います。 登り 切つ 


たと ころに 常 念 小屋が あります。 しかし 錠が かけて 

あって 入れません。 常 念 頂上へ 登って 行く 途中、 松 本 

二 中の 先生 岸 様に 出会いました。 鳥 川の 本 沢 を 登られ 

たのです。 そして 今日中に 中 房へ 下る と 言って おられ 

ました。 常 念の 頂上に は祠 があります。 その 前に 小さ 

い 地蔵 様が 置いて ありました。 雪が ばらばらと 降って 

くるの みで、 楽しみに していた 前の 槍、 穂 高 連峰 を さ 

え 見る ことができ ぬの は 残念でした。 常 念 を 下つ て 岸 

様 を 追って 行きます。 道 はたいて いの 山の 西側 を 巻い 

ています。 ニノ 侯に 小屋 は 二 力 所あって 開け放しです。 

大 天井 岳の 絶頂に 登って みました が 何も 見えません。 


ただ 三角点が 雪の 降る のに、 知らぬ顔 をして いるば か 

りです。 喜 作 新道の 別れ道に きました。 すると 案外に 

も 岸 様の 足跡が 槍に 向って います。 さて は 槍に 行く 気 

になった の だな と 思って、 私 も 元気に な り 大急ぎ で 

追って 行きました。 やっと 西 岳の 小屋へ きて みると 岸 

様 は 薪 を 集めて いました。 よく 話して みると 道 を 間違 

えて ここへ きたとの ことです。 私が ここ へ 着いた の は 

午後 五 時 頃で 小屋 は 開く ようにな つ て いました し、 

莫蘧ゃ 天幕 等 も あり、 火 も 難なく 焚け ましたので、 着 

物 等 を 乾かし 九 時 頃 寝ました。 夜 は 風 も 強く 雪 も 少し 

ずつ 降って いるら しい 音が して 不安でした がよく 寝ら 


れ ました。 

十七 日 午前 五 時 過ぎ 起きて 外へ 出て みると、 ちょつ 

との あいだ 雲が はれて 雄大な 槍、 穂 高 連峰が 見え ま し 

たし、 雪 も 思った より 積って いないので 大変 嬉し かつ 

たです。 岸 様 は 一日で 下山の 予定で 飯 を 持って いませ 

ん から、 私の 残り をお かゆに して 一緒に 食い、 七 時 過 

ぎこ こ を 出発し まし た 。 途中 空腹と 雪に 悩まさ れ まし 

た。 一 つ は 私が 今日から 新しい 靴 を 履き ましたが、 こ 

れが 大変 重 いのも 原因だった のでしょう。 ようやく 

持って いる 菓子 や 水で 元 気をつけ、 殺生 小屋へ 着いた 

とき は ほっとし ました。 荷物 を 置いて 槍へ 登ります と 


人の 声が する ので、 よく 見る と 槍 を 三人の 人が 下りつ 

つ あるので す。 すぐ エホ ー と 声をかけながら 元気 を 出 

して 登ります と、 彼の 登山者 は 槍 肩の 小屋へ 入って し 

まいました。 槍 は 雪が 少しあります が 凍って いないの 

で 難なく 午前 十一 時 頂上へ 登る ことができました。 北 

の 方 や 常 念 山脈 は 雲に 巻かれて 見えません が、 南の 方 

は 晴れて いて 穂 高 連峰の 雄大な のに は 驚きました。 乗 

鞍、 御獄ゃ 白山、 笠 も 少し 見えました。 しかも こんな 

雪の 降りつつ ある 日本 アルプス を 見る ことができ、 ほ 

んと にきた 甲斐が ありました。 槍ケ岳の 祠は 新しい の 

がで きていて 中に 名剌 入の 箱が ありました。 槍 を 下つ 


て 肩の 小屋へ 行きました。 先の 登山者 は 法 政 大学の 角 

田 様と もう 一 人 案内が 一 人の 三人でした。 お腹が ぺ こ 

ぺ こなので、 早速 飯 を 恵んで 下さいと 頼み、 大変 御馳 

走に なりお 陰で やっと 元気に なりました。 それから 殺 

生 小屋に 帰り 荷物 を 持って 大急ぎで 下り、 大 槍の 小屋 

も 過ぎ 槍 沢の 小屋で 靴 を かえ、 一ノ俣の 小屋 を 通って 

どんどん 下りました。 上 高地の 紅葉 は 少し 遅い ようで 

すが、 それでも 綺麗で したし、 唐 沢の 屏風岩 も 雄大に 

見えました。 徳本 峠へ 登る 頃 はまた 空腹に なりました 

が、 水で 元 気をつけ 午後 五 時半 峠の 小屋へ 着きました。 

ちょうちん 

人が いました ので パン を 食い、 記念品 を 買って 堤燈 


の 火で 島々 まで 急ぎました。 やっと 九 時 五十 分 島々 駅 

に 着いた とき は 嬉しかったです。 

(一九二 七. 一 一) 


冬の 氷ノ 山と 鉢 伏 山 

二月 十一 日、 午前 零時 三十 分、 私 は 山陰 線 八 鹿 駅に 

下車し ました。 あいにく 雪が 降って います。 関の 宮の 

堂で 七 時 頃まで 寝ました ので、 山麓の 大久 保へ 着いた 

の は 十一 時 頃でした。 さっそく 鉢 伏へ 登る 気で 輪 カン 

ジキを はき スキ ー を 引 張って 出発し ました。 雪が 軟か 

いので 輪が 大変 沈んで 歩行が 困難です。 やっと 牧場 ま 

でき ましたが、 スキ— は 下手 だし 雪 も 止みません ので 

頂上へ 登る 元気が 出ませんでした。 引返して 村に 近い 

ところで スキ— の 練習 をし、 午後 五 時 頃 宿へ 帰り まし 


た。 この 日 姫 路スキ ー の 連中が 別宫の 方から 案内 を 連 

れて鉢 伏へ 登り、 六 時 頃 下りて きました。 なかなか 苦 

しか つたそう です。 

翌日 午前 八 時 頃 私 は氷ノ 山越え へと 向つ て 出発し ま 

した。 もちろん 途中で 引返す 予定で 弁当 も 持たず 登り 

ましたが、 割合 天候 もよ く 山へ 一 つも 登らぬ の も 残念 

だと 思って、 つい 登って しまいました。 途中 ブナの 木 

も 樹氷で 綺麗に 飾られて いますし、 ボサも 殆んど 雪の 

下な ので 気持よ く 歩け ました。 頂上に は 三角点の 台が 

できて います。 去年の 春 登った ときはありません でし 

たから 再度 測量して いるの だと 思われます。 頂上 は 木 


がない ので、 雪が クラスト になって カンカンです。 こ 

こへ 着いた の は 午後 二 時、 雪の ない ときに 比して、 三 

倍 以上 も 時間が かかって います。 頂上の 眺望 は 雪が あ 

るた め 一層 雄大で、 なんとい つても 県下 第一の 山です。 

帰り は 同じ 路を 引返す 予定で したが、 東 尾根が 楽そう 

なので まっすぐ これ を 下る ことにしました。 海抜 一 一 

〇〇メー トルく らいまで は 割合 楽でした が、 それから 

は ボサが 多く、 スキ— が 下手な ので なかなか 時間が か 

かりました。 最後に 尾根から 別れて、 奈良 尾と いうと 

ころへ 下る 谷へ 入り ましたが、 これ は ひどい 谷で、 絶 

壁のと ころがあった りして、 大変 苦しみ 空腹と 疲れで 


フ ラフラに なって 村へ 下りた とき は 真暗でした。 この 

村の 農家に 入って めし を 食い、 やっと 人心地が つき、 

午後 九 時大久 保へ 帰りました ところが、 私の 帰りが 遅 

いので 宿の 人が 大変 心配し、 村人に 峠の 方へ 探しに 

行って もらって いるとの ことでした。 なんという 親切 

な ことでしょう。 私 はほんと うに 嬉しく 思いました。 

やっぱり 山の 人です。 姫 路スキ ー の 連中 は 天候が よく 

なった ので、 明日 案内 を 連れて、 氷ノ 山へ 登る と 言つ 

ていました。 翌日 私 は 午前 八 時 姫 路スキ —の 連中が 出 

てから 鉢 伏へ 出発し ました。 牧場へ 出て 鉢 伏の 急 斜面 

を 登ろうと しました が なかなか 登れません。 そこで 


ズ ー と 西の 尾根 へ 取 付き 峰 伝 い に 鉢 伏 へ 登りました。 

今日はよ いお 天気で、 一 層 山が 綺麗に 見えました。 頂 

上の 少し 手前で 森林に 入り、 それ を 抜ける ともう 後の 

方に 三 ッケ谷 を 越して 扇ノ 山が 見え 三ッケ 谷と 仏ノ尾 

の 鞍部に ブナ ノ木ノ 尾が 現われて きました。 氷 ノ山は 

牧場 辺から ズ ー と 見えます が、 ここで 見る と 一 層 雄大 

です。 そして 驚いた ことに は、 あの 白書の 大山が 真白 

に 尖って 雲の ように 見える ことです。 頂上に 着いた の 

は 十一 一時で、 鉢 伏の 尖った 支 峰の 頂上に は、 姫 路スキ ー 

の 鉢 伏、 氷ノ山 縦走 記念と 書いた 杭が 打って あります。 

ここから は 妙 見 山 や 蘇 夫 岳 もなかな か 雄大に 見えます。 


下りに は 急 斜面 を 殆んど 尻で ヒ つてし まいました。 牧 

場 を 通って 元の 道 を 村へ 下った の は、 午後 二 時で 鉢 伏 

へ 登る ので もこん なに 長い 時間 かかりました。 冬 はな 

かな か 夏の ように 早く 行けません。 どこでも 夏の よう 

に 寝られません から、 スキ ー が 上手に ならねば 思うよ 

うに 山へ は 行けない ことが わかりました。 食糧 も 冬 は 

寒いた め 夏の ような 物で は 駄目な ことがあります。 そ 

の 後 私 は 親切な 村と 別れて 淋しく 歩きつ づけました。 

姫 路スキ —の 連中 は 早く 山 を 下って、 一緒に 自動車で 

帰ろうと 言って いました が、 ついに 途中で とまった の 

か、 私の 乗った 午後 八 時 五十二 分の 汽車に は 間に合い 


ませんで した。 

(一九二 八- 三) 


春 山 行 

三月の 扇ノ山 付近 

十八 日 午前 二 時半 私 は 山陰 線 浜 坂へ 下車し ました。 

ちょっと 宅へ よって 五 時 頃 ここ を 出発し、 岸 田 川 を 遡 

り菅 原と いうお しまいの 村に 着いた の は 十 時 過ぎで し 

た。 お天気が よいので すぐ 昼食 をして、 仏ノ 尾へ 向い 

ます。 この 山は菅 原の 南に ある 約  一二三 〇 メ —トルく 

らいの 山で、 菅 原の すぐ 前の カンパと いう 尾根 を 登つ 

て 行きます。 この 尾根 を 登り 平らに なった ところで、 


村の 人が 炭 を 焼いて いますから、 そこまで は スキ— を 

か ついで 楽に 登る ことができます。 それから 五町 くら 

い 行って 西の方へ 小さい 沢 を 一 つ 越しす ぐ 取 付いた 尾 

根 を まっすぐ 登り、 午後 二 時 頃 頂上へ 着きました。 私 

はこの 山へ は 去年の 五月、 登れなかった ので、 これが 

初めてです。 南から 東へ 三ッケ 谷、 氷ノ 山、 鉢 伏、 滝 

川、 妙 見、 蘇 夫 等が 小 代 谷を距 てて 大きく 聳えて いま 

す。 西の方 は 少し 林に かくれ ますが、 広い 高原の 向う 

に扇ノ 山が 雄大な 尾根 を 左右に 張って いて 素敵です。 

一 一月 頃 は どこでも ラッセルに 苦しみ ますが、 今 は 雪が 

しまって いるので 随分 楽です。 下り はよ くころ び まし 


たが、 それでも 早く、 カンパへ 下った の は 三時 頃で し 

た。 

十九 日、 今日は 扇ノ 山へ 登って、 北 尾根 をズ— と 下 

の 村へ 下る 予定で、 午前 七 時に 出発し、 地図に 道が 書 

いて ある、 九 一 ーメ— トルの 三角点の ある 青山と いう 

尾根 を 途中まで 登り、 右の 谷へ 入ります。 谷 を 上って 

ちょっと 行った ところで、 村の 人が 炭 を 焼いて います 

から、 そこまで は スキ— を かついで 行きました。 そこ 

から 谷 を 行く 予定で したが、 気味が 悪い のです ぐ 右の 

尾根へ 登ります。 この 尾根 はズ— と 下の 方へ 延びた 石 

小屋と いう なかなか 急な 尾根で、 二 〇〇 メ ー トル ほど 


登る のに 一時間 半 ほどか かりました。 登り 切って から 

割合 楽で、 菅 原の 人が 烏ケ 丸と 言って いる 扇ノ 山へ 着 

いたの は 十一 時でした。 頂上 は 木が 少ない ので、 眺望 

はとても 雄大です。 ただ 春霞の ため 伯耆の 大山が 見え 

なかった の は 残念でした。 扇 ノ山を 下って すぐ 北の 山 

へ 登ります。 この 山 は 私が 肥 前 畑の 人から 聞いて ブナ 

ノ木ノ 尾と いう 山 だと 言い ましたが、 これ は 間違いで 

実は 煙が ヅッコ —と 言う の だそう です。 この 山に ブナ 

乱と いう 鞍部が あるから それで 間違った のだろう と 宿 

の 人が 言って いました。 ここから 一 一 〇 三メ— トル ま 

では 平坦な 下りです。 この 独立 標高 点から 右 尾根 を 下 


り 一 〇 一 〇 メ ー トルく らいの 山へ 登ります。 この 山の 

東に 九 四六メ ー トルの 三角点の ある 草 山が あります。 

この 三角点の ある 山 を東ケ 丸と いい、 今 登った 一 〇 一 

〇メー トルく らいの 山 を西ケ 丸と いうそう です。 東ケ 

丸から 北側 は畑ケ 平と いう 草原で、 ここらの 人 はいい 

スキ ー 場 だと 言つ ています が、 傾斜が ゆる 過ぎます。 

私が 東ケ 丸に 着いた の は 午後 二 時 頃でした。 畑 ケ平を 

ヒ つて 青 下の 上まで 進み、 ここで スキ ー をぬ ぎ 村の 人 

が 木 を 切って いた 尾根 を 下り、 明日 もお 天気 は 大丈夫 

らしい ので また 菅 原へ 引返しました。 

一 一十 日、 今日は 三ッケ 谷へ 登る ため 午前 六 時 頃 出発 


し、 カンパに 登って 西側へ 沢 を 二つ 越し、 取 付いた 尾 

根 を まっすぐ 進み、 国境に 出る 五町く らい 前で もう 一 

つ 西の 沢へ 入って これ を 登りました。 今 登った ところ、 

すなわち 仏ノ 尾と 三ッケ 谷との 中間の 小山 は 石切りと 

いう 山 だそう です。 この 石切り を 離れて 三ッケ 谷に 取 

付きます。 ちょっと 急です が 九 時半に 頂上へ 着き まし 

た。 菅 原の 人 は 三 ッケ谷 を青ケ 丸と 言って います。 眺 

望 は 仏ノ尾 ほど 木に さえぎられな いため 一 層 雄大です。 

三 ッケ谷 を 下り 石 切から 国境に 沿って 進みます。 途中 

一 〇 八六メ ー トルの 小山へ 登ります。 これ は池ケ 丸と 

いうの だそう です。 十一 時 これ を 越して 扇ノ 山の 方へ 


だいぶ 進み、 三角点の ある 尾根、 すなわち 青山へ 向つ 

て 下る 予定で したが、 間違って 昨日 登った 石 小屋と い 

う 尾根へ 出て しまいました ので、 ズ— と 下って 菅 原が 

真下に 見える ところまで 進み、 そこで スキ ー をぬ いで 

村へ 下りました。 宿へ 帰った の は 午後 一時で 昼食 後 四 

〇〇〇 尺の 山々 と 別れて 岸 田 川 を 下りました。 

五月の 立山 行 

十七 日 一 

行 大木、 永 楽 


両 君と 自分の 

三人。 千 垣 駅 

午前 九 時 十分、 

芦 畊寺着 九 時 

四十 分、 出発 

十 時 四十 分、 

藤 橋 十 一 時 五 

十分 着、 昼食、 

午後 一 時 出発、 

ブナ 小屋 五 時 

弘法 小屋 着 九 


寺。 

第二 曰 出 

発 午前 十 一 時、 

松 尾 上手 午後 

一 時、 姥ケ石 

二 時 着、 三時 

二十 分 出発、 

室 堂 着 六 時半。 

第三 日 午 

前 九 時 十分 出 

発、 一 ノ越九 


時 五十 分、 浄 

土 十 時 四十 分、 

ニノ 越 着 十 一 

時 五十 分、 出 

発 十 一 時半、 

雄 山 着 午後 零 

時 二十 分、 出 

発 十二時 四十 

六 分、 別 山 乗 

越 三十 五分 地 

獄谷 四時 五分、 


室 堂 帰着 五 時 

二十 五分。 

第 四日 午 

前 五 時 十分 出 

発、 地獄 谷 五 

時 三十 五分、 

別 山 乗越 六 時 

五十 分、 三 田 

平 小屋 七 時 十 

五分、 長次郎 

出合 七 時 五十 


分 着、 八 時 三 

十五 分 出発、 

熊 岩 十 時 十五 

分、 長 次郎頭 

十 一 時 一 一十 分 

着、 十一 時 四 

十分 出発、 勉 

岳 頂上 午後 零 

時 三十 三分 着、 

一 時 出発、 長 

次郎頭 一 時半、 


長次郎 出合 一 一 

時 三十 五分 着、 

三時 五十 分 出 

発、 三 田 平 小 

屋五時 三十 五 

另. U 乗越 

六 時 四十 分、 

地獄 谷 七 時 十 

分、 室 堂 八 時 

五分。 

第五 日 午 


前 五 時 四十 分 

出発、 弘法 小 

屋八時 三十 分 

着、 十 時 十分 

出発、 美女 平 

午後 一 一時 三十 

分、 藤 橋 三時 

五十 五分 千 垣 

着 六 時。 

桑 谷 附近から 雪が ありました。 しかし、 堅い ので 靴 

むしろ 

のま ま 楽に 歩け ます。 弘法 小屋に は 毛布 や、 筵 や、 鍋 


等が たくさん 置いて ありました。 弥陀 ケ原は なかなか 

広い ので 霧に 巻かれる とど こ を 歩いて いるの かわかり 

ません。 室 堂に はだい ぶ 雪が 入って いますが、 筵 や、 

薪が たくさん あります し、 温度 も 最低 華氏 二十 六 度く 

らいで 大して 寒く はありませんでした。 連峰の 尾根 は 

雪が 消えて 全く 真夏と 同様の ガ ラガラ 道でした。 平 蔵 

谷 は なかなか 凄く 見えます。 尾根 も 雪が ところどころ 

付いている ようです から、 長 次 郎谷を 往復し ました。 

五色 ケ 原の 小屋 はよ く 見え ましたし、 三 田 平の 小屋 も 

完全に 出て いました。 長 次郎の 頭から アンザイレンし 

て登リ ましたが、 この 尾根に 一 つ 大きな 岩が あって、 


その 東側 は 急傾斜の 雪渓に なって いるので、 気持が 悪 

くちよ つと 一人で は 危険な ところ だと 思いました。 ス 

キ ー を 持って行き ましたが、 雪が 堅い ので 無くても よ 

いと 思いました。 

五月の 槍 • 穂 高 

五月 一 一十 七 

日 小雨、 柏 

矢 町 午前 六 時 

出発、 一 ノ沢 

I 横 通 岳 一 一七 


六七メ ー トル 

の 三角点、 午 

後 三時 頃、 一 

ノ侯 小屋 六 時。 

第二 日 晴、 

午前 五 時 出発、 

槍の 頂上 午前 

十 時、 南 岳 三 

角 点 午後 十一 一 

時、 一 ノ误小 

屋 午後 三時 帰 


着。 

第三 日 晴、 

午前 出発、 唐 

沢 入、 北 穂の 

尾根 午前 十 時、 

頂上 十 一 時、 

唐 沢 三角点 午 

後 零時、 奥 穂 

の 頂上 十二時 

半、 唐 沢 下り 

五 千 尺 旅館 午 


後 七 時。 

第 四日 曇、 

午前 六 時 出発、 

前 穂 午後 十二 

時 頂きに て 四 

時間 霧の 晴れ 

る を 待つ、 午 

後 七 時 帰着。 

第五 日 晴、 

午前 六 時 出発、 

徳本八 時、 


島々 駅 午後 零 

時 着。 

一 ノ沢を 登る と 最後に 雪渓が 四つに 別れます。 一 番 

南の 谷が 肩から 出て いるので すが 知らなかった ため、 

三番 目の 一番 深い 谷へ 入って、 横 通 岳へ 登って しまい 

ました。 一 ノ俣を 下る と 滝が たくさん ある 滝 沢 を 通り 

ます。 ここ は 五月 頃 最も 悪い ところです。 一 ノ侯 小屋 

に は 毛布 や 蒲団が たくさん 置いて ありました。 槍 沢 は 

赤 沢山の 下から ずっと 雪渓に なって います。 小屋 は大 

槍 も 殺生 も 肩の も 皆 出て いました。 横 尾 谷 は 屏風岩の 

下から 雪渓で、 北 穂に は 本 谷と 唐 沢 を 分けてい る 尾根 


の 上の 方へ 取 付いて 登りました。 峰伝い は 全く 真夏と 

同様で 楽に 歩け ました。 北 穂 I 唐 沢 I 奥 穂の 距離 は 地 

図より ずっと 遠い ように 思います。 奥 穂 は 北 アルプス 

中 最も 大きい 山で 海抜 三 一 七 〇 メ ー トル 以上 あると 思 

います。 前 穂 は 下から 頂上まで 雪が 少しも 切れないで 

つづいて いました。 

(一九二 八. 七) 


山と 私 
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私 はしばしば 山に 登る。 それ は 山が いつも 私の 前に 

立って おり、 私 はた だ わけもなく、 それに 登りた くな 

る もの だから。 あながち 「岩の 呼ぶ 声」 に惹 きつけら 

れる という もので もない。 私に はむしろ 岩 は 多くの 場 

合 恐怖の 対象 物で しか あり 得ない。 「雪と 氷 を 追って」 

私の 若い 血汐が 躍る ので は 更にない。 「白い 芸術」 は 

私に は 余りに 遠い 世界に 距 つてお り、 氷の 労作 は 私に 


は 肉体的に も 精神的に も 余りに も 大きな 負担で あり、 

痛苦と 屈服 をのみ 与え こそ すれ、 なんら 戦闘 意識と 

いった もの すら 起し 得ない からで ある。 私に は、 私の 

山、 一 〇〇〇 メ— トル 級の 山々 の 何物 を も 眼界から 奪 

い 去る ひどい ブッシュの 中であって もい いの だし、 ま 

た 単に 山々 の 懐ろ 深く 入りながら、 かえって 峰々 の 姿 

も 見ないで 谷から 谷へ と 歩く ばかりで もい いので ある- 

私 はたびた び 山に 登る。 それ は 山が いつも 私の 前に 

立って おり、 私 はた だ わけもなく それに 登りた くなる 

もの だから。 そして そのたび に 私 は 私の 職務 を 休まね 

ばなら ない。 しかし 私 は 誰かの ように、 「月給の 奴隸 


ではな いんだから」 好きな ときには 休む という ほど 大 

それた 反逆児？ ではない。 私の 今の 現実の 生活 は 冷 

くあって も 決して 夢で もな く、 道楽で もない。 私が 余 

裕の ある 人々 の 夢の まま を 追った とき、 そこに は 破滅 

の 外の 何物が 待って いよう。 

私 はしばしば 山に 登る、 仕事 を 休んで まで。 しかし 

その 理由 はいたって 簡単 だ。 誰し もが なんらかの 理由 

で 休む だろう 一 年の 五、 六日 を、 私 はた だ 山登りに 利 

用 するとい うまで なので ある。 日曜と 休日 をい かに 組 

み 合わすべき か は、 従って、 私の 山 行の 企画に おける 

最も 重要な 鍵 点で ある。 


山 行の 経済 はまた 私に と つ て 相当の 問題 を 提供す る。 

しかし これ は 他人の 考える ほどに は 私に とつ て 問題で 

はない。 私 は 要するに ごく 簡単な ので ある。 山より ほ 

かに 金の 費い 途を 知らないの だから、 それに、 私の 山 

行で は ガイド ゃポ ー タ— とい つた ものに いささかの 支 

払い もなくて すむ し、 食糧に しろ 他の 道具に しろ 普通 

の 人から 見れば ごく 簡単な もので よい。 

私 はしばしば 山に 登った。 が、 多くの 人々 とともに 

計画し、 登山した こと ははな はだ 稀 だ。 私に は 独りで 

登山しても 充分の 満足が 得られる の だし、 殊更に 他の 

人 を 交えて お 互いに 気兼ねし 合う 必要 はない の だから。 


私 はしばしば 山に 登った し、 また 今後 も 登って 行き 

たい。 そしてと にかく 私 は 信じて いる、 山 は、 山 を 本 

当に 愛する もの すべてに 幸 を 与えて くれる もの だと。 
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今、 A と B の 二人が、 ある 氷と 岩との 殿堂 を攀 じて 

いると 想像し 給え。 A は 百 戦功 を 経た ェク スパ ー トで 

あり、 B は 初めて 氷に アツ クスを 揮う ビギナ —である- 

A の ステップ は 簡単で 浅く、 軽い リズムで ドン ドン 

と 登って 行く に反して、 B の 不安 は 彼の ステップ を 歩 


一 歩 深く 切り下げさせ、 慎重に 慎重 を 重ねた 重い リズ 

ムで徐 々に 登って 行く。 

岩場に おいても A の リズム はあくまで 軽やかに、 僅 

かの ホ ー ルドに 安んじて 彼の 体軀を 進ませ、 B は あち 

こちと ル— トを 考え 求めて、 安心ので きる ところに 

至 つ て 初めて 自重しながら 登高す る。 

A はェ クスパ ー ト であり、 常に 落着いた 心境に 安住 

して 軽い 気持で 登って 行き、 B は 同じく 澄み切った 心 

境に あると いえ、 とも すれば その 一 隅に 潜む ビギ ナ— 

なる ための 不安に 脅かされて、 重い 気持の 圧迫から 自 

重の 上に なお も 自重 を 重ねさされる。 このと き、 —— 


A が もし ェク スパ ー トのパ —ティで あり、 B がビギ 

ナ ー の 単独 行で でもあった 際 は 一 層 —— 事実に おいて 

は 世の 登山家た ちから 「独りで？ 乱暴な！」 との 非 

難 を 避けずに はいられな いものな ので ある。 

しかし、 このように 「安全性」 の 原点より して ある 

人の 山登り を 観察し、 それに 対して なんらかの 批判 を 

下し 得る ものと して、 考えて 見 給え、 A はこの 際果し 

て B よりも 常に 安全で あり 得る か、 どうか？ そして 

B は バランスの 不足 を 補うべく、 あれ だけ 自重して 

登っても、 やはり、 ビギナ ー であるが 故の み を もって 

して、 「無謀 だ」 と しりぞけられねば ならない のだろう 


か 
？ 


山へ 登る A の くるしみ 

ある 年の 二月に、 ひどく 吹雪の 日の つづいた ことが 

あります。 ちょうど そのと き、 A は 僅かし か 与えられ 

ない 休暇 を 利用して 冬山へ 登る ため、 立山の 室 堂へ 

泊って いました。 A は毎晚 「今日は 随分 ひどく 荒れた 

から、 明日 はきつ といい お天気になる だろう」 と 考え 

ながら、 安心して 眠る のでした。 けれど その 予想 は 毎 

朝、 哀れに もく つがえ される のでした。 やがて 休暇 も 

残り 少なくな つた 三日 目 頃から A に は 会社の ことが 気 

にか かりだしました。 その 晚、 A は 彼の 母と、 そして 


会社の 課長の 夢を見ました。 

A の 母 は、 彼の 山 行 を 非常に 心配す る 人でした。 そ 

れは 彼が 山へ 登る ために 時折 会社 を 休む ことがあった 

からな ので、 決して 世の 多くの 母親の ように 「もしも 

あの 子が 山で 遭難す るよう な ことがあったら」 という 

のではありませんでした。 また A の 上役た る 課長 は ほ 

ん とうに 人格者で、 殊に 情に 発達した 人でした。 かつ 

て、 A が 山登りに 興味 をお ぼえ、 非常に 熱の 高かった 

頃、 僅かな 休暇 だけで はとても 辛抱が できず、 計画的 

に 会社 を 休んで、 山へ 出かけた ことがあります。 その 

とき 彼 は 欠勤 届 を 腹痛と して、 休む と 同時に 出し まし 


た。 もちろん 会社 内の人 は、 彼の 不正な 行為に 少しも 

気がつきませんでした。 やがて 山から 帰って きた A は 

そしらぬ 顔 をして 会社へ 出勤し、 コッ コッと 働いて い 

ました。 そのと き 課長が いつもの 時間に 見廻って きて、 

A に 「もう 腹具合 はよ くな りました か」 と 心から 心配 

そうに 尋ねた ものです。 この 親切な 言葉に はさす がの 

A も 「は あ」 と 言った まま、 良心の 呵責 を 受けて 顔 を 

上げる こと もで きませんでした。 そして 彼 は 二度と あ 

んな 悪い こと はすまい と 決心 をした のです。 

やがて その 夜 も 明け はなれ ましたが、 相 変らず 室 堂 

の 尾根 は 唸って おります。 けれども 最早 躊躇す る A 


ではありませんでした。 A はこう 思いました。 「この 

茫々 とした 立山の 雪原で あるいは 自分の 一 生 も 行き 暮 

れて しまう かも 知れない。 けれど 正しい と 思う 方向へ 

向って 歩いて おれば、 倒れた とて 何 を 思い残す ことが 

あろう」 とやが て A は 室 堂の 出口の 梯子 を 登って 行き 

ました。 とはいえ、 一歩 戸外へ 出る と 物凄い 吹雪 はま 

ともに 吹き 揚げて くるし、 油で 真黒だった スキ ー 靴 も、 

寒さ の ため 瞬く間に 黄色く 変り、 足の指が ズ キズキ と 

痛み だした とき はさす がに 彼 も たじたじと しました。 

けれど 次の 瞬間 彼 は 吹き あげてく る 西風へ 向って 猛然 

と 突進して 行きました。 睫毛 は 凍り、 顔 は 強ば り、 手 


の 指 は 感じが なくなり、 呼吸 も くるしい。 けれど A は 

ひるみませんでした。 谷に 迷い、 尾根 を 登り、 長い あ 

いだ 一生懸命に 闘った。 そして やっと 姥ケ 石の 附近 ま 

で 下って きました。 その 頃から 天候 は 恢復し だして 雪 

は 止む し、 風 も だんだん 弱くな つてき ました。 やがて 

追分の 附近へ きた 頃 は 霧 も 晴れ て 、 雪雲が 頭の 上 を 盛 

んに 飛んで いる だけでした。 そして A は 無事に 弥陀 ケ 

原 を 横断し、 弘法 小屋へ 着きました。 ここで 彼 はコッ 

ヘル を 使用して 遅い 昼食 をし、 大急ぎで また 下って 行 

きました。 桑 谷で はちよ つ と 道 を 間違えて うろうろし ■ 

また 材木 坂の 急 斜面に 時間 をく われ ましたが、 難なく 


藤 橋へ 下る ことができました。 やっと 安心した A は 藤 

橋 ホテルで 久し振りに 満腹して、 動く の も 嫌な くらい 

でした が、 明日 は 会社へ 出なければ なりません ので、 

また 勇 を こして 暗い 夜道 を 急ぎました。 

藤 橋から 少し 下った ところ は 雪崩の 跡で 道が 殊に 悪 

くな つてい ました。 芦畊で いろいろと 小屋 代の 払い を 

すませて 千 垣に つ いたと きの 彼 は 実に 嬉しそうでした。 

千 垣で 電車 を 待つ あいだ、 A が 汽車の 時間 を しらべて 

みると 南 富 山から 富 山 駅 へ 行く 富 山 鉄道が こんどの 電 

車に うまく 連絡して いるので、 いつも 富 山 市電の 遅い 

のに 参って いる 彼 は、 これ 幸いと 直通 切符 を 買って 電 


車へ 乗 込みました。 電車 は なんらの 事故 もな く 南 富 山 

へ 着きました。 早速 A は 乗換えの ため 向い側の 富 山 鉄 

道の プラット ホ ー ムへ 行きました。 そこで A はし ばら 

く 待って いました が、 汽車が こない ので 変 だな と 思つ 

て 改札口の 方へ 行って 聞いて みると、 「なんの こと だ」 

汽車 は つ い 先 出た ところ だと 言う。 あまりの ことに 呆 

然として しまった。 なぜなら この 次の 富 山 発の 汽車へ 

乗れなかったら、 明日 は 会社に 出る ことができ ないか 

ら です。 しかし 「まだ 時間 は ある。 どうしても その 汽 

車に 乗らなければ ならない」 と 思った A は大 あわてに 

あわてて 富 山 市電に 乗 込みました。 けれども この 電車 


はそんな こと はなん にも 知らないので 相 変らず 悠々 と 

しています。 

A は、 このと き ほど 富 山 市電の 遅い という こと を、 

つくづく 感じた ことはありませんでした。 彼 は 車掌に 

駅まで もう 何十 分か かる かと 何度も 訊ねた ほどです。 

しかし また 彼 は 「あれほど ひどい 苦しみ をして 山から 

おりて きたんだ もの、 どうして 汽車に 間に合わぬ こと 

があろう、 神様 だ つ てお 助け 下さる に違いない」 と 思つ 

たりした。 やがて 電車 は 駅前へ 着きました。 汽車 はた 

しかに 構内に います。 そして A は 電車から 飛び降りる 

と 一 目 散に 駅へ 艇込 みました。 その 刹那、 汽車 は 


「ピ —」 と 汽笛 一声 I 動き 出した ではありません か。 

そして 一生懸命に 改札口へ 殺到した A は、 機械の ごと 

くつめ たい 駅員に し つ かと さえぎられて しまいました" 

そのと きの 彼の 心の中 は どんなだった でしよう。 I 

彼 こそ —— 一 人で 山登り はします が —— ほんとう は 

可哀想な ほ ど —— 気 の 弱い 男だった のです。 

二 九 二 九 ■ 三) 


昭和 三年 十二 

月 三十 一 日 

快晴 茅 野 

六 ニニ 〇 上 

槻ノ木 一 〇 - 

〇〇  一二- 

三 〇 スキ  ー  を 


履く 夏 沢 温 

泉 四 • 〇〇 

汽車が 塩 尻に 着いた 頃 は 空が どんより 曇って いるの 

で 心配した が、 明るくなる につれ ていい 天気と なり 誠 

訪の 高原 はとても 寒い 風が 吹いて いた。 茅 野の 駅に 下 

りて、 まだ 夜の 明けた の を 知らない 静かな 街道 を 一 人 

ト ボトボ 歩いて いると、 初めての 冬山 入りの 淋し さが 

しみじみ 身に しむ。 駅から 泉 野 村 小屋 場まで 定期に 自 

動 車が 通って いる。 スキ ー を かついで 新田の あたり を 

登って いると、 それらし い 自動車が 下りて きた。 小 泉 

山の 下で 東の 空に 判然と 浮んだ 真白い 八ケ 岳の 連峰に 


驚きの 目 を 見張る。 この 道の 最後の 村で ある 上 槻ノ木 

で 温泉の 様子 を 聞く。 今年 は 経営 主が 変った ため 番人 

がいない こと や、 温泉までの 道 も 左へ 左へ と 登って 行 

くこと を 教えられた。 僕 は 本 沢 温泉の 方 は 一 度 歩いた 

こと は あるが、 この 道 は 初めてな ので 心配して いた。 

魔法瓶に 湯 を 入れて もらって 出発し、 だいぶ 奥まで 木 

を 引き出す 馬の 歩いた 跡 を 伝う。 左へ 左へ と 登った た 

め、 地図の 道と 離れて 鳴 岩 川に 近い 方 を 歩いた。 一 四 

〇〇 メ ー トル 辺で スキ— を 履き、 一 四 六 七メ— トル を 

乗越して 地図の 道に 入った。 スキ ー は五寸 くらい 沈み 

睡眠不足が こたえて くる。 しかし 積雪量が 少ない ので 


夏 道が よく わかる し、 後 を 振り返る たびに 真白い 南の 

駒 や 仙 丈、 さて は 中央の 山々、 北の 御嶽、 乗 鞍 等が 次々 

に 現われて 慰め 励まして くれる。 鳴 岩 川の 対岸に 温泉 

でもで きる のか 大工の ノミの 音が こだまして くる。 ェ 

ホ ー と 声をかけて みたが 返事がない。 近いよう でもな 

かな か 離れて いるの だろう。 谷が 狭くな つて 両側の 山 

が 大きくな リ だした とき、 一陣の 西風が サ ー と 吹いて 

きて タン ネの 森が ジ ヮジヮ とおのの き、 山はゴ ー と 凄 

い 音を立て、 青空 はすで に 刷毛で 掃いた ような 雲に お 

おわれて 明日の 荒天 を 判然と 示して きた。 温度 も 急に 

下り、 僕 はなんだ か身顫 いする ような 不安に 襲われた。 


だが それから 間もなく 夏 沢 温泉に 着く ことができて 

ホッ とした。 この 温泉 は 地図で 見る と 峰ノ松 目の 北に 

あたる 岩壁の 所から、 一、 二 町 下らし い、 ここから そ 

の 岩壁が よく 見える から。 温泉 は 障子の ままに して あ 

るので 風通しが いい。 しかし 森林地帯 だから さほど 強 

い 風 は 吹かぬ し、 明るい ので 気持が いい。 温度が 低い 

ので 火 は 焚け なかった が、 畳が 敷いて あり、 蒲団が た 

くさん あるので 寒く はない。 水 は 少し 硫黄 臭いが 小川 

が 前 を 流れて いる。 積雪量 は 二 尺 くらいだ。 

昭和 四 年 一 月 


一日 雪 温 

泉 出発 九 • 〇 

〇 夏 沢 峠 一 

ー丄ー 〇 温 

泉 帰着 二  了 

三 〇 

昭和 四 年の 元旦 は 吹雪で 明けた。 予想 はして いた も 

のの 山の 中の 一 軒屋 にいて 雪に 降られる の は 淋しい。 

元気 を 出して 夏 沢 峠まで 行って みる。 道 はよ くわ かる 

し 危険と 思われる ような ところ はない。 スキ ー は 昨日 

と 同じく 五寸 くらい 沈む、 峠の 頂きに 雪が 四 尺 ほど 


積って いる。 随分 寒い のです ぐ 帰って 蒲団の 中に 潜り 

込む。 —— 今日は 元日 だ、 町の 人々 は 僕の 最も 好きな 

餅 を 腹 一 パイ 食い、 いやに なるほど 正月 気分 を 味って 

いる ことだろう。 僕 も そんな 気分が 味いたい、 故郷に 

も 帰って みたい、 何 一 つ 語らな くと も 楽しい 気分に 浸 

れる 山の 先輩と 一緒に 歩いても みたい。 去年の 関の 合 

宿の よかった こと だって 忘れられない。 それ だのに、 

それ だのに、 なぜ 僕 は、 ただ 一人で 呼吸が 蒲団に 凍る 

ような 寒さ を 忍び、 凍った 蒲鋅 ばかり を 食って、 歌 も 

唱ぅ 気がしない ほどの 淋しい 生活 を、 自ら 求める の だ 

ろう。  


温泉 出発 九 - 

三 〇 二 五 〇 

〇 メ —トルく 

らいの 地点 一 

一-五 〇 温 

泉 帰着  一 • 〇 

〇 

今日 もや はり 天気が 悪い。 雪 は あまり 降って はいな 

いが 風が なかなか 強い。 また 峠へ 行って 硫黄 岳の 偃 松 

帯 ま で 登る。 岳 は 霧 や 風と 戦いの 真 最中 で 凄い 音 をた 


てて いる。 一人で は 登る 気にならない。 ト ボトボ 温泉 

へ 引返す。 近所に スキ ー を 練習す るよう な 所 はなし、 

しょうがない。 火 を 焚いて みょうと 思って 温泉の 前に 

積んで あった 薪 を 小さく 割って 積み重ね、 紙 を 燃して 

一生懸命に 吹いて みたが、 ちょっと 燃える だけです ぐ 

消えて 黒くな つてし まう。 口 ー ソクも 相当 燃して みた 

が 火力が 弱い のか、 やはり 駄目であった。 これまでの 

夏期の 登山で は 雨が 降ろう が、 風が 吹こう が、 一 日 だつ 

て 同じと ころに 停まった ことがなかった ので、 元日 は 

今日 も 吹雪が つづく ので はなかろう かと 思って、 一 番 

心細かった。 しかし この 日 は、 冬山 は 夏の ように は ゆ 


かないと いう ことが わかり、 だいぶ 落着いて きた。 戸 

棚に は 宿泊人 名簿と キングの 古 雑誌が あつたので、 そ 

れを 読んだり した。 

一 月 三日 快 

晴 温泉 出発 

三 • 〇〇 夏 

沢 峠 五 • 〇〇 

本 沢 温泉 六 - 

〇〇 夏 沢 峠 

八 • 〇〇 硫 


黄 岳 九 • 〇〇 

横 岳 一 〇 丄 一 

〇 赤 岳 一 

一-一 〇 夏 

沢 峠  一 • 四 〇 

夏 沢 温泉 三 - 

〇〇 上槻ノ 

木 六 • 三 〇 

夜中から 星が 光って いる。 八ケ 岳の 頂き に 立つ 日が 

やつ てきた ので はなかろう か、 そう 思う と 何度も 目が 

覚めて よく 寝られない。 早す ぎる と 思った が 思い切つ 


て 出発し、 ランタン をた よりに 峠へ 急ぐ。 峠で はま だ 

暗く 風が 強いので、 シ ー ルを つけた まま 本 沢 温泉へ 

下って みる。 番人が いたら 御馳走 をしても らうつ もり 

だった が、 あいにく 留守で がっかりした。 峠から この 

温泉 ま で は 森林帯 でさ ほど 危険で ない が、 ス ノウ -ボ— 

ルが 落ちる ほど 急な ところが 多く 西側と は 段 違 いだか 

ら、 スキ ー のうまくない 人はシ ー ルを つけて 下っても 

さほど 時間 は 変らない と 思う。 しかし 温泉 附近 はとて 

もい ぃス 口— プが ある。 硫黄 岳から 天狗 岳への 山稜が 

モルゲン . 口 ー 卜に 燃え だして 素敵 だ。 急いで 峠に 引 

返し 硫黄 岳へ 登る。 相当 上まで スキ ー は 使える が、 風 


が 強いので 昨日 登った ところで スキ— を アイゼンに 変 

え、 偃 松 帯へ 入って ちょっと 泳ぐ ともう 雪 は 堅くな つ 

ている、 アイゼンで 気持よ く 歩け る。 風 はとても 強い 

が、 天気が いいので 安心して 登る。 硫黄 岳の 頂きで 初 

めて 見た 冬山の 大観。 それ は 僕に は 一生 忘れる ことの 

できない 一 大 驚異であった。 頂き はとても 寒い ので 長 

く 立って はいられぬ。 急いで 横 岳へ 向う。 硫黄 岳と 横 

岳の 鞍部で は 風の ため 二、 三度 投げ出された。 顔と 手 

の 寒い ことよ。 スキ— 帽の 上に 目 出し 頭巾 を 冠り、 そ 

の 上 を 首巻で ダル ダル 巻いて いるのに、 風の 強く 吹い 

てきた とき は 痛い と 思う ほど 寒い。 顔と 手 は 皮の 物 を 


使わなければ 駄目ら しい。 横 岳へ 取 付いて すぐ 二 力 所 

岩に かじりつく ところが ある。 しかし どっち も 低い し ■ 

落ちても 安全な ところで ある。 横 岳 は 殆んど 東側ば か 

り を 歩いた。 さほど 悪い と 思われる ところ はない。 横 

岳の 下りで、 新雪の 急 斜面 を 横切る とき、 ミシッ と 言つ 

て 大きな 割目が できた ので、 ヒャッ として 夢中で 元の 

方へ 這い 上った。 ここ は 今ち ようど 太陽が 直射して い 

て 深く 潜る ところであった。 そこで こんど は ズッと 上 

の 方 を 偃 松 や 岩角 を 掘り出し、 これ を 手掛リ として 

通った。 この辺から 見た 赤 岳 はとても 雄大で ある。 鞍 

部に ある 赤 岳の 小屋 は 戸口に 雪が つまって いて 入れ そ 


うにない。 風 は 止んで ズッと あたたかく なって きた。 

そして 午前 十一 時 十分 憧れの 頂きに 立った。 三年 前の 

九月 一日に 権現 岳から ここへ やって きたと き、 一月な 

どに この 頂きに 立てようと は 夢にも 思わなかった が、 

何と 幸運な ことだろう。 昨日までの 苦心 はこれ で 完全 

に 報いられた。 さあ ベルグ ハイル を 三唱しょう、 歌 も 

唄おう、 四囲の 山 をもう 一度 ゆっくり 眺めよう。 そう 

して 北の 山 を 眺めて いると、 乗 鞍へ 向った 先輩の こと 

が 頭に 浮んで くる。 今 あたり 乗 鞍の 頂きに 立って、 ェ 

ホ ー と 声をかけて いるので はなかろう か、 何だか そん 

な 気がする。 早く 会って 乗 鞍の 話 を 聞こう、 また 八ケ 


岳の よかった こと を 話そう。 帰りに 横 岳の 西側 を 歩い 

てみ た。 雪の 着き 方が 少ない ので 楽 だが、 悪場の ため、 

長く は 歩け なかった。 横 岳 を 過ぎ 硫黄 岳へ 登って、 赤 

岳へ 名残り を 惜しむ、 天気 は 依然として 変らない。 ス 

キ ー を 履いて から 峠まで、 ちょっとの あいだに 何度も 

転ぶ。 夏 沢 温泉へ 帰って、 すぐ 荷物 を まとめ、 山 を 下 

る。 ァ ー ベント. グリュ ー ェンに 燃えた 八ケ 岳の 連峰 

が、 いつまでも 見送って くれていた。 

乗 鞍 岳 


一 月 五日 晴 

番所 原 八 • 〇 

〇 冷泉 小屋 

一二. 〇〇| 

一 • 〇〇 乗 

鞍 頂上 三 • 〇 

〇 冷泉 小屋 

四 • 〇〇 

四日の 夕方、 僕 は 番所 原へ やって きた。 この 日 R  - 

C • C の 先輩ら が 乗 鞍の 頂上 を 極めて 下って きたので 

メ J ^ルを 上げる。 


五日 は 早朝から 星が 出て いた。 しかし 今日は 冷泉 小 

屋 まで だと 決めて いたので、 ゆっくり 出かける。 金山 

平で 松 高の 人に コー スを 聞く。 鳥居の 下の 急 斜面 は 雪 

が 固かった ので、 スキ ー をぬ ぐ。 冷泉 小屋へ 行く 道と 

分れる ところに 赤旗 を 目標に 登る ベ しと 書いて ある。 

赤旗 は 冷泉 小屋に 立てて あるの だが よく わからな かつ 

た。 しかし シュプ ー ルが 判然と 残って いるので、 迷う 

こ ともなく ラッセル も 楽で 案外 早く 冷泉 小屋に 着いた。 

そして 行方不明 にな つた 人の ある こと を 聞いて 驚く。 

小屋に いた 早稲 田の 人から、 もし 一人で 登って また 

人々 に 迷惑 を かける ような ことになると いけない から 


一 緒に 下山しょう と言われた。 僕 は 少し 考えさせられ 

た。 しかし 案外 早く 小屋に 着く ことができ たの だし、 

天気が とてもよ いので、 今日中に 頂上に 登る ことに 決 

心し 早稲 田の 人々 を 見送って から 頂上へ 向った。 

小屋から ちょっと 登る ともう 森林帯 を 離れて、 すば 

らしい 斜面が 頂上まで つづいて いる。 雪 は 風の ためよ 

く締 つていた。 シュプ ー ルを 伝って 難なく 肩の 小屋に 

着く。 捜索に きていた 二人の 人の 降って 行く の を 見 

送って スキ— を アイゼンに 変えて 頂上に 向う。 風 はな 

かな か 強いが 天気 はとても よい。 午後 三時、 頂きに 立 

ち ベルグ ハイル を 三唱した。 この 方 は 乗 鞍の 連峰が 遠 


く四ッ 岳の 方まで 真白に つづいて いて、 すばらしい ス 

キ ー 場 をな している。 山の 好きな 連中が あの 辺 をブン 

ブン 飛ばして 歩き 廻る 時代 も 遠くないだろう。 あたり 

は 真白な 一 月の 山が 互いに 美 を 競う。 懐し ぃ八ケ 岳の 

連峰 もよ く 見える。 肩の 小屋から 森林帯に 入る まで ス 

キ ー はとても よく 飛ぶ。 タ ー ンが できない ので、 すぐ 

顔面 制動 を やる。 森林帯に 入って から は 傾斜が 少し 急 

になる ので 飛ばせない。 小屋に 帰った 頃、 八 森 山 や 

八ケ 岳が 夕映えに 赤く 輝いて 嬉しかった。 

一 月 六日 雪 


冷泉 小屋 六 - 

三 〇 番所 原 

一 〇 . 〇 〇 

奈川渡 二  了 

〇 〇 島々 

二  • 三 〇 

六日 は 吹雪で 明けた。 しかし 僕 は 番所 原の 宿屋の 人 

に 暗い 中から 早く 下山す るよう にと 言われて いたので 

止むな く 吹雪 をつ いて 出発す る。 森林の 下 はスキ ー が 

下手な のでよ く 転んだ。 鳥居のと ころ はとても 風が 強 

かった。 ここの 急 斜面 は スキ— をぬ いだが、 下の 方 は 


なかなかよ いところ だ。 金山 平から 番所 原まで 傾斜が 

ゆるい のによ く 滑って 嬉しかった。 

槍ケ岳 

二月 十日 雪 

柏 矢 町 六 • 三 

〇 山番 小屋 

九 丄ニ五 一 

ノ沢 一 八 〇〇 

メ 1 卜ル く、 ら 


いの 地点に て 

引返す 五 • 〇 

〇 山番 小屋 

二  丁 〇〇 

二月 十 一 日 

快晴 山番 小 

屋八 . 〇 〇 

柏 矢 町 一 〇 - 

三 〇 稲核 

一 一 . 三 〇 沢 

渡 六 . 〇〇 


二月 十二 日 

雪 沢 渡 八 - 

〇〇 中ノ湯 

一 一 • 三 〇 

上 高地 温泉 

四 • 〇〇 

二月 十三 日 

雪 休養 

二月 十四日 

曇 上 高地 温 

泉 四 . 〇 〇 


明 神 池 七 • 三 

〇  一 ノ侯小 

屋ー 一 • 〇〇 

大槍 小屋 下 

ニニ 二 〇 一 

ノ俣 小屋 四 - 

〇〇 

二月 十五 日 

曇  一 ノ侯小 

屋八. 三 〇 

槍 肩 一 一 • 〇〇 


槍 頂上 三 - 一 

五 槍 肩 四- 

〇〇  一 ノ俣 

小屋 六 • 〇〇 

上 高地 温泉 一 

一 一 . 三 〇 

二月 十六 日 

曇 上 高地 温 

泉 八 ニニ 〇 

沢 渡 二 • 〇〇 

島島 七 • 三 〇 


常 念 岳 一 の 沢 

鳥 川 橋から 一 里 ほど 登った ところに 山番 小屋が ある。 

この 附近 は 昨日 降った という 新雪が 五寸 くらい 積って 

いた。 ここから 十 町く らい 登った ところで 炭 焼 道と 別 

れて 細い 道 を 伝う。 川 を 渡って、 ちょっと 行って から 

峠の 登り口が わからず 一度 引返した りした。 この 峠の 

下りから スキ ー を 履く。 ところどころ 旧 雪が 残って い 

る。 川 を 横切る 二つの 橋 は 雪が 積って いるので 馬乗り 

になって 渡った。 普通の 人に はでき ない 体裁の 悪い 方 


法 だ。 一 ノ 沢に 限らず 森林帯 は ウィンド . クラストに 

なる まで は ラッセルに 苦しむ。 ちょうど 運悪く 早朝 星 

が 出て いたのが 禍 いして 雪が 盛んに 降り出し、 昨日の 

新雪が 堅くな つて いないので スキ ー が 一 尺く らい も 沈 

むの だからた まらない。 常 念 道と 書いて ある 道標 を迪 

り、 だいたい 夏 道 通り 進んで、 一八 〇〇 メ ー トル くら 

いまで 登った。 もす こしで 常 念の 登りに かかる の だが、 

ここへ くるまでの 予定 時間 はとうに 過ぎて、 予想 は 裏 

切られ、 これからの 登りに 要する 時間の 予想が できな 

くな つた。 雪 も 止まぬ し、 風 さえ 強くな つてき たので、 

このまま 登 つ て も 常 念の 小屋に 入れる かどう か 疑問で 


あり、 一度 も 通った ことのない 中 山 峠 も あるので、 つ 

いに 引返して しまった。 僕が 一昨年の 十月 十六 日に 常 

念の 肩へ 登った とき は 雪の 降つ ている 日で はあった が、 

まだ 夏 道が わかる ので 大して 迷わなかった。 しかし そ 

のとき は ズッと 下の 尾根に 登った から 旧道 を 通った の 

だろう、 崩れた ところがあって 困った。 また 昨年 五月 

二十 七日 は ズッと 奥へ 入って しまい、 最後に 谷が 四つ 

に 分れて いたので、 右の 一番 大きな 雪渓 を 登った。 そ 

のとき は 霧が 巻 いていて どこ を 歩いて いるの かわから 

なかった が、 山の頂 上で 三角 標石 を 見つけ、 初めて 横 

通 岳に 登った ことが わかった。 その後 今年の 三月 三十 


一日に ここ を 通って みた。 このと きも 雪が 降って いて 

見通しが きかなかった。 谷が 狭くな つて 川が 完全に 雪 

に 埋もれてから 左側の 小さい 尾根の 根元に 常 念 道と 書 

いた 布が 枯木に 結びつけ てあつた。 これ を 過ぎて すぐ 

左から 入って くる 小さい 谷 を 登ったら、 運よく これが 

当っていた。 常 念の 肩に は 大きな 雪庇が できる ように 

聞いて いたが、 もう 落ちて しまった のか、 問題に する 

ほどの ものはなかった。 常 念の 小屋が 出て いるから、 

一 人で は 不安 だが、 窓の 位置 さえ 知っていれば ちょつ 

と 掘る だけで 入れる だろう。 中 山 峠の  一 ノ误側 は 小さ 

い 谷で ちょっと わからな いが、 地図の 見当で 当ってい 


た。 新雪 期 は 悪い 谷ら しいが、 雪が 堅く、 登り も 思つ 

たよりわず かなので 何でもなかった。 しかし ニノ 俣 側 

は 思った より 谷が 大きく スキ ー に はよ さそう だ。 一 ーノ 

侯の 本流との 出合の 辺はス ノウ • ブリッジ があって 何 

でもなかった が、 下の 方 は 川が 予想外に 大きく 流れて 

いるので 悪い ところ を しばしば 横へ つり させられて 

弱った。 二月 頃 は 川が 埋る かも 知れない が、 もし 埋ら 

ないなら この頃よ リー 層 悪いだろう。 また 赤 沢 岳から 

は 底 雪崩の 凄い 奴が たくさん 出て いるから、 雪崩の 方 

もなかな か 油断の ならない ところ だ。 また 中 山 峠を越 

さずに  一 ノ eK を 下る としても、 滝のと ころで 凄い 横へ 


つり を させられ ニノ 俣より 危険 かも 知れない。 五月に 

通った とき は 柏 矢 町から 一 日で  一 ノ 俣の 小屋まで 楽に 

行った が、 冬から 春の 間 はちよ つと 困難だろう。 

いずれにしても 新雪 期 は なかなか 時間が 長く かかる 

から、 単に  一 ノ 侯の 小屋に 行く だけで 常 念 山脈に 興味 

とくごうと うけ  さわん ど 

を もたぬ なら、 徳本 峠を越す か、 沢 渡 を 廻る 方が いい 

と 思った。 徳本峠 もとき どき 吹雪 等のと きに 迷って 霞 

沢 岳の 方へ 行った という こと を 聞く し、 吹雪が なくと 

も、 新雪 期 は ラッセルと 登りに 苦しみ、 なお 雪崩の 危 

険も 免れな いの だから 沢 渡 廻りが 最も 安全 ではな かろ 

うか。 


沢 渡 —— 上 高地 

いながき 

乗合自動車 はたいて い 稲核まで しか 行かない。 ス 

キ ー を かついで、 あの 道 を 歩いて いると 一月の 乗 鞍の 

よかった ことが 思い出される。 あのと き 早稲 田の 人 は 

遭難した 人 を 探して やろうと いう 気がない のか、 やむ 

を 得ぬ 事情が あつたの か、 すぐ 山 を 下りて しまった。 

少なくとも あの 辺の 人よ リ早 稲田の 人の 方が 山 をよ く 

知ってい るだろう し、 同じように 登山 をして いる 人が 

行方不明 になった というのに、 なんだか 人情がない よ 


うな 気がした。 しかし 僕 は 番所 原の 宿屋の 人に 冷泉の 

小屋から 追い出されて しまったが、 乗 鞍の 頂上に 登つ 

た 後であった ので 幸いであった。 

沢 渡の 少し 手前に 家が 二 軒 ある。 そこで 泊る。 ちょ 

うど あの 時 捜索に 行った 人の 家であった ので 話に 花が 

咲く。 

梓川 伝いの 道 は 馬車が 通る ほど 広く、 雪が あっても 

と きど き 人が 通う くら い で 、 今年 はさ ほど 悪い こと は 

なかった が 雪が ゥンと 降った とき は 雪崩の 出る 危険な 

ところが たくさん ある。 しかし この 道 は 吹雪いても 迷 

うこ ともなく、 ラッセル も 楽 だし、 途中 ところどころ 


に 小屋が あり、 中 ノ湯等 は 防寒具 も あるう え 松 本から 

一 日で くるの も 困難で はない よう だから 徳本 峠より 

ズッと 安心 だ。 中ノ 湯の 上の 長い 隧道 を 出てから は 夏 

道 は 橋の ない ところがあって 困った が、 ここ も 積雪 期 

は 夏 道 を 避けて 河原に 下り、 川床 伝いに 行けば 安全ら 

しい。 狭い 谷 伝い を 終って 広々 とした 上 高地に 入れば 

もう 心配 はない。 発電所の 水の 取 入口が あるので、 こ 

こへ よって 上 高地の 状態 を 聞く。 積雪量 は 二 尺く らい 

で、 温度 は 最低 摂氏 氷点下 十三 度 くらいだ という。 上 

高地 温泉に は 下 赤松の 奥 原 吉次郎 という 爺さんが 番を 

していた。 この 爺さん は 上 高地に 雪が 降り だし、 人々 


が 山 を 下って しまった 後の 長い 長い 冬の あいだ を、 一 

人で 温泉の 番をし、 ときどき 訊ねて くる 登山者の 世話 

をして いるの だ。 そして 再び 春が やって きて、 上 高地 

の 雪 も 消え、 人々 がまた 山へ 登って くる 頃になる と、 

温泉の 裏の 静かな 山の 中で、 ただ 一 人 木 をき りながら 

暑い 夏 を 過す の だとい う。 

十三 日 は あまり ひど い 吹雪で はな か つ たが 終日 つづ 

いて、 一 ノ 俣まで 行く に は 差支えな いと 思った が、 常 

さんや 発電所の 水の 取 入口の 人が 遊びに くるので、 つ 

いのび てし まった。 炬燧 にあたって 爺さんに 山の 話 を 

して もらって いると、 山に きた こと を 忘れて しまい そ 


うだ。 

上 高地 —— 一 ノ侯 

早朝 星が 出て いたので、 爺さんに 頼んで 早く 出発し 

た。 暗かった ため、 六 百 山の 裾で ちょっと 迷った し、 

明 神 池に 行く 橋 を 渡って、 池の 奥の 方へ 入って しまい、 

一本橋 を 渡ったり した。 それでも 河原に 出てから は 風 

で 雪が 締 つていて 思った より 楽であった。 横 尾の 出合 

から  一 ノ 俣の 小屋まで は 地図より だいぶ 長いよう だが、 

ちょ つ と 高 廻り をした だけで、 徒歩 は 一 度 もしな か つ 


たし、 岩場の ような ところ も 歩かなかった。 四月に は 

この 徒歩と 岩場と で 二月の 二倍の 時間が かかった。 一 

ノ 俣の 小屋 は 炊事場の 戸が 開いて いたので そこから 入 

る。 積雪量 は 四 尺く らいで 思った より 少ない。 水 は 近 

いし、 炊事 道具 は 置いて あり、 蒲団 もた くさん あるし ■ 

雪に 埋れて 入れぬ という こと もない らしい ので 冬期の 

使用 小屋と して は 完全な ように 思う。 スキ ー を 練習す 

るに はちよ つと 不便 だが、 槍 沢に も 横 尾 谷に も 近いの 

で 山へ 登る に はいい 地点 だ。 

槍 沢 


横 尾の 出合から  一ノ俣まで、 ラッセルと 高 廻りで 少 

し 悪い が、 一 ノ 侯から 上 は  一 ノ 侯と ニノ 侯の 橋 さえ 完 

全なら 楽 だ。 これらの 橋 も 雪 溶 期 は 流される ことがあ 

るよう だが 新雪 期 は 大丈夫だろう。 川 は 赤 沢 岩 小屋 辺 

から 完全に 埋 つてい る。 槍 沢の 小屋まで はスキ ー が 相 

当 沈む が、 この 小屋から 上 は 風が 強いので 雪が よく 

締 つていて アイゼンに 変えても いいくらいだ。 三、 四 

月頃の ように 表面 だけ クラスト になって いて、 スキ ー 

は 横、 にり し、 アイゼンなら 一尺 も 二 尺 も 潜る 等と いう 

雪と は 違う ので、 スキ ー の 上手な 人 は 槍の 肩まで ス 


キ— を 使う ことができ るし、 アイゼン 党 は アイ ゼ ンで 

ドン ドン 登る こと もで き、 夏より 楽だろう。 雪崩 は 新 

雪の ものがた いてい 谷から 押し出し ている。 大喰 岳と 

槍の 肩から 出た の は 大きな 奴で、 大 槍の 小屋の ちょつ 

と 上まで も 押し出し ていた。 新雪 期 は 雪の 降って いる 

日に 出る らしい。 小屋 は 槍 沢 も 大槍も 殺生 も 槍の 肩 も 

みな 屋根 だけ は 出て いる。 そのうち 大 槍の 小屋 は 風が 

強いので 一 番 よく 出て いた。 槍 肩から 吹き下ろす 風の 

強いのに は 驚いた。 東 鎌 尾根 や 横 尾 を 吹いて 行く 音の 

物凄 さとい つたら 身顫 いする ほど だ。 顔と 手 はどうし 

て も 皮の 物 を 使わねば ならぬ と 思った。 鼻と 口のと こ 


ろ は 呼吸 をす るので、 それが 凍って 凍えそう だ。 槍 肩 

は 西から 吹き上げた 風が すぐ 槍 沢へ 吹き下ろ すので、 

雪庇 はで きないら しい。 槍の 穂に ついている 雪 は 凍つ 

ていないし、 また 雪崩 を 起す ような 軟 かい 雪で もな く ■ 

アイゼンで ちょうどい いくらいに 締 つてい る。 しかし 

傾斜が 急な の で 手掛リ の あると ころで ない と 不安 だ。 

それで ほぼ 夏 道 を 右に 見て、 南向きの 岩 尾根 を 登り、 

頂上 附近で 夏 道に 上った。 頂上 は 肩 や 槍 沢 等より ズッ 

と 風が 弱く、 長く いても さほど 寒くない。 雪 も 少しし 

かなく、 祠も 三角 標石 も 完全に 出て いる。 子 槍と 大喰 

岳の あたりが ときどき 見える だけで、 霧の ために 冬山 


の 大観 は 得られなかった。 

一 一月 頃 は 快晴と いう 日 は 一 週間に 一 日く らいし かな 

いよう だ。 しかし 十四日と 十五 曰に 朝 四時 頃 星が 出て 

いたし、 雪 もちら ちら 降って くると いう 程度であった 

から、 晴天のう ちか もしれ ない。 

槍 沢の 雪 は 僕の 歩いた 一 一日と も アイゼンで ちょうど 

いいくら いに 締 つていた から、 こんな 日 は 雪崩の 心配 

はない らしい。 

上 高地 は 弥陀 ケ原 のように 凄く 吹雪かない から、 遊 

び 半分に 行っても いいと 思う。 


立山 

三月 十七 日 

快晴 千 垣 

九丄ー 〇 藤 

橋 一一 • 三 〇 

I  二 丁 一  五 

材木 坂 頂 二 - 

四 五 弘法 

六 • 三 〇 

雪 は 千 垣で 二 尺、 藤 橋で 四 尺く らい はあった。 藤 橋 


まで 人の 歩いた 跡が あるので スキ ー はかつ ぐ。 藤 橋に 

は 土木工事の 人が いつでも いるが、 ホテルの 番人 は 一、 

一 一 月頃 はいない。 材木 坂 は 森林帯 だから 危険 はな いが、 

天気が よかった ので ス ノウ • ボ ー ルが ドン ドン 落ち、 

気味が 悪い。 スキ ー の 下手な 僕 は 三月の 立山の 嶮は材 

木 坂ではないだろう かと 思った。 この 坂 を 登りき つて 

から は、 スキ ー は 一寸く らいし か 沈まない ので 楽 だ。 

富 山 高校の 人が 立山に 登り、 三日 ほど 前に 下りて きた 

という シュプ ー ルが 残って いるし、 積雪 期 は 見通しが 

きくので 道 を 迷う こと は 少ない。 薬師から 大日までの 

山が ァ— ベ ント . グリュ ー ェンに 燃えて 素敵 だ。 弘法 


小屋 は 屋根が ちょっと 出て いる だけで、 南側の 小さい 

窓から 入る。 毛布が たくさん あるので 火 は 焚かない。 

水 は 小屋の 中の 炊事場に 流れて いる。 

三月 十八 日 

晴 弘法 五 - 

四 五 室 堂 

九 • 一  五雄 

山 神社 一 一 - 

〇 〇 弘法 

一 丄ニ 〇 I 


二  • 〇〇 材 

木 坂 頂 三 • 四 

五 藤 橋 六 - 

〇 〇 千 垣 

七 • 五 五 

今日 もい い 天気 だ。 フライ 饅頭 を ゥンと 食って 出か 

ける。 雪 は ウィンド. クラスト になって いて ラッセル 

は 楽 だ。 鍬 崎 山が モルゲン •  口 ー 卜に 燃えて いる。 天 

狗 平で 真白い 雷鳥 (目 や 嘴 や 尾の 一 部 は 黒い よう だが) 

が 白樺の 枯木に 止って 連れ を 探して 鳴いて いる 情景 は 

冬に はとても 見られぬ。 室 堂の 北側 はスカ ブラに なつ 


て 土台まで 出て いる。 この辺の 積雪量 は 去年の 五月 

(大木 君、 永 楽 君と 来た) と 変らない。 一 ノ 越の 少し 下 

で アイゼン を 履く。 尾根 は アイゼンで ちょうど いいく 

らいの 雪が ズッと つづいて いる。 風が 少しもな いので 

暑い。 雄 山 神社の 雪の ッ ララが 溶けて 落ちる くらいだ。 

乗 鞍 以南 は 春霞で 見えぬ。 笠、 黒 部 五郎、 薬師 等 は 真 

白 だが、 槍、 穂 高、 後 立山の 連峰 は 思った より 黒い。 

帰り は 雪が 溶けて あまり ヒら なかった。 天候 も 崩れ そ 

うだし、 予定より 早く 弘法に 帰れた ので、 荷物 を まと 

めて 山 を 下る。 風が 少し 出て きて 天狗 平の 尾根 は 小さ 

い 雪煙 を 上げて いる。 森林帯に 入って から 佐 伯 八郎ほ 


か 三 名 を 連れた 三人の パ ー ティの 登って くるのに 出会 

う。 また 材木 坂に は 時間 を 食われる。 藤 橋で スキ ー を 

脱ぐ。 二日 間の 晴天で この辺の 雪が 大変 少なくな つた 

のに 驚く。 

奥 穂 高 岳 

三月 三十 一 日 

晴後雪 柏 矢 

町 六 • 三 〇 

山番 小屋 八 - 


五 五 常 念 小 

屋三. 一 五 

中 山 峠 五 • 三 

〇  一 ノ 侯の 

小屋 八 • 三 〇 

一 ノ沢を 取り囲む 山 は 二月より は ズッと 雪が 少なく 

なって いた。 一四 〇〇 メ ー トルく らいから スキ ー を 履 

く。 だいぶ 以前に 通ったら しい パ— ティの シュプ ー ル 

が ところどころ 残って いる。 谷が 狭くな つてから 左側 

の 小さい 尾根に 常 念 道と 書いた 布が 結びつけて ある。 

ここ を 過ぎす ぐ 左から 入つ てく る 小さい 谷 を 登る。 こ 


のとき は 雪が 降り だし 霧が 巻 いて 山が 見えな くな つ た。 

この 谷 は 雪崩が 出て いて 靴の まま 歩いても 苦しくな 

かった から スキ ー はかつ ぐ。 コルに は 雪庇と いわれる 

ほどの ものはなかった。 尾根 は 今 降った 雪が ついてい 

る だけ だが、 森林帯 は 雪が 多く、 常 念 小屋 は 屋根が 出 

ている きりだ。 ここから 下り はスキ ー にょいと 思って 

いたが タン ネが 茂リ 過ぎて いるし、 雪が パン パンに 

なって いるので 上の 方 はスキ ー をぬ いだ。 中 山 峠 は 初 

めて で 心配した が 地図の 見当で あたって いた。 上下と 

もスキ ー を かついで 雪崩の 跡 を 伝う。 思った より 楽 だ。 

ニノ 俣 は 大きな 川が 流れて いるので、 しばしば 高 廻り 


を させられた。 赤 沢 岳から 底 雪崩の 凄い 奴が たくさん 

押出して いるし、 暗くな リ雪も 止まぬ ので 随分 弱った。 

一 ノ 俣の 小屋に は 法 政の 人々 が 泊って いたので 大変 御 

馳走に なった。 ルック ザ ックを 干して 寝たら、 夜中に 

は 火の 中に 落ちて だいぶ 焼けて しまった。 僕 は 山で は 

火の 恩恵に 浴され ない らしい。 

四月 一 日 快 

晴  一 ノ误 一 

〇 • 〇〇 唐 

沢 谷 入口 一 


穂 高 の 岩場 

四. 四 〇 I 

五丄ー 〇 唐 

沢 岳 五 • 四 〇 

横 尾 岩 小屋 一 

〇 . 三 〇 

今日はい い 天気に なって、 大喰 岳が モルゲン • 口 ー 

トに 燃えて いる。 法 政の 人に 針と 糸 を 貰って ルック 

ザ ックを 縫い、 不要の 物 は 小屋に 置いて、 その 人達と 

一 緒に  一 ノ侯を 出発す る。 横 尾の 出合まで は 二月より 


ズ ッ と 悪くな つてい る。 法 政の パ ー ティ は 上 高地 へ 下 

る。 横 尾 谷 は 川床 伝いに 登る。 屏風岩から 麈 雪崩が 盛 

んに 落ちて、 昨日の 新雪 は 黒い 岩に 変って しまう。 唐 

沢 谷に は 北 穂 高の 東 尾根から 相当 雪崩が 出て いる。 一 一 

六 〇〇メ —トルく らいまで 登って から アイゼンに 変え 

る。 脛まで 潜る ところ も あるが 雪崩の 跡 を 伝って 肩へ 

登った。 寒い 風が 吹いて いる。 奥 穂の 岩場の ちょっと 

したと ころが 登れなかった ので、 唐 沢 岳へ 登って みる。 

浅 間、 八ケ 岳、 南の 山 等が ァ ー ベント. グリュ ー ェン 

に 燃えて いて 嬉しかった。 帰り は 雪が パン パンに なつ 

ていて 横 、にり に 悩む。 横 尾の 岩 小屋に 八 高 出身の 桑田 


氏が いたので 泊めても らう。 

四月 二日 曇 

岩 小屋 四 • 三 

〇 穂 高 小屋 

一 一 • 三 〇 

奥 穂の 頂 一 - 

三 〇  一 ノ俣 

七 • 〇〇 

桑田 氏が 奥 穂へ 登る というので 連れて行って もらう。 

奥 穂の 岩場で ちょっと 参った が、 同氏の 切った ス テツ 


プを迪 つて やっと 登った。 こうして 随分 苦しんだ ので 

奥 穂 高 岳の 頂上に 立 つたと き は、 霧で 眺望 はき かな 

かった が、 とても 嬉しかった。 下り も 僕 は 随分 ブレ ー 

キ になって 桑田 氏に はお 気の毒だった。 岩 小屋に 帰つ 

てから も 大変 御馳走に なった。 一 ノ 俣の 小屋 はこの 日 

僕 一 人 を 待って いて くれた。 

四月 三日 快 

晴  一ノ俣 

五 • 三 〇 徳 

本 峠 一 〇 • 三 


〇 島々 三 • 

三 〇 

とてもい い 天気 だ。 徳本を 越す に は 惜しい 日 だが、 

仕方がない。 山に 登る ことが 仕事で はない の だから。 

徳本は スキ— をぬ いで 人の 歩いた 跡 を 伝う。 岩魚 止よ 

リ下は 雪がなかった。 

白馬 岳 

四月 二八 日 

晴 四 谷 八. 


二 〇 白馬 尻 

一二-一  〇 

白馬 頂上 四 - 

三 五 白馬 尻 

六 • 〇〇 猿 

倉 七 • 〇〇 

二 侯に は 発電所が できる らしく、 工事の 人が たくさ 

ん いる。 その 水の 取 入口が 猿 倉の 少し 下に あるので、 

途中まで いい 道が ある。 一 〇〇〇 メ ー トルく らいから 

スキ ー を 履き、 一三 〇〇 メ —トルく らいまで 登って か 

ら、 雪が 堅い ので スキ— その他 不要の もの を ブナの 木 


の 根に 置いて 行く。 川から 離れて 左側 を 相当 高 廻りす 

る。 白馬 尻に は 大きな 雪崩の 跡が ある。 二日 前に 降つ 

た 雪が 両側の 急な 谷から、 今、 底 雪崩 を 起して いる。 

大雪 渓は 思った より 広く 傾斜 も 緩い。 今朝 猿 倉から 

登った 大学の パ— ティが 痛快に ヒ つて 下りて くる。 僕 

は マッチ を 忘れて きたので、 先頭の 人に 話して 一 つ 貰 

う。 天気が いいので、 この辺 は 靴の 上まで 潜る。 三時 

頃から 強い 風が 吹き下ろ しだした。 小 雪渓 は 意外に 長 

く、 雪 は 頂上の 小屋の 上まで も つづいて スキ— 登山の 

山と して 理想的 だ。 尾根 はまつ すぐに 立って 歩け ぬ ほ 

ど 風が 強い。 富 山 平原から ネ ー ベル •  メ ー ァが押 寄せ 


てきて、 雲の 海の 上に 立山の 連峰が はっきり 浮んで い 

る。 白馬の 頂きに 立った とき、 初めての 夏山 入りの 思 

い 出 (蓮華 温泉から この 頂きに 立った とき、 こんなす 

ばらしい 山が 日本に も あるの かと 驚き、 劎を 見て 槍 だ 

くびき 

と 思った 頃の こと) が 浮んで くる。 頸 城の 山 もなかな 

か 素敵 だ。 スキ ー はなくても 下り は 早い。 スキ ー を 置 

いたと ころから 少し 下る と 猿 倉の 小屋が 見つかった。 

神 戸 徒歩 会の 人が トリ コニ ー の 鎮靴を 履いた 案内 を 連 

れ ている。 案内に 白馬の 頂きで 黒 姫 山が わからな かつ 

た と 言 つたら、 そんな こと はない 大 雪渓の 辺から ズッ 

と 見える と 行った。 これで はト リコ 二 ー が 泣き はしな 


いだろう か。 そして 湯 を 一 杯 貰う のさえ 礼を言つ たが ■ 

翌日 白馬 館で 薪 代 を 取られた。 

四月 一 一十 九日 

晴 猿 倉 八- 

〇〇 小 日向 

頂上 九 • 四 〇 

猿 倉 一 〇 • 一 

〇|  一  一  • 〇 

〇 四 谷 一- 

三 〇 


天気が いいので スキ ー を 履いて 小 日向 山に 登って み 

た。 白馬 連峰 を 見る のにい いところ だ。 帰り は 雪が 溶 

けて 水分が 多く、 スキ ー が あまり ヒら ぬので 嬉し かつ 

た。 、にる と 転ぶ からだ。 徒歩 会の 人 は 二日と も ノビ 二 

ズムを 研究して いた。 帰りに 徒歩 会の 人と 附 合い をし 

たら、 自動車が 二十 分 遅れて 電車に 間に合わず、 松 本 

で 十二時まで 待た された。 僕はパ ー トナ ー として は 恵 

まれない よう だ。 

(一九二 九. 一 一) 


一 月の 思い出 

 劍沢 のこと 

一 月の こと を 思い出す の は 僕に は 耐えられぬ ほど 苦 

しい。 だが それ を どうしても 話して しまわなければ、 

僕 は 何だか 大きな 負債 を 担って いるよう な 気がして な 

りません。 偶然 同じ 小屋に 臥し、 同じ 路を 歩いた 六 人 

の ：？arty と 一人の Stranger との あいだに 醸成され た 

感情、 そんな 些細な、 つまらな いこと をと 言って しま 

えば それまでで すが、 少なくとも あのと きの 僕の 不注 


意と 親し みの 少ない 行動と を 思 い 出す と、 その 貧しい 

記憶の 残り火 を 過去の 灰の 中から かき 立てて ここに 記 

す こと は、 僕と しての 義務で あり、 またそう 努力す る 

ことが、 今 はない 六 人に 対する 心ば かりの 弔意で ある 

とも 思われる のです。 

ちょうど 去年の 暮の 三十日の 朝、 雪の 立山に 魅せら 

れた僕 は、 いつもの ボロ服 姿で 千 垣に 着きました。 芦 

峭の佐 伯暉光 氏のと ころに 寄って あの人 等が 先に 登ら 

れ たと 聞き 少なからず 心強く 思った ことです。 雪 は 藤 

橋で もわず か五寸 ほどで、 材木 坂の 大部分 はスキ ー を 

かつぎ、 それから も 桑 名まで は 雪が 少なくて 夏 道より 


他 は ブッシュ で とても 歩け ず、 ブナ坂 や 刈 安 峠はス 

キ ー を 脱いだ くらいです。 しかし あの人 等の 走 跡が 

あった だけに、 迷う こ ともなく、 ラッセル もしないで 

すんだ わけです から、 どんなに 楽だった か 知れません。 

この ことに ついては 僕 は、 前に シュプ —ル をつ けて く 

れた人 等に 対して 感謝の念 を 持った のみで、 その後と 

きどき このような 立場に ある 単独 登 行者に 対して、 悪 

意と しか 思われない ほどの 非難 を 聞きます が、 そんな 

こと は 全く 思いお よび もしませんでした。 

小屋に 着いた とき は 四 人の 人 等 は みんな スト ー ブの 

まわりで、 スキ ー や 山の 話で 夢中だった ように 思い ま 


す。 福 松 君と 兵 治 君 は 炊事場の 囲炉裏に あたって 何 か 

していました。 僕 は そこへ 行って 御馳走に なりながら、 

藤 木 氏 ゃ津田 氏の 話 をした ように 思います。 夜 は 僕 は 

囲炉裏の 側で 兵 治 君 を 真ん中に して 福 松 君と 三人で 一 

緒に 寝た のでした。 四 人の 人 等 はいつ も 小屋の 中に 

張った テントに 火鉢 を 入れて 寝られた ようです。 

三十 一 日の 朝 は 霧が 深く 雪 も チラ チラ 降って いまし 

た。 福 松 君が 目を覚 して 天気 はどう かと 聞いた ので、 

大変な 霧 だと 言ったら、 それじゃ 駄目 だ、 三月 頃なら 

頑張って みるが、 今頃 はこん な 日で も 鏡 石 辺から 上 は 

必ず 強い 風が 吹いて いて 危険 だ、 など 話しました。 福 


松 君 は 風邪 を 引いて いて 僕が 薬 を 上げた が、 いつもよ 

リ 元気が 無かった ようです。 明るくな つてから 田 部 氏 

と 福 松 君の 他 は 一 人ず っスキ ー の 練習に 出かけました。 

小屋より 一 一町 ほど 西で 小さい 谷に 面した ところです。 

土屋 氏が 一 番 熱心の ようでした。 僕 は 殆んど 見て いて 

一 緒に ヒる こと は 稀でした。 昼頃から 霧が 晴れ 鏡 石 辺 

から 見える ようにな つたので、 福 松 君 を 残して みんな 

で 板 倉 氏の 霊 を 弔いに 松 尾 峠へ 行く ことにな りました。 

それで 僕 もつ いて 行った のです が、 だまって 挨拶 もし 

ないで ついて 行った の はいけ なかった のです。 うつか 

りして おった のです が、 変な 奴 だと 思って いられた よ 


うです。 追分の 小屋で ちょっと 休んで、 いつも 僕 等が 

温泉の 方 をの ぞくとき に 行く ような ところから 右 へ 急 

な 斜面 を 登って 松 尾 峠に 着きました。 終始 兵 治 君が 

ラッセルして くれました。 このと き 一度で も 僕が 代つ 

ていたら どんなに あの人 等の 気持 を 親しくして いたか 

知れない と 思わずに はいられません。 峠の 上で ちょつ 

と 休んで これから 帰ろうと いうと きにな つ て 田 部 氏が 

僕に、 僕 等 は 僕 等 だけで 写真 をと りたい から、 すまな 

いが 君 は 先に 帰って くれません かと 言われました。 そ 

のとき 僕 は 考えた。 今き たと ころ、 あの 急 斜面、 しか 

も 右手 温泉 側はド カツと 落ちて いる あそこが どうして 


スキ ー の 下手な 僕に 安心して 下れようと。 今では あん 

なと ころ はスキ ー を 脱いで 下れば よかろうと 思つ てい 

ますが、 あのと き 僕 は ハァと 答えた ものの あの人 等の 

下られる 松 尾 峠の 北 斜面 を 横目に みながら 後戻りす る 

力はありませんでした。 そこで 現 由 を 話して 一緒に 写 

真に 入る のが 困 るんだ つたら 僕 は 写真に 写らない よう 

に ズッと 後から 行きます と 言えば よか つ たんだが、 そ 

れ だのに 僕に そのた だ 一 言いう だけの ほんのち よ つ と 

の 勇気が どうしても 出ない のです。 それが いつでもな 

ん です。 ほんと に 自分で も 情なくなる のです。 しかし 

ここで 彷徨して いるの は 一 層い けない と 思って 反対の 


西の方へ 尾根 を 歩いて 行った のです。 田 部 氏が そこら 

を 歩き 廻つ て 足跡 をつ けて はいけ ない と言われ るの を 

後の方へ 聞きながら 、にって しまいました。 そのと き は 

別に 悪い こと をした と は 思いませんでした。 あの人 等 

は 北 斜面 を、 U られの だし、 僕 は 温泉に 下る 急な 広い 尾 

根に な つ ている 真白い 斜面 を 左下に 見ながら 真西に 

、にった のです から。 それで かなり あの人 等が 気 を 悪く 

された こと は、 思わずに はいられません。 今なら 冬の 

立山が 何 だと 思って いますが、 あの 頃に はほんと に 心 

細くて、 経験の 深い あの人 等に ついて いないと 危険 だ 

とさえ 思い、 できるだけ あの人 等の 気を悪くす まいと 


思って いました から 決して 反抗的に したので はな かつ 

たので、 自ら 慰めて はいます が —— 。 帰り は 追分 附近 

から 雪が 降り出し、 皆で 登って きた シュプ —ル をた だ 

一人 漕いで 弘法に 帰りました。 小屋の 内に 入って 福 松 

君と 二言 三 言 話して いるう ち、 威勢よ く 声 を 上げて 笑 

いながら 帰って こられました。 そして 君の スキ ー はま 

るで ヒら なかった じ やない かと 言う 窪 田 氏の 声と、 よ 

し 覚えて おれ 急 斜面に 行ったら うんと いじめて やる か 

ら と 言う 田 部 氏の 大きな 声 等 聞え ました。 それから 小 

屋の中 は 急に にぎやかに なりました。 明日 は 元旦 だが、 

もしお 天気が よくな つたら 登つ て 行かねば ならず、 


ゆっくりお 正月 気分 を 味う ことができ ぬと 思われた の 

か、 この 夜 持って きた 餅 を 炊いて お 正月の ように 賑か 

な 夕食 をされ ました。 それで 兵 治 君が 僕に も 餅 を 分け 

て くれました。 そして 言う に は 初め 自分 はこうい う 者 

ですから、 なにとぞ よろしく 御願いしますと 言って 挨 

拶 すれば よかつ たんです よ、 まるで 知らない 人に だ 

まって ついて こられる と 誰 だ つ てち よ つ と 不愉快に な 

るので すよ —— と 親切に 言って くれました。 それで 僕 

は 初めて 自分の 不注意に 気がつき、 名刺 を 持って いな 

かった ので 手帳の 紙に R • C • C 加 藤 文 太郎と 書いて 

どうか よろしくと 言つ て 渡した のです。 そのと き 窪 田 


氏が 「うん」 という 風に うなずかれ たと 思います。 そ 

の 夜 は 福 松 君が 板 倉 氏の 話 をして くれました。 それ か 

ら福松 君 は 昨年 三月 弘法の 下で 僕が 会った パ ー ティの 

なかに おった そうで、 あれから 後の こと や、 劎の 悪場 

に は 自分 等が ある 夏、 太い 針金 を 取 付けて おいた とか、 

こんど は 兵 治 君が 案内す るので、 それで 行けなかった 

ら 自分 も 頑張って みる 等と 話しました。 

昭和 五 年の 元旦 は 霧と 雪と で 明けました。 いつに 

なったら 登って 行ける の やら。 兵 治 君 は 無理 をす ると 

危険です ぞ とよく 言った し、 我々 案内で すら 霧に 巻か 

れ ると 方角が わからず、 この 小屋の 附近で 露営した こ 


とさえ あるんで すと も 言った。 僕が 例の 斜面の 西 向の 

緩い 方 を、 U つてい ると、 土屋、 松 平、 窪 田 三 氏と 兵 治 

君が やって きて 急な 北向きの 斜面 をヒっ て おられ まし 

た。 霧が 薄くな つたと き、 代り代りに シネ かなん かで 

他の 人 等が 一 緒に ヒ つて 下りて くるの を 撮影され てい 

ました。 スキ ー は どなた も 上手でした。 土屋 氏が 松 平 

氏に 何々 温泉のと きより うんとう まくな つ たねと 言わ 

れ るの や、 東京に 帰ったら これ を 映写 するとき、 コン 

パを やろう じ やない か 等の 会話が 聞え ました。 それ か 

ら その 谷 を 北へ 渡り 尾根に 登って それ を 伝い 少し 東へ 

行った ところで 急に 兵 治 君が や ー あそこに 兎が 寝て い 


るぞと 言つ て 小さい 谷の 中腹 を 指さし ました。 見る と、 

一 本の 木の 根元に 雪孔 があって そこに 兎が いたのです。 

そこで 兵 治 君が 、にって 追い かけながら 杖 を 投げた が、 

当らず、 向いの 尾根に 逃げて しまいました。 それ を 土 

屋 氏が 撮影され 谷 を 弘法の 方へ 渡って、 小屋の 北側の 

急 斜面で、 また みんな 熱心に スキ ー の 練習 をされ まし 

た。 午後に なって 霧が 晴れ、 快晴に なった ので 写真機 

をと りに 小屋に 帰る と 福 松 君が こんなと きに たくさん 

写して おきなさい、 なにしろ 冬の 立山 だから 悪くな つ 

たらい つ 晴れる か 知れない し、 いい 記念に な るんだ か 

らと 言いました。 それで 田 部 氏 も 土 屋氏も 大きな カメ 


ラを 持って 出かけられました。 僕 は 水 野 氏から、 同志 

社の 児 島 氏が 正月 劎に 登られる と 聞いて いたので、 今 

日 あたり こられる かも 知れぬ と 思って、 桑 谷の 上まで 

行って みました。 そして 何度か ェ ー ホ ー と 声をかけて 

みました が、 返事はありません ので また 一人 引返し ま 

した。 立山の 連峰が ァ— ベント • グリュ —ェン に 燃え 

て 素敵でした。 小屋に 帰って みると、 あの人 等 は 熱心 

に纽登 行に ついて 相談して おられました。 僕が 囲炉裏 

の 側で いつもの フライ 饅頭 を 食って いると、 福 松 君が 

そんな 物ば かり 食つ ている とから だに 悪い からと 言つ 

て、 熱い 御飯と お 汁 を 入れて くれる のでした。 その 夜 


はすば らしく たくさんの 星が キラ キラ 瞬いて いました- 

福 松 君が こんなに 星が 明滅す るの はよ くないと 言って 

いた 通り、 次の 日 は 午後から ひどく 荒れました。 

二日の 朝 は 快晴だった ので、 あの人 等 は 朝早くから 

起きて 準備され ました。 僕が 毛布 を罐に 入れ、 荷物 を 

まとめて いると き、 あの人 等 は 出発し、 田 部 氏 は 後 頼 

むよ と 言って 行かれました。 僕 は それから すぐ 支度が 

できた ので、 小屋の 中 を 見廻って これでよ いと 思って 

から 皆の 後 を 追いました。 追いついた とき 田 部 氏が 僕 

に、 君 は どこへ 行 くんです かと 尋ねられ たのです。 そ 

れで、 僕 はいけ なかった なと 思って 何と 挨拶し ようか 


とちよ つと だまって いると、 福 松 君が、 室 堂に 行 くん 

でしようと 答えて くれました。 追分 小屋の 附近から 僕 

が 先頭に な つて ラッセルし、 福 松 君の 言うよう に 夏 道 

に 沿って 進む うち、 姥 石のと ころで 窪 田 氏が こっちが 

いいと 言って 自分で 先頭に なられました。 天狗 平から 

雪 は クラスト になって いました。 鏡 石のと ころで 

ちょっと 休んで 少し 進んで から、 あの人 等 は 地獄 谷 を 

通って 鍾 沢の 小屋に 行かれる ので 別れました。 このと 

きの 何だか 物足りない 淋し さ、 にぎやかだった この 数 

日間、 それ はこのと きの 淋し さ を 一層 深め、 いつもな 

ら後を 振り返 リエ ー ホ ー と 声 を 送って それ を まぎらす 


ちの を。 

室 堂の 側に 荷物 を 置いて、 一 ノ 越に 登りました。 雪 

を まじえた 強い 風が 吹いて いて アイゼン を 履く のに 弱 

りました。 尾根 も 風が 強く、 這うよう にして やっと 頂 

上に 登りました。 薄い 霧が かかって いて 遠くの 山 は 見 

えません。 雄 山 神社の 写真 を 二 枚 写して すぐ 下り まし 

た。 室 堂の いつも 開いて いる 北 窓の 下 は 風の ため 土台 

まで 出て いて、 この 窓から はちよ つと 入れません でし 

た。 それで 南側の 浄土 山に 面した 窓から 入りました。 

この 窓 は トタンで 打ちつ け、 その上に 筵が かけて あり 

ましたので、 それ を 巻いて 入った のです。 これ はいけ 


ない こと をした、 こんな こと をし なくと も、 もう 少し 

努力 すれば 北 窓から 入れる のです のに ちょっと 吹雪い 

てきた ので 早く 入ろうと 思って、 とんだ こと をして し 

まいました。 これが ため 芦崎の 案内の 人々 や、 その他 

多くの 人に 誤解 を 受け 非難 さ れ ました。 お詫びし なけ 

れ ばな りません。 

三日の 朝 は 霧が 掛っ てい ましたが、 非常に 明るい の 

で どうやら 良くな りそう だと 思 つ て劍 沢に 向いました- 

室 堂から 東へ ヒ つて 谷に 下り、 それに 沿って 行き まし 

た。 雪が 少ないた めか ところどころ 水の 流れが 見え ま 

す。 霧 はすぐ 晴れて 快晴に なりました。 雷鳥 沢の 南側 


の 尾根 を 登り ましたが、 意外に 高い ところまで 粉雪が 

積って いました。 乗越 は 強い 風が 吹いて、 西の方 は弥 

陀ケ 原まで よく 晴れて いますが、 黒 部 谷 は 雲が 一 杯 

詰って いて、 鹿 島 や 五竜が 真白い 頭 を ちょっと 出して 

いる だけです。 また 早 月に も 雲が あってと きどき 劎を 

かすめて います。 劎 沢の 雪 は クラストでした。 ちょつ 

と 下つ て鈕 沢の 小屋 を 見出した とき はほんと に 嬉し 

かった。 小屋の 中に 入って みると、 あの人 等 は スト— 

ブを 囲んで 愉快そう に 話 をされ ていました。 僕が 

ちょっと 挨拶す ると、 昨日 君が  一 ノ越を 登って いるの 

を 見て みんな 心配した ぜ、 あんなに お天気が 悪かった 


ん だからね と言われました。 僕が、 今日 みんなで 劎に 

お登りに な つ たら どうでしょう と言うと、 今日は 風が 

強いから 駄目 だと 言われました。 それで 僕 は、 今晚こ 

こへ とめて 下さいません かと 言つ たんです。 ほんと に 

ずうずうしい 考え方で すが、 みんなに 連れられて 劎に 

登りたい と 思って いたのです。 そのと き 窪 田 氏が、 と 

めたい けれども もしお 天気が 悪くな つて 一 人で 帰れな 

くなる といけ ないから 今日 帰った 方が いいと 思う と 言 

われました。 それで 僕 は 今度 はすみ ません が 貴下の 

パ ー ティに 入れて 下さいません かと 言つ たんです。 そ 

したら 窪 田 氏が、 君 は 一 人 だから パ ー ティと 言う こと 


がわから ぬで しょうが、 パ ー ティの なかに 知らない 人 

がー 人で もい る こと は 不愉快 なんです。 また 昨年の 乗 

鞍の 遭難に ついても、 知らない 人々 でパ ー ティ を 作つ 

たため だとい う 非難 も あるから、 お気の毒 だけれ どこ 

んど はお 断りす ると 言われました。 そしても しこの 小 

屋に 泊りたい と 思われるなら 案内 者 を 連れてき たまえ- 

案内 者 を 連れぬ 人 はだいたい 小屋 は 使えない のです。 

案内 者 を 傭う お金が おしいなら 山に 登らない がいいで 

しょうと 言われました。 福 松 君 も 児 島 氏の 組になって 

きなさい と 言います。 僕 はもう この 小屋に 泊る こと は 

あきらめ たので、 兵 治 君に、 今日 だったら 劎に 登れ ま 


すよ、 お天気 は 大丈夫 だし、 どうでしょう 登りません 

かと 言って 誘って みたんで す。 すると 兵 治 君 は、 登れ 

るなら 君、 登って 見 給えと 言いました。 そうだ、 ほん 

とに 僕 はずう ずう しい 考え を もっていた。 一人でき な 

がら、 他人の 人 等の 助力に よって 山に 登ろう 等と 考え 

たこと はほんと に 悪かった。 一人で 山に 登る の もい い。 

だが、 他の パ ー ティの 邪魔に なったり、 小屋の 後 片付 

けにつ いて 非難 を 受けたり する ようで は、 山に 登る 資 

格 はない。 また これらの ことが 全部 避け 得られても、 

なお 山麓の 村人に 心配 を かける ことのみ はどうしても、 

避け 得られないだろう。 變は劎 に できるだけ 近くまで 


行って みたい と 思った ので 早 月の 方の 写真 をと つてく 

ると 言って 出かけました。 そのと き、 あの人 等 は 御飯 

をた ベません か、 お菓子 はどうで すかと 言って 下さい 

ました。 例の 別 山 尾根の 鞍部に スキ— を 置いて、 軍隊 

鈕に 登りました。 雪 は 少なくて 柔 かでした から、 偃 松 

を 掘り出して 足場 を 作りました。 平 蔵の 手前に、 早 月 

側 は 急な 雪 もつ いていない ガラ 場で、 平 蔵 側は柔 かい 

雪が 非常に 急に 谷に 落ちて いる ちょっと 悪い ところが 

あります。 ここで 僕 は 前進が でき なくなり、 ようやく 

引返しました。 あの人 等 は 例の 鞍部で スキ ー の 練習 を 

されて いました が、 僕が 下りて いくと、 急いで 帰られ 


ました。 小屋に 入って 水 を もらい、 ちょっと 休み まし 

た。 皆 は、 御飯が もう 少しもなくて 気の毒 だと 言って 

おられました。 そのと き、 松 平氏が お菓子 を 出して あ 

げ ないかと 言われ ましたが、 僕 は 有難う ございます、 

いろいろ ご 厄介に なり ましたと 言って お別れし、 一 人 

で、 別 山 を 越えて 帰りました。 このと き は、 この 前 ほ 

ど 淋しく はありませんでした。 それ は 劍には 登れな 

かった が、 行ける ところまで 行き、 なすべき をな した 

という 気持から でしよう。 しかし これが 最後のお 別れ 

だと 知っていたら、 どんなに 僕が 悪人で あろうと、 必 

ず 声 を あげ て 泣いた でしよう。 


四日の 朝 は どんより と 雲って いました ので、 悪くな 

るな と 思って 急いで 支度 をし、 室 堂から 出ました。 窓 

のと ころ は 元の ように トタン を 抑えつ け、 その上に 筵 

を 掛け、 できるだけ 完全に 閉めた と 思います。 立山と 

室 堂へ お辞儀 をして 下って 行きました。 天狗 平 を 右下 

に 見て 高 廻りし、 弥陀 ケ 原に 斜滑降で 下ります。 窓に 

寄って、 薬師から 五色 ケ原を 背景と して 温泉の 谷 を 写 

真にと りました。 弘法で ちょっと 休んで すぐ 下り、 桑 

谷で 迷って いるう ち、 偶然に も 誰かの シュプ —ルを 見 

いだし、 ほっとして それに 従って 下りました。 後で 

知った ので すがこれ は 同志 社の 児 島 氏の パ ー ティの 


シュプ ー ルで、 児 島 氏の パ ー ティ もちよつ と 迷って 

困って いると き、 僕の シュプ ー ルを 見つけて 登られた 

そうです。 ちょうど ここで 行き違い にな つたので す。 

ェ ー ホ ー と 声をかけて みました が、 遠く離れて いるの 

か 返事はありませんでした。 この 時分から 雪が 盛んに 

降り だし ましたが、 もう 道 を 迷う こ ともなく 呑気で し 

た。 材木 坂 はスキ ー を 脱いで 下りました。 藤 橋に 着い 

たと き は 疲れて 千 垣まで 歩く 元気が 出ませんでした。 

五日の 朝 はちよ つとの あいだ 雪が 降って いました。 

そして 材木 坂の ブナ 林が 新雪で 綺麗に 飾られて いまし 

た。 芦崎の 佐； 暉光 氏のと ころに 寄って、 小屋 料 を 渡 


しました。 去年の 三月 弘法に 泊った 分 も 一緒に。 そし 

て 千 垣に 着いた の はお 昼でした。 

幾度 登って みても、 あの 立山 は 変らない。 だが、 も 

う 二度と 再び あの人 等に お会いす る ことができ なく 

なった と は、 たとい 僅か 数日の 交りであった にしても 

なんという 悲しい 思い出だろう。 山で 会った 人と 人と 

の 懐し さ！ 

ああ 今 はなき 先輩 諸兄よ、 スキ ー よ、 山よ、 シ ー ハ 

ィル、 シ— ハイル！ 

( 一 九 三 〇) 


厳冬の 薬師 岳から 烏帽子 岳へ 

昭和 五 年 十二 

月 三十日 雪 

猪 谷 九 • 三 〇 

土 十二  • 一  〇 

大多和 二 • 五 

〇( 零下 一 度) 

積雪 一 尺 

十二月 三十 一 

日 晴 大多 


和 八. 三 〇( 零 

下 三度) 大 

多和峙 二  了 

〇〇 積雪 三尺 

有峯三 • 〇〇 

積雪 二 尺 真 

川 峠 八 • 三 〇 

真 川の 小屋 一 

〇 . 〇〇 (零 

下 一 四 度) 

積雪 四 尺 昭 


和 六 年 一 月 一 

日 曇 真 川 

の 小屋 八 • 三 

〇( 零下 八 度) 

太郎平 ー丄ー 

〇( 零下 六 度) 

上ノ 岳の 小屋 

二  • 三 〇 (零 

下 七 度) 

一月 二日 雪 

滞在 八 • 〇 


〇( 零下 一 一度) 

一 二 •〇〇( 零 

下 五 度) 四- 

〇〇 (零下 六 

度) 

一 月 三日 午 

後 快晴 八 - 

〇〇 (零下 一 

一 度) 上ノ 

岳の 小屋 一 


師沢 乗越 一 

二  • 三 〇 薬 

師岳ー 一 . 五 〇 

(零 下 十 三 

度) 上ノ岳 

の 小屋 五 • 一 一 

〇 (零下 一 〇 

度) 

一 月 四日 曇 

上ノ 岳の 小屋 

八 • 〇〇 黒 


部 五郎 岳 一 

ニニ 〇 ( 零 

下 八 度) 三 

侯 蓮華 岳 四 - 

五 〇 三 侯 蓮 

華の 小屋 五 - 

三 〇 (零下 三 

度) 

一 月 五日 雪 

滞在 八 • 〇 

〇( 零下 一 一度) 


四 • 〇〇 (零 

下 一 度) 

一 月 六日 雪 

三 侯 蓮華の 小 

屋七 • 〇 〇 

鷲 羽 岳 九 • 〇 

〇( 零下 七 度) 

黒 岳 二  了 三 

〇 野 口 五郎 

岳 六 • 三 〇 

避難 地 七 • 〇 


〇l 九 • 〇〇 

三ッ岳  一一 了 

〇〇 烏帽子の 

小屋 一 一 . 〇〇 

一 月 七日 快 

晴 烏帽子の 

小屋 一 〇 • 三 

〇 三 角 点 

三 • 〇〇 東 

信 電力 社宅 一 

一 • 〇〇 積 


雪 一 尺 

一 月 八日 雪 

社宅 一 〇 • 〇 

〇 葛ノ湯 一 
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飛越 線 終点、 猪 谷から 土まで は 長い 道で はない が、 

あの 両側の 山から 物凄い 雪崩が 落ちて くるので はな か 

ろうかと 心配した。 しかし、 今年 はとても 雪が 少なく、 

自動車 も 走って いる ほどで、 雪崩 は 跡 かた もなかった。 

土から 大多 和まで は 緩い 登り だが、 睡眠不足が こたえ 


て、 意外に 時間が かかった。 朝から 雪が 降って いたが、 

大多 和に 着いた 頃 は 雲が 少しずつ 切れて いった。 有峯 

まで 行きたかった が、 悪い ところが あると 聞いて いた 

ので、 一番 上の 古田と いう 家に 泊めても らう ことにし 

た。 そして 峠への 道 を 偵察に 十 町 ほど 登って 行った が、 

崩れた ところが あ つ て スキ— を 脱がねば ならぬ と 思 つ 

たので そこから 引返した。 そして 家の 裏で 下手な ス 

キ ー を 楽しんだ。 

三十 一日 は 午後から 快晴に なった。 古田 氏が、 例の 

崩れた 所へ 道 をつ けて やる と言うので、 一 緒に 行って 

もらう。 スコップで 雪 を 落して 道 をつ けても らい、 ァ 


ィゼン を 履いて スキ ー と 荷物 を 二度に はこんだ。 無事 

に 悪場 を 過ぎてから、 対岸で 見て いた 古田 氏に 御礼 を 

言って 別れた。 それから は 地図と 同様 平凡な 道で あつ 

た。 しかし、 水 も 無い ような 川 を 渡る のに、 何度も ス 

キ ー を 脱いだり して 時間が かかった。 大多和 峠から 見 

た 薬師 岳 は、 とてもす ばらしい 姿だった。 峠の 下り は 

上の 方はヒ つたが 下の 方 は 傾斜が 緩く、 かつ 晴天に 

なった ため、 あまり、 U ら なかった。 西 谷の 流れ は 地図 

に 書いて ある 上流の 方の 橋 を 渡った。 これ は 大きな 橋 

で 今後 も 落ちる- J と はな いと 思う。 東 谷 はだ い ぶ 深 い 

ように 聞いて いたので、 防水の ズボン を はき、 防水の 


ノ ー ルゥェ . バンド を かたく 締めて 行った が、 雪の 少 

ないた めか、 あるいは 寒さの ため か、 深さ は五寸 くら 

いし かなく、 川端 も 一間く らいで、 徒歩 は 簡単だった。 

真 川 峠 二 八 〇 ニメ ー トル) の 登り口 は 雪が 少ない の 

で、 道が よく わかった。 この 尾根 は 地図と 同様、 スキ— 

滑降に 理想的な 傾斜で、 藪 も 少なく 素敵 だと 思った。 

尾根 も 一本で、 迷う ことなく 頂上に 着いた。 頂上 は 広 

い、 のんびりした 雪原だった。 頂上から 右へ ちょっと 

巻く ように 下らねば ならぬ の を、 まっすぐ 下って みる 

と 小屋が わからず、 ちょっと 驚いた。 この 下り はス 

キ— が 下手な ので、 輪 カンジ キで 下る 予定に していた 


が、 割合 藪 も 少なく、 愉快な 斜滑降が できた。 川床へ 

降りてから 地図 を 見て、 道 はもつ と 上流だった ことが 

わかり、 二、 三 町 登って 行く うち、 真 川の 小屋 は 随分 

大きい のです ぐ 見つかった。 今夜 はすば らしい 星月夜 

で、 ランタン も いらぬく らいに 明るく 非常に 助かった。 

小屋 は 東南 側の もの を 使用した。 筵の 破れた のが 五、 

六 枚 あるきり で 寒かった。 

真 川に は ところどころ ス ノウ • ブリッジが あ つたの 

で 難なく 渡れた。 渡る とすぐ 一 〇メー トル ほど、 急な 

藪が あって スキ ー をぬ いだが、 その上 は 平らであった。 

右に 谷 を 見下しながら 登 つ て 行く うち 漸次 急な 斜面に 


なった。 この辺 は 樅の 繁 つた 林だった が、 帰りに はす 

ばらしい 滑降ので きる ところ だと 思った。 この 大きな 

斜面 を 登る とちよ つと 平らに なり、 すぐ また 少しの あ 

いだ 急に なった が、 それ を 抜ける とそれ こそ 広くて 緩 

い 真白な、 すばらし い 斜面が 太 郎平ま で つづいて いた。 

この 附近から 雪 は 風の ため 締 つていて スキ ー は 少しも 

沈まない。 太郎 平から 上ノ 岳の 小屋まで も、 クリス マ 

ス • ッリ ー の 点在した 気持の よい 雪原だった。 上ノ岳 

の 小屋 は 風の ため、 大部分 露出して いた。 初め 西側の 

窓から 入って、 南側の 戸 を 内から 開けて 荷物 を 入れた。 

小屋の 中 は 一尺く らい 雪が 積って いたが、 雪は締 つて 


いて 靴に 着かず 気持が よかった。 寝床 は 二階に した。 

そこへ は 入口の 戸の 核 を 登って 行けた。 二階 は 太い 梁 

が 二 本、 三尺く らい 離れて ある だけ だ。 その上に 枯れ 

た 偃 松の 束が たくさん 並べて 置いて ある。 そこに は 蒲 
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団と 毛布が 箱の 中に 入れて あって、 その上に 蓮が 冠せ 

てあつた。 それ を 引出し、 偃 松の 上に 蓮 を 敷き 蒲団 四 

枚と 毛布 を 使って 寝床 を 作った。 雪が 小屋の 上の 方 か 

らも 入って くるので、 蒲団の 上に 蓮 を 冠せ て 寝た。 温 

度 は あまり 下らなかった ので 温かだった。 ただ 二階へ 

の 上下 はうる さかった。 飯 は アル コー ルを 用い 薪 は 使 

わなかった。 もちろん ぬれた 物 は 乾かせなかった が、 


さほど 不自由で はな か つ た。 

二日 は 終日 荒れた。 三日 は 午後から 霧が 晴れ 出した 

ので 薬師 岳へ 登る。 太郎 平まで はズ— と 下り だが、 傾 

斜が 緩いた めか あまり 飛ばなかった。 この 附近の 木 は 

皆す ばらしい クリスマス • ッリ ー になって いた。 薬師 

の 取 付き も 雪が あるた め 夏の ようにい やな 谷 もな く、 

どこでも 自由に 登れた。 急な ところ をち よ つ と 登る と ■ 

もう 木 もま ばらな 緩い 斜面で、 粉雪が 二 六 〇〇メー ト 

ル 附近まで つづいて いた。 二 六 五八 メ— トルから アイ 

ゼンを 履く。 頂上まで 広い 平凡な 尾根だった。 この 附 

近から 見た 冬山の 大観 はすば らし か つ た。 薬師 堂 附近 


の 雪庇 は 平凡な 形の もので、 その上 を 歩いても 落ちな 

かった。 下り はちよ つと では あつたが、 なかなか 愉快 

な 滑降が できた。 薬師 や 黒 岳 I 赤 牛の 尾根 等が ァ— ベ 

ント . グリュ ー ェンに 燃えて いるの を 眺めながら 上ノ 

岳の 小屋へ 帰って 行った。 小屋に 着いた 頃 は、 日 は 白 

山 別 山のと ころへ 沈んで、 月が 薬師の 北 尾根の 上に 出 

ていた。 

四日 は 強い 風の 音が する ので、 また 荒れて いるの か 

と 思って 出て みると、 青空で はない がよく 山が 見えた。 

東の 空 は 朝焼けが している ので 悪くなる なと 思った が、 

荒れたら 黒 部 五郎の 小屋へ 避難す る ことにして 出発し 


た。 上ノ 岳の 三角 標石 は 完全に 露出して いた。 ズ— と 

尾根 通 リス キ ー で 行く。 黒 部 側 は 中腹に 広々 とした 平 

が つづいて いるので、 風の 特に 強いと き は その 辺を卷 

いて 行ったら 楽に 違いない と 思った。 黒 部 五郎 岳の 二 

つ 手前に、 小さい 岩場が あつたので、 そこで スキ ー を 

脱ぐ。 アイゼンで 歩いても さほど 困難ではなかった か 

ら、 そのまま 黒 部 五郎 岳まで 進んで 行った。 黒 部 五郎 

岳 は 登り も 降り も 平凡な 尾根で 雪庇 もなかった。 二 五 

八 〇 メ ー トル 附近から スキ— を 履き、 左側の 谷へ 降る。 

上の 方 は 面白く 、にった が、 思った ほど 長い 滑降 はでき 

なかった。 黒 部 五郎の 小屋 は 気持よ く 出て いた。 寝具 


さえ あったら 一 日 や 一 一日 は 泊つ てスキ ー を 楽しみたい 

と 思った。 黒 部 五郎 側 も、 三 侯 蓮華 側 も 木 もま ばらな 

すばらしい 斜面ば かりだから、 三 侯 蓮華の 尾根へ は 夏 

道よりも ズ ー と 北側の 斜面 を 登った。 二 五 五 〇 メ ー ト 

ル くらいで アイゼン を 履く。 雪庇 もない 緩い 尾根 だ。 

三 侯 蓮華の 三角 標石 は 露出して いた。 頂上 を 越して 

ちょっと 降って から スキ ー を 履く、 三 侯 蓮華の 小屋 ま 

で、 二 力 所 ほど 平らな ところが あつたが、 思った より 

よく、 にって 愉快だった。 小屋 は 完全に 雪に かこまれて、 

棟の 部分が ちょっと 出て いる だけだった。 窓 を 掘り出 

すのに 鷲 羽 岳 側が 割合 楽そう だった ので、 ピッケルと 


スキ ー を 使って そこ を 掘った。 雪 は 相当 緊っ ていたが、 

それでも 壁の 附近 は やわらかだった。 しかし 掘った と 

ころに は 窓はなかった。 暗くな つてき たし 雪 も 降り出 

すので、 新しい ところ を 掘る 元気 もな く、 壁 を 一尺 五 

寸 四角 ほど 破って しまった。 窓 は 皆 東南 側ば かりだつ 

た。 しかも 内から 針金で 引 張って あつたので、 結局 破 

ら ねばなら なか つたと 思う。 破 つ た 窓 は 小さ か つたの 

で、 ルック ザ ックは 品物 を 少し 出さぬ と 入らなかった。 

身体 もやつ と ヒリ 込める くらいで、 出る ときには 困つ 

た。 破った ところ は、 翌日 窓 を 掘り出して 後、 できる 

だけ 完全に 修繕した。 小屋の 内に は 不思議に 雪が 入つ 


ていなかった。 蒲団 は 棒に 釣り かけて あった。 その上 

に は 蓮が 冠せ てあつた。 それ を 引き 下して 使った。 あ 

たたかい こと は上ノ 岳の 小屋 等と は 比較に ならない。 

それに 上ノ 岳の 小屋の ように 二階へ 上下す る 不便が な 

いだけ でも 楽だった。 ただ スコップ 等 を、 小屋の 屋根 

あたりに 柱 を 立てて それに 掛けて おいて くれる とよい 

と 思った。 その後、 小屋の 主人に、 壁板 を 破った こと 

等 を 話した とき、 それ を 頼んで はおいた が。 

五日 は 終日 雪が 降った。 六日 は 朝、 霧が 晴れて ゆく 

のでよ くなる と 思って 出た が、 何よりも 空が 曇って い 

たのが 悪く、 吹雪に なって しまった。 鷲 羽 岳の 登り は 


雪の かたいと ころが 多く、 意外に 時間が かかった。 ヮ 

リモ岳 は 岩 を さけて 下 を 巻いたら 楽だった。 物凄い 霧 

で 方角 もよ くわから ず、 どんどん 歩いて いるう ち、 赤 

岳 も 知らずに 過ぎ 黒 岳の 岩場に ぶっかつ て 驚いた。 荷 

物 を 置いて 黒 岳の 頂上へ 往復す る。 一番 初めの 岩場が 

ちょっと 悪かった。 ここ は 帰りに 西側の 雪の 斜面 を 巻 

いてみ て、 雪の 方が 楽 だと 思った。 それから は 平凡な 

岩 尾根だった。 黒 岳の 頂上 も 過ぎ、 もう 一 つ 北の 峰 ま 

で 行った。 そこに 三角点が あるから。 けれども、 例の 

毀れ た 柱が 三本 あるきり で、 三角 標石 は 見えなかった。 

それでも こんどの 行程の 最高峰だった ので、 ベ ルグ • 


ハイル を 三唱した。 引返してから、 赤 岳の 東 尾根 を さ 

がすのに 相当 迷った。 やっと 取 付いた が、 ここが また、 

短い が、 一番 悪い ところだった。 東 沢 側 は 大した こと 

はなかった が、 ヮリモ 沢 側 は 物凄かった。 悪い ところ 

は 荷物と スキ ー を 別々 に はこんだ りして、 随分 時間 を 

食った。 全部 尾根 通しに 東 沢 側ば かり を 歩いた。 悪場 

を 過ぎてから も、 上り下りが 意外に 悪く、 かつ 眺望が 

ないた め 一層 疲れた。 風の 非常に 強いと きな ど は、 ス 

キ ー で 東 沢の 谷へ 降りて、 ズ ー と 下 を 巻いた 方が 楽に 

違いない と 思った。 野 口 五郎 岳の 三角 標石 は、 完全に 

露出して いた。 頂上から ちょっと 縦走して 行く と 尾根 


にく ぼんだと ころが ある。 そこで ちょっと 休む ことに 

して、 雪の 孔を 掘り、 カッパ を 上に 張って 潜り込んだ。 

孔の 中の 温度 を 計ろうと 思って 寒暖計 を 出して いたが、 

一度 も 計らずに 紛失して しまった。 孔の中 は あたたか 

だった が、 二 時間 ほどで 出発した。 そのうち 霧が 晴れ 

て 月が 出た ので、 すばらしい 冬の 夜の 山 を 味う ことが 

できた。 風 は 相 変らず 強く、 立 止って いる ことが 多 

かった。 皮の 手袋が ぬれた ので、 毛 メリ ヤスの 手袋に 

かえた が、 終始 指の 感覚が なくなる ので 弱った。 や は 

り 風の 強いと き は、 皮の 物で ない と 駄目 だ。 三ッ 岳の 

三角 標石 も 完全に 露出して いた。 頂上から ちょ つ と 行 


くと 左の 尾根へ 雪庇が つづいて いるので、 それ を 伝つ 

て 降った。 その 尾根 は 下の 方で 本 尾根と 一緒にな つて 

いるよう に 見えた が、 下って みると 大きな 谷に なって 

いた。 それでも 烏帽子の 小屋 はもう すぐ だと 思って、 

元気で 引返した。 一番 さがった ところで スキ ー を はく。 

樅の 林 を 右に 見て、 ちょっとした ところ を 越す とすぐ 

向う に、 烏帽子の 小屋が 大きく 月に 照らされ ていた。 

小屋 は 意外に も、 風の ため 土台まで 露出して いた。 窓 

を 開けて 中へ 入る。 小屋の 中に も 雪 は殆ん どなかった。 

蒲団 は 三 侯 蓮華の 小屋と 同様、 棒に かけて ある。 この 

小屋 は 風の 強いと き は 寒い に違いないが、 寝具が ある 


ので 大した こと はない と 思った。 

七日 はすば らしい 快晴で、 少々 暑かった。 小屋の 附 

近 はスキ ー に 最もよ いところ だった。 ブナ 立 尾根 も 上 

の 方 は 素敵だった。 尾根が やせてから 輪 カンジ キ にし 

た。 一力 月 ほど も 烏帽子に いたと いう 猫師 がー、 二日 

前に 下った ので、 輪の 跡が 残って いたが、 新雪と 風で 

はっきり しない。 銷師が 右の 方の 谷へ 下って、 また 引 

返して いるの だが、 冬期 は その 谷 を 下る のかと 思って、 

悪い ところ を 下り 随分 時間 を 浪費した。 初めはい ちい 

ち 引返した が、 そのうち 元気 も なくなり、 迷った まま 

夏 道より 南の 尾根 を 下って 行った。 そのうち 尾根より 


も 夏 道との あいだの 谷が よさそう なので それへ 入った。 

この 谷 は 一月 五日の 雨に、 両側から 物凄く 雪崩が 出て、 

氷の ようになって いたので、 輪 カンジ キ では ヒり 落ち 

たりした。 アイゼンで はまた、 六日の 新雪が あって、 

ひどく 潜る ところがあった。 この 谷 は 悪場はなかった 

が、 凄い 雪崩 道で ある。 幸い この 日 は 風 もな く、  二 〇 

〇〇メー トル 以下 は 霧だった ので、 雪崩 は 出なかった。 

だいぶ 下って から、 滝が あつたので、 また 右の 尾根へ 

取 付いた が、 藪が 多く 楽ではなかった。 それに 下の 川 

の 音 を 滝 だと 思って 右へ 右へ と 巻いた が、 いくら 卷ぃ 

て も 音が する ので、 思い切って、 尾根の ように 広い 谷 


があった ので、 それ を 降りて 行ったら 難なく 濁の 川 

原へ 出る ことができた。 冬期で も、 烏帽子へ は 夏 道 を 

上下す るとの こと だ。 川原に はまた、 猫師の 歩いた 跡 

があって、 すぐ 濁の 小屋へ 着く ことができた。 濁の 小 

屋 に は 筵が 三枚と 畳が ある だけで、 寝る に は 寒い ので、 

対岸に ある、 東 信 電力の 金 原 氏のと ころに 行って 泊め 

て もらう。 非常に 親切な 方だった。 電気 炬燧、 電気 風 

呂が 殊に 嬉しかった。 

八日 は、 雪が ちらちら 降って いた。 高瀬の 谷 は 物凄 

い 雪崩が 出る だろうと 思って 心配した が、 問題になる 

ような 物 は 出て いなかった。 しかも 人が 始終 通る ので、 


歩いた 方が 早かった。 大多 和の 古田 氏のと ころで、 大 

阪の 人が 昭和 五 年の 正月に 芦嶙の 案内 を 連れて 信 州へ 

越した と 聞いた。 そのと きの 山の 状態 は どんなだった 

ろう。 それ を 今でも 知りたい と 思って いる。 また 昭和 

五 年の 暮に 東京の 学生が 一 人で 烏帽子へ 往復した とい 

う。 その 努力に は 驚いた。 ブナ 立 尾根の 登り は ひどい 

に違いない。 

( 一 九 三 了 一) 


初冬の 常 念 山脈 

十 一 月 三十日 

(昭和 五 年) 

晴後雪 六 - 

三 五 柏 矢 町 

七. 四 〇 I 

八 • 〇〇 鳥 川 

橋 傍 茶店 朝食 

九 • 二 〇 大助 

小屋 一 〇 • 


一 〇 冷 沢 炭 焼 

小屋 三 • 〇 

〇 常 念 乗越 沢 

出合 七 • 〇 

〇 常 念の 小屋 

十二月 一 日 

晴、 強風 

八 • 〇〇 常 念 

の 小屋 九- 

〇〇 常 念 頂上 

九 • 三 〇| 一 


〇 • 四 〇 常 念 

の 小屋 一 

一 . 四 〇 横 通 

岳 一. 四 〇 

大 天井 岳 

三. 四 〇 I 

四 • 〇〇 常 念 

の 小屋 五- 

三  〇 常 念 乗越 

沢 出合 九 . 

三 〇 冷 沢 炭 焼 


冷 沢 炭 焼 小屋 

一 一 . 三 〇 豊 

日本 アルプスと いわれる 山々 に は 九月の 終りに もな 

ると、 ときおり は 雪が やってくる。 しかし まだ それ ほ 

ど 寒くない ので、 その後に くるであろう 晴れた 日に 大 

部分 は 哀れに も はかなく 消えて しまう。 だが 十月の 半 

ばに もな つて、 日本 アルプスの 谷と いう 谷が 緋の衣に 


包まれる と、 山の頂き もまた 日に日に 白 さ を 増して く 

る。 そして 十一 月に は 木枯らしが 吹き、 一 荒れ ごとに 

淋しい 落葉の 音 もまれに、 梢 越しに はは や 雪が 見え 

出して くるし、 安曇野の 村々 に は 冬菴 り の 用意が で き 、 

どの 家に も暖ぃ 炬燧が 仕切られて くる。 ちょうど その 

ころ 六 甲 山から も 遥か彼方に 黒々 とした 山 波 を 越して 

真白い 「氷ノ 山」 を 見出す ことができ、 山 友達から は 

今シ ー ズン 最初の 一 滑り を 白馬 や 立山から もたらして 

くる。 もうこう なると 山男の 心 は 日本 アルプスの どこ 

かの 谷 か、 山へ と 飛んで しまって、 休暇で も 残って い 

よう ものなら 仕事な どまる で 手に つかな い ことがある。 


夜行 列車が 木 曾 福 島の あたり を 通る ころに は、 山へ 

入って 行く 興奮から よく 目が 覚める。 そして 天候 を 気 

にしながら いつも 窓外 をす かして 見る のであった。 こ 

うした 何年 かの 経験に よって 木 曽福島 附近が 晴れて お 

れば 翌日 は 晴天で、 曇って いれば 曇リ、 雪が 降って お 

れば 雪で ある こと を 知った。 これによ つて 見る と 天候 

の 変化が 殆ん どす ベ て 南の 方から やってく るの だと 想 

像され る。 

冬期 常 念 山脈の 主峰に 登る に は、 常 念  一 ノ 沢より 他 

に 適当な コ ー スは 見つからない。 鳥 川 橋 を 渡って 二 町 

ほど 北へ 進み、 そこ を 左へ 折れて また 西へ 西へ と 離山 


の 横 を 登って 行く と 鳥 川 橋から 一 時間 あまりで 大助小 

屋 という 一軒屋の 前庭に 出て くる。 この 道 は 最近 改修 

されて 大変よ い 道に なって いる。 大助 小屋に は 春から 

秋に かけて は 番人が いるよう だが、 冬に は 誰もい ない。 

旧道 はこの 谷 を 渡って ちょっとした 峠を越し 崩れた と 

ころ を 高 廻りした が、 今 は その 下 を 巻いて 立派な 道が 

できた 上、 崩れた ところに は 大きな 橋が 架って いる。 

なお もこの 道 を 巻いて 行く と、 方向が ぐっと 北向きに 

つべ た ざ わ 

なり、 冷 沢と いう 浅 川 山の 西側から 南へ 落ちて いる。 

谷へ 出合う。 この 冷 沢の 落 口 附近に は  一ノ瀬、 ニノ 瀬 

という、 旧道 中の 一名 所であった 二つの 橋が ある。 今 


は 新道がず つと 北側ば かり を 巻いて いて、 橋 も 見えな 

いほ ど 谷から 離れて いる。 道 はやが て 四 尺 幅く らいに 

せばまり、 右側から ジ メジ メ した 沢 や、 水の 流れて い 

る 小 谷 等が 二つ 三つ 入って くる。 そして 冷 沢から 約 一 

時間で 栃ノ木 山 神と いうと ころに 着く。 ここから は殆 

んど 真西に 向って ブナと か栃 とかの 大木の 中 を 相 変ら 

ず 左岸に 沿うて 登って 行く。  二 時間 余 も 登って 行く と 

左岸、 対岸に 常 念 沢が 落ち込んで くる。 一 ノ沢 右岸 は 

道の ついている 左岸に 比べる とずつ と 平凡で、 殆んど 

谷ら しい 谷が 見あたらない。 だから この 常 念 沢 は 誰が 

みても はっきり していて、 よい 目標と なリ、 谷の どん 


づ まりの 近くな つたこと を 知らせて くれる。 もうこ こ 

までく ると 雪が 一 尺 余り 積って いて 歩行が 困難に なつ 

てきた。 これから 上 は 谷 も だんだん 傾斜が 出て きて 雪 

崩 や 水害の 危険が 多い ように 思われる。 殊に 雪崩 は随 

分 大きな 奴が 出る らしく、 最近 山 友達 山野 三 郎君 や 有 

名な 山 案内 人中 山彦 一 君 等の 生命 を 奪って いる。 

常 念 沢 出合から 上 は 左岸より 右岸の 方が 複雑で、 谷 

のどん づ まりまでに 右岸から は 小 谷が 一 一本 ほど 入って 

くる。 この 小 谷 は どれ も 常 念 乗越 附近から 出て いる。 

本 谷の どん づ まりと 思われる ところから 上 は 四つの 支 

谷に 分れて いる。 第一 回 は 十月 十六 日に 夏 道 を、 第二 


回 は 五月 二十 七日に 谷の どん づ まりから 一 番 右の 大き 

な 谷 を 登って 横 通 岳 頂上 附近へ、 第三 回 は 三月 三十 一 

日に 常 念 沢 出合 を 過ぎてから 入って くる 一 一番 目の 谷 を、 

第 四 回 はこの 十一 月 三十日で 同じく 最初に 入って くる 

谷 を 登った がと もに 乗越 附近へ 出た。 以上 四 回と も 霧 

の 深い 日であった ため、 地形図の 間違って いる こと だ 

け を 知った のみで 正確な 谷の 位置 をつ きとめて いない。 

あるいは 第三 回目に 登った 谷が 常 念 乗越 沢 であるか も 

知れない。 しかし この 谷 も 第 四 回目に 登った 谷 もと も 

に 大変 幅が 狭く、 かつ 急傾斜な ので スキ ー を 履いて 登 

るの は 非常に 困難で ある。 殊に 冬期に あって は、 降雪 


中 は 雪 は やわらか いが 雪崩の 危険が あり、 その他の 場 

合 は 表面が ウィンド • クラストに 変化した 板 状 雪に 

なって いるので、 ヮ カンで 登る ょリ 仕方がない。 こん 

どの 状態 は 後者で、 ワカ ンを 履いて なお 腰 近くまで も 

ぐった。 それで 最初 荷物 を 置いた まま、 から 身で 道 を 

つけ、 のち スキ— と 荷物 は 二回に 分けて 運ばねば なら 

ず、 大変 苦しい 登りであった。 この 谷 を 登る と 岳 樺 

のま ばらに 生えた 広い 尾根に 出る ことができた。 ここ 

までく ると 雪が 降り出して 吹雪 模様に な つ てきた ので、 

毛皮 を 着込んだり、 コッヘルで 甘納豆 をたい て カロ 

リ ー をと つたり して 戦の 準備 をした。 しかし この 尾根 


は 風が よく 当る ので 雪が 締 つていて アイゼンで 楽に 登 

れた。 それ を 登り 切る と 常 念 乗越で 雪庇 等 もな く 風の 

ために 雪 も 殆んど 吹き飛ばされた ガ ラガラ 道が 常 念 の 

小屋まで つづいて いる。 小屋 は 常 念 岳に 面した 方の 戸 

が 完全に 出て いて 難なく 入れた。 雪の 多い 三月 ごろな 

ら  一 ノ 侯に 面した 西側の 窓から 入る 方が 楽で あるとの 

こと だ。 小屋 は なかなか 立派で 特別室 等 雪の 入って い 

ない ところが 多く、 寝具の 設備 も ある。 

翌日 は 霧が 深い 上、 非常に 強い 風が 吹き まくって い 

て とても スキ ー を かついで は 歩かれな いので、 まず 常 

念へ、 から 身で 登る。 常 念 は 雪が 殆んど 吹き飛ばされ 


てガラ ガラで 夏と 同様の 時間で 登れる。 前 常 念との 

ジャンク シ ョ ン から 頂上まで は 本 沢へ 向って 相当 大き 

な 雪庇が つづいて いた。 当に していた 真正面の 槍 • 穂 

高の 勇姿に は 接する ことができなかった。 小屋へ 帰つ 

た 頃に は 天候が だいぶ 良くな リ、 青空が 見え 出した の 

で、 槍へ 行こう か、 上 高地へ 下ろうかと いろいろ 迷つ 

た。 しかし 相 変らず 風が 強いのと、 休暇 も 僅かな ので 

大 天井 岳に 登って 引返す ことにき め 小屋 を 出発す る。 

常 念 乗越から 横 通 岳 へ はしば らくの あいだ タン ネの林 

で 雪が 軟く、 ぼ こぼ こ 落ち込む ので 大変 歩きに くい。 

それに 大きな 雪庇が  一 ノ 沢に 向って できて いるので、 


尾根の 端 を 歩く の は 危険で ある。 こんな 雪の 少ない 十 

二月の 初めで さえ 雪庇が できて いるの だから 冬期 は随 

分 大きくなる であろう。 また 横 通 岳の 東 斜面 ( 一 ノ沢 

上部、 昭和 三年 五月 登って 見た) は 頂上 近くなる と随 

分 急傾斜で あり、 降雪 中 はたいて い 西風の ため 風 陰に 

なる から 絶好の 雪崩 発生 地であろう。 横 通から 大 天井 

まで は 広い 尾根で 危険な ところ はない が、 まだ 初冬で 

あるせ いか、 ところどころ 雪が 破れて 偃 松の 中へ 落 込 

むと ころがあった。 東天 井の 中 山へ つづく 西 尾根に は 

小さい 雪庇が 南 向へ つづいて いた。 ニノ 俣の 避難 小屋 

は 雪が 一 ぱいつ まっていて 冬期 K 用に はた えられない 


よう だ。 大 天井の 頂上から は 雲の 海に なった 高瀬の 谷 

をへ だてて 五郎 岳 や 黒 岳、 鷲 羽 等が 銀色に 光つ て 見え 

るし、 槍から 穂 高に かけての 尾根 筋 は 真冬と 変ら な い 

ほどの 真白 さで 登高 欲 を そそられる。 喜 作 新道 はう ね 

うねして いるし、 西 岳と 東 鎌との あいだの 鞍部 附近 は 

夏で も 良くない ところ だから、 縦走 するとしたら 相当 

時間が かかる であろう。 燕 岳への 尾根 は 全く 広々 とし 

ていて 頂上まで ならす ぐ 行って こられ そうに 見える が 

なんら 興味が 起らない。 すぐ 常 念の 小屋へ 引返し 荷物 

を まとめて 再び  一 ノ 沢へ 下る。 乗越から 少し 下る と 霧 

が 深く 雪が ちらちら 降って いる ほどで、 方角 も わから 


ない まま いい加減に 下って 行った が、 やはり 登って き 

た 谷と 同じような 谷へ 入った。 谷の 雪 は 相 変らず 軟く 

よくもぐ るが、 下る 方 は 案外 楽で 登りと は 比較に なら 

なかった。 で、 この 谷 は 常 念 山脈からの 降路 として は 

最良の ものに 違いない と 思った。 この 晚冷 沢の 炭 焼 小 

屋に 厄介に なった。 小屋 主 は 越 中小 川 温泉 山 崎 村 羽 入 

からき ている 長津 という 人で あ つ た。 

冬山の 第 一 の 危険 は 雪崩で あるが、 初冬の 雪崩 は殆 

んど 一次 (新雪) の もので、 真冬 や 春の ように どか 雪 

の 降る ことが 少ない。 また 二次 I 高次 (旧 雪) の 雪崩 

は 春の ように 恐ろしく 気温が 高くな つたり、 大雨が 降 


る 等と いう こと もない から、 あまり 心配 はない。 天候 

は 春より 変り やすいが、 ゥェ ー ブが 小さく 大荒れが な 

いので 山へ 登れない 日 は殆ん どない。 気温 はこの 山 行 

で 十一 月 三十日 夜 常 念の 小屋で 零度 (降雪 中) 翌 十二 

月 一 日大 天井 岳 頂上で 零下 五 度 (晴、 強風) であつ た- 

また 初冬の 岩場 は 凍った ところが 少なく、  冬 春 を 通じ 

て 一 番 安全で ある。 初冬の 山 行の 困難 は 積雪の 状態が 

真冬と 同様に 軟く、 スキ ー なしに は 殆んど 登れない こ 

とで ある。 すなわち 春 山の ように クラスト を 利用した 

り、 雪崩 の 後 を 伝 つたり して 歩いて 登る ことが で きな 

い。 だから 藪の 多い 山 や、 谷が 細く 傾斜の 急な 山へ 


登ったり、 谷から 山へ、 山から 谷へ と 横断して 行く の 

は 困難であろう。 

( 一 九 三 一 ) 


冬山 単独 行 

薬師 岳、 烏帽子 岳の 小屋まで 

昭和 五 年 十二 

月 三十日 小 

雪 猪 谷 午前 

九 ニニ 〇 大 

多 和 村 午後 

一 一 . 五 〇 零下 

一 度 積雪量 


一 尺く らい 

十二月 三十 一 

日 晴後 快晴 

大多和 村 午前 

八 • 三 〇 零下 

三度 大多和 

峠 午後 〇 • 〇 

〇 零下 四 度 積 

雪 量 三尺 くら 

ヽ， 有锋 三. 

〇〇 真 川 峠 


川 奥の 小屋 一 

〇 . 〇〇 零下 

一 四 度 積雪量 

四 尺 くら い 

昭和 六 年 一 月 

一 日 曇 真 

川 奥の 小屋 午 

前 八 • 三 〇 零 

下 八 度 太郎 

平 午後 ー丄ー 


〇 零下 六 度 

上ノ 岳の 小屋 

一 一 . 三 〇 零下 

七 度 

一月 二日 風 

雪 滞在 午 

前 八 . 〇〇 零 

下 二度 午後 

〇 . 〇〇 零下 

五 度 四 • 〇 

〇 零下 六 度 


一 月 三日 霧 

後 快晴 午前 

八 • 〇〇 零下 

一一 度上ノ 

岳の 小屋 一 

一 . 三 〇 薬 

師沢 乗越 午後 

〇 . 三 〇 薬 

師岳ニ • 五 〇 

零下 一 三 度 

薬 師沢 乗越 


ノ 岳の 小屋 

五 •  二 〇 零下 

一 〇 度 

一 月 四日 曇 

上ノ 岳の 小屋 

午前 八 • 〇〇 

黒 部 五郎 岳 午 

後 〇 • 一  〇 零 

下 八 度 黒 部 

五郎の 小屋 


二  • 〇〇 三 

俣 蓮華 岳 四 - 

五 〇 三 侯 蓮 

華の 小屋 五 - 

三 〇 零下 三度 

一 月 五日 雪 

滞在 午前 

八 • 〇〇 零下 

二度 午後 

四 • 〇〇 零下 

一 度 


一 月 六日 雪 

三 侯 蓮華の 小 

屋 午前 七 • 〇 

〇 鷲 羽 岳 

九 • 〇〇 零下 

七 度 黒 岳 午 

後 〇 . 三 〇 

野 口 五郎 岳 

六丄ニ 〇 避 

難 地 七 • 〇〇 

I 九 . 〇 〇 


三 ッ岳 午前 

〇 • 〇〇 烏 

帽子の 小屋 

二  • 〇〇 

一 月 七日 快 

晴 二 〇 メ ー 

トル 以下 霧 

烏帽子の 小屋 

午前  一 一 • 〇 

〇 濁の 東 信 

電力 社宅 午後 


一一. 〇〇 

積雪量 一 尺く 

らい 

一 月 八日 小 

雪 電力 社宅 

午前 一 〇 • 〇 

〇 葛 ノ湯午 

後 〇 • 〇 〇 

大町駅 二  • 三 


ると ころ だと 思って いたが、 雪の 少ないた めか まだ 雪 

崩の 跡はなかった。 大多和 村で は 吉田長 右衛門 様のと 

ころで 泊めて もらった。 村から 十 町 ほど 行った ところ 

に 崩れた ところが あるが、 吉田 君が スコップで 道 をつ 

くって くれたので なんでもなかった。 そこから 大多和 

峠まで は 地図の 通りで、 迷うよう な こと もなかった。 

峠の 上から 見た 薬師 岳 はとても すばらしかった。 峠の 

下り も 上の 方 は 面白く、 U る ことができた。 有 峰の 平に 

は 誰もい ない 大きな 家が ぼつん ぼつん とたって いるの 

で 馬鹿に 淋しかった。 西 谷の 川に は 橋が あつたし、 東 

谷の 徒歩 も 意外に 簡単だった。 真 川 峠 一 八 〇 ニメ ー ト 


ルの道 は 地図の 通りで、 スキ ー に 理想的の 尾根だった。 

峠から 真 川 奥の 小屋へ 下る に は 少し 右へ 巻かねば なら 

ぬ。 小屋 は 大きな 建物 だが 半分 はこ われて いた。 僕の 

寝た ところ は 破れた 筵が 四、 五 枚 ある だけで 随分 寒 

かった。 真 川に は 雪 橋が ところどころ かかって いた。 

太郎 平への 尾根 は 下の 方で 意外に 時間 を 食われた。 上 

ノ 岳の 小屋 は 完全に 出て いた。 この 小屋 は 去年から 佐 

伯八郎 様が 管理して いて、 寝具が 置いて あるので 寒く 

はなかった。 しかし 下に は 雪が 少し 積って いるので 偃 

松の ほして ある 一 一階の ような ところへ あが つ て 寝た。 

薬師 岳 は 二 六 〇〇 メ ー トルまで スキ ー で 登った。 そこ 


から 頂上まで は アイゼンで 雄 山の 登りより ずっと 楽 

だった。 頂上 附近に さえ 雪庇と いう ほどの もの はな 

かった。 スキ！ デポ からの 下り はとても 雪が よかつ 

た。 上ノ 岳の 三角 標石 は 完全に 出て いた。 黒 部 五郎 岳 

の 少し 手前に 小さい 岩場が あつたので そこで スキ ー を 

ぬいだ。 五郎 岳の 下り は 二 六 〇〇 メ ー トル 附近から ス 

キ ー をつ けて 左側の 谷へ 入った が あまり 飛ばなかった。 

五郎の 小屋 は 完全に 出て いた。 小屋の 附近に 気持の よ 

い 斜面が たくさん あるが、 寝具がない ので 泊る 勇気 は 

でなかった。 三 侯 蓮華 岳に は 二 五 〇〇メ  —トルまで ス 

キ— を 使った。 蓮華 岳の 三角 標石 は 露出して いた。 蓮 


華の 下り は 頂上から ズ ー とスキ ー によかった。 蓮華の 

小屋 は 雪に 埋れ ていて 窓が 掘り出せなかった ので、 壁 

板 を 一尺 五寸 四角 ほど 破って 入った。 それで 翌日 窓 を 

掘り出して 後、 破った ところ を 修繕した。 道具 は 全部 

小屋の 中に あった。 その後、 小屋の 主人に この こと を 

話し 弁償す る 約束 をした。 また 今後 窓の 上に 柱 を 立て 

て、 それに スコップ を 掛けて おいて 下さいと お願い を 

した。 鷲 羽 岳の 登り は 雄 山の 登りより 悪かった。 鷲 羽 

の 三角 標石 は 完全に 出て いた。 ヮリモ 岳の 岩 は 西側 を 

巻いた。 黒 岳に は 最初 ちょっとした 岩場が あつたが、 

ここ は 帰りに 西側の 雪の 斜面 を卷 いてみ て 雪の 方が よ 


いと 思った。 頂上 を 過ぎて 一 つ 向いの 三角点の ところ 

やぐら 

まで 行った が、 櫓 の朽 木が 二、 三本 立って いる だけで 

三角 標石 は 見えなかった。 この 山へ はから 身で 往復し 

たが 一 番山 らしい 感じが した。 赤 岳の 下り は 濃霧で 

ちょっと わからなかった。 取 付いて から も、 ひどい と 

い う ほど で はない が 荷物が あり、 バ ラ ン ス の 悪い 僕に 

は 一番手 強いと ころだった。 野 口 五郎 岳の 三角 標石 は 

完全に 出て いた。 五郎 を 過ぎてから 尾根に くぼんだ と 

ころがあった ので、 雪の 孔を 掘って 二 時間 ほど 避難し 

た。 三ッ 岳へ 近くな つてから 霧が 晴れ 上って 月が 出た 

が 風 は 相 変らず 強いので 弱った。 三ッ 岳の 三角 標石 も 


完全に 出て いた。 ここから 烏帽子への 尾根 は 注意し な 

いと 間違う。 僕 は 西側の 尾根 を 下りて しまって 困った。 

尾根が タン ネの 林に なつてから スキ ー を 履き、 ちょつ 

としたと ころ を 乗越す とすぐ 目の前に 土台まで 露出し 

た 烏帽子の 小屋が 月に 照らされ ていた。 小屋の 内に は 

意外に 雪 も 入って いなかった。 この 日 は 断然 天候 を 見 

誤った。 雪が 朝方 止んだ ので 大丈夫 だと 思って 出た が、 

どんより 空が 曇って いたのが 悪かった らしい。 小屋の 

附近 は 東 沢 側 はもち ろん のこと 撫 立の 方 もスキ ー に理 

想 的な ところだった。 撫立 尾根の 下り は 二 〇〇〇 メ— 

トル 附近で 右の 谷へ 入った が、 雪崩で 随分 荒れて いて 


不愉快だった。 下の 方 は 小さい 滝が あつたので 右へ 巻 

いたが、 藪で 意外に 時間 を 食った。 濁の 小屋に は 寝 

具がなかった ので 東 信 電力の 金 原 様のと ころへ 泊めて 

もらった。 高瀬の 谷に は 物凄い 雪崩が 出て いるだろう 

と 思って いたが、 雪の 少ないた めか 問題になる ほどの 

もの は 見つからなかった。 

鹿 島 槍ガ岳 

昭和 六 年 二月 

十一 日 晴霧 


鹿 島 村 午前 

四 ニニ 〇 冷 

沢 徒歩 六 - 一 

〇 北 侯と 西 

俣の 出合 八 - 

〇 〇 ス 

キ ー . デポ午 

後  一 ニニ 〇 

冷 ノ池ー 一 . 三 

〇 鹿 島槍ケ 

岳 四 • 四 〇 零 


下 一八 度 冷 

ノ池六 • 〇〇 

スキ ー • デポ 

八丄ニ 〇 北 

侯と 西 俣の 出 

合 九丄ニ 〇 

冷 沢 徒歩 一 

一 • 〇〇 鹿 

島 村 午前 〇 - 

〇〇 

鹿 島 村から 丸 山まで は 毎日 一回 やって きたので、 こ 


の 日 は 四 回目だった。 丸 山の 下で 冷 沢の 川 を 渡って 

から は 北 俣と 西 侯の 出合 を 左岸ば かリを 行く。  一  ノ沢 

までに 二 力 所 ほど スキ ー をぬ ぐと ころが あつたが、 だ 

いぶお どかされた 西 俣 等 はとても スキ ー に 適した すば 

らしい 谷だった。 西 俣へ 押し出す 雪崩 は 主に、 下の 方 

は 南側の 岩壁の ある 谷から、 上の 方で は 正面の 岩壁 か 

ら である。 後者の もの は ほぼ 谷 全体に ひろがる ので 油 

断が ならぬ と 思う。 大体 冬期 は 降雪と 降雨の 日 を さけ 

れば めったに やられる こと はない と 思う が、 なる だけ 

この 谷で は 北側の 尾根に 沿った 方が よい。 この 谷の 下 

の 方 は、 北側に 溝が 一本 通って いるが、 両側の 尾根 ま 


では 随分 広く、 すばらしい 谷 だ。 僕 は 上部 正面の 岩壁 

の 下で 北側の 尾根へ 取 付いた が、 そのと き 登った 谷 等 

はス テム . ボ ー ゲンに 理想的な ところだった。 この 尾 

根 は 岳 樺の 疎林で とても 気持の いい ものだった。 二 千 

二、 三百 メ— トルのと ころ を スキ— 二 アポと した。 そ 

こから 本 尾根まで は、 岩場 はなし 雪 もやわら かく 平凡 

な 尾根 伝いだった。 本 尾根の 取 付きに も 問題になる よ 

うな 雪庇はなかった。 冷ノ 池 附近に は 相当 大きな 

雪庇が 東側へ 出て いたが、 三月 頃 ほどの こと もな さそ 

うだし、 つらくても タン ネ の 中 を 行けば 心配 はない。 

ここから 鹿 島 槍の 頂上まで は 長い こと は 長いが、 風が 


強いだ けで 悪場 はなし 雪 も かたく 楽だった。 頂上に は 

東京 商大の 人々 が 立てた 岳 樺の 小枝が あって、 それに 

一 行の 名前 を 書き入れた 中 山彦 一 様の 名刺が バットの 

空箱に 入れて 挟んで あった。 僕 は 無断で 失礼 だ と 思 つ 

たが、 ちょっと 嬉しかった ので 名前 を それに 小さく 書 

かせて もらった。 そんな わけで 濃霧で 何も 見えな かつ 

たが、 頂上に は 立った に違いないと 思って いる。 帰り 

は 下りな ので 他の 尾根 等へ 迷い込む ような こと はない 

かと 心配した が、 迷い込めそう なと ころはなかった。 

冷ノ池 あたりへ 引返した とき はもう 暗かった ので 西 俣 

へ 下る 例の 尾根 もよ くわから ず、 少々 迷った。 ス 


キ ー . デポ から 北 侯と 西 俣の 出合まで 八 〇〇 メ ー トル 

の 下り は、 谷 全体が とてもす ばらしい 粉雪で、 暗くな 

かったら いくら 僕で も 三十 分と はかから なかった だろ 

う。 また  一ノ沢 あたり もなかな かいいと ころだった。 

鹿 島 村で は 狩 野 久太郎 様のと ころへ 泊った。 とても 

親切な 家だった し、 山小屋と 違う ので 二十 時間の 登 行 

もこた えなかった。 それ はすぐ 後の 一 一月 十三 日に 寝具 

さえない 畠 山の 小屋から 針ノ木 岳と 蓮華 岳に 往復した 

ん だし、 二月 十五 日に は 上等の 山小屋だった が、 猿 倉 

かみし ろ 

から 白馬 岳へ 登って 神 城 駅まで 歩け たくらい なんだか 

ら。 天 侯 は 一 番悪 いとき だった が、 まず 二日に 一 日 は 


山に 登れる と 思った。 しかし 完全に 晴れた 日 は、 僕の 

いた 二月 八日から 二月 十五 日までの あいだに 十二 日の 

一 日 だけであった。 狩 野 様 は 鹿 島 岳の 奥が 晴れる と 快 

晴 になる と 言 つたし、 大町 あたりの 笛 や 鐘の 音が 聞え 

ると 天候 は 崩れる とも 言った。 鹿 島 岳へ 入った 凄い 連 

中の 話 を 聞いた だけで も 来た 甲斐が あった。 

劎岳 

昭和 六 年 二月 

二十 七日 快 


晴 室 堂 午前 

七 • 〇〇 雷 

鳥 沢 八 • 〇〇 

另. U 乗越 一 

〇 • 〇〇 長 

次郎 谷の 下 一 

〇 • 四〇 長 

次郎 谷の 上 午 

後 三丄ー 〇 

劎岳四 • 一 一七 

零下 十三 度 


長次郎 谷の 上 

五 • 〇〇 長 

次郎 谷の 下 

六 • 一  〇 別 

山 乗越 九 • 一 一 

〇 雷鳥 沢 一 

〇 • 〇〇 室 

堂 二  了  二 〇 

室 堂から 雷鳥 沢まで は 去年と 同様、 室 堂の 東側 を 

下って 谷 伝いに 行った。 雷鳥 沢 は 右側の 尾根 を 登った 

が、 途中まで うまく 谷へ 入らぬ と 雪の かたいと ころが 


あって 困る。 別 山 乗越の 小屋 はすば らしそう だが、 芦 

畊の 人夫 を 連れない と 入れぬ らしい。 劎沢は 傾斜 は ゆ 

るし、 雪 はよ し、 スキ ー の 下手な 僕に も 愉快に 滑れた。 

みた だいら 

三 田 平に はまた 小さい 小屋が 建てて ある。 その 東側に 

ちょっと 離れて 六 字 塚が 雪に 半分 ほど 埋れ ていた。 そ 

れが 去年の 正月 大変お 世話になった 方々 の もの だと 思 

うと、 何 かしら 胸に 迫って、 身体が 引き締つ てきた。 

しかも その 辺に はまる で 雪崩の 跡 もな く ほんと に不思 

議 でなら なかった。 長 次 郎谷は 雪崩で だいぶ 荒されて 

いるが、 傾斜 はスキ ー に 理想的で、 谷 も 思った より 広 

い。 しかし この 谷 は 日当り がよ いので 快晴の 日 は 油断 


がなら ぬ。 この 日 は 午前中に 小さい のが 数 力 所、 主に 

八 峰 側から 出て いた。 しかも 雪が 随分 重く 不愉快 だつ 

た。 長 次郎の コルに は 雪庇はなかった が 風の ために 少 

し 雪の 窪みが できて いた。 コルから 上 はちよ つとの あ 

いだ なかなか 急な 斜面だった。 それでも 雪が やわらか 

だった から ピッケルの 必要はなかった。 劎 岳の 頂上に 

は 例の 如く 朽 木の 柱が 立って いたが、 二 尺 ほどし か 出 

ていなかった。 僕 は 手帳の 紙に 消 炭で 名前 を 書いて そ 

れに はさんで おいた。 長次郎 谷の 下り は クラストの 雪 

で 面白くなかった。 それな のに 劎沢は 相 変らず 粉雪 状 

態だった。 思う に 風当りの よい 谷 は 一 日く らいの 快晴 


では まだ 大丈夫ら しい。 劎 沢の 登り は 長かった。 長 次 

郎 谷の 下まで くら い コッヘル を 持つ てきて おけば よ 

かった ろうと 思った。 別 山 乗越まで はスキ ー で 登った 

が、 一歩 雷鳥 沢へ 入る と 風で 雪が とても かたくなって 

いて アイゼン なしで は 歩け なかった。 また 下の 方 は 一 

日の 快晴で 雪が ばりばりの クラスト になって いて、 ス 

キ ー の 下手な 僕 は 滑って いると きょり 転んで いると き 

の 方が 長かった。 谷 を 下り 切って から も 室 堂まで は 時 

間が かかった。 それでも 天候が よかった ので ひどい 目 

にも 遭わず、 実に 幸運だった。 劎 岳へ 登る のに 長次郎 

谷 を 往復 すれば 最も 簡単 だ。 しかし 雪崩に ついては 充 


分注 意 をし なければ ならぬ。 しかも この ル ー ト による 

登頂 は 価値が 少なくない。 我々 は わざわざ 劎 岳まで ス 

キ ー に 行く ので はない から、 やっぱり 尾根 を 行きたい。 

二月の 終りに もなる と 天候が 真冬と は 違って くる。 僕 

のいた 二月 一 一十 二日から、 三月 三日までの あいだに 九 

十 時間 も つづいて 荒れた ことがある。 そのかわり 完全 

に 二日 間 快晴に なった こと もあった。 温度 はかって 知 

ら ない ほど 低い の を 計った。 雄 山の頂 上で 午前 十一 時 

だった のに 零下 二十 一 度に も 下った。 真冬より 三月 頃 

の 方が 温度の 上下が 烈しい に違いない。 しかし 室 堂 は 

去年の 正月と は 比較に ならぬ ほど 暖かだった。 これ は 


積雪量と 室 堂の 埋り 方に よる ものだろう。 

( 一 九 三  一 • 五) 


槍から 双六 岳お よび 笠ケ岳 往復 

昭和 七 年 二月 

十 日晴 

六 • 〇〇 槍 肩 

一 一 . 〇〇 樅 

沢 岳 〇 • 〇 

〇 双六 岳 

一 . 〇〇 樅 沢 

岳 六 • 〇〇 

抜 戸 岳 八- 


〇〇 笠ケ岳 I 

九 • 〇〇| 一 

〇 . 〇〇 笠ケ 

岳 I 抜 戸 岳 間 

の コル 二月 

十 一 日 曇 I 

雪 〇 • 〇〇 

I 一  . 〇〇 抜 

戸 岳 北側の コ 

ル 零下 二 〇 度 

三 丄ニ 〇 I 


四 • 〇〇 二 五 

八 八 • 四メ ー 

トル 峯の 南の 

コル 零下 一 〇 

度 七 • 〇〇 

樅 沢 岳 一 一 - 

二 〇 槍 肩 

槍 肩の 西 斜面 は 風が よく 当る ので、 快晴の 日で も あ 

まり 温度 は 昇らない らしく、 雪 は 単に 風 成 板 状に なつ 

ている だけで、 東 斜面の ように 凍って はいなかった。 

今冬 は 冬と 思われな い ほどよい お天気が つづいた ので、 


日当り のよ い 斜面の 雪 はたいて い 氷に なって いた。 お 

かげで 槍の穂先の 登攀 は 愉快だった。 しかし 正月 頃に 

登った 人の カット • ステップの 跡が 残って いるのに は 

きょう 

少々 興 を そがれた。 西 鎌 尾根に は 別に 悪場と 思われ 

るよう なと ころはなかった が、 でこぼこが 多く、 尾根 

も あまり 広く はない から、 スキ ー を 履いて 歩く の は 相 

当に 困難 だろうと 思った。 前 樅 沢 岳と いう 山 は、 横 を 

巻く 夏 道が 出て いたので 帰りに 通って みたが、 巻かず 

に 尾根 通り 乗越した 方がず つと 安全 だと 思った。 樅 沢 

岳の 頂上で 荷物 を 置いて 双六 岳へ 往復した が、 帰りの 

樅 沢 岳への 登り は 案外 時間 を 食った。 やはり ここ は 夏 


のように 横を卷 いて、 笠ケ 岳へ つづく 尾根へ 出た 方が 

よいだろう。 双六の 小屋 は、 今年 は 雪の 少ないた めか、 

あるいは 風の 吹き 廻し による もの か、 遠目ながら 大部 

分 露出して 見えた。 しかも 近年 相当に 修繕 を 加えたら 

しく、 新しい 木の 色が していた。 この 附近 はすば らし 

い 斜面が 多く、 眺望 も 実によ いところ だから、 スキ ー 

をしながら 二、 三日く らい 遊んで みたい と 思った。 樅 

沢 岳 をく だってから 抜 戸 岳へ 取 付く まで は、 尾根が 殊 

に 広く、 雪 も 思った ほどかた くないので スキ— を 使え 

ば 面白そう である。 途中 二 五八 八. 四メ ー トル 峰の 南 

の コルから 左 侯 谷へ はすば らしい 斜面が つづいて いた。 


抜 戸 岳へ 取 付く 雪の 壁 はちよ つと 凄く 見えた が、 か 

かって みれば 案外 簡単であった。 そこ は 夏 道の ついて 

いる 力 ー ル 状の 谷で、 両側に は 岩の 尾根が 走って いる。 

抜 戸 岳に は左误 側へ 向って、 のぞく こと もで きない ほ 

ど 大きな 雪庇が つづいて いる。 しかし 反対側の 打 込 谷 

に 向った 斜面 は ゆるく、 雪 も かたいので 案外 楽で あつ 

た。 抜 戸 岳から 笠ケ 岳までの 尾根 は 平凡で、 雪庇 も あ 

まり 出て いなかった。 この 日 は笠ケ 岳の 小屋へ 泊る 予 

定 だった ので、 四 年 前の 夏の 記憶 をた どって あちこち 

探して みたが、 どうも わからない。 雪に 埋れ ていたの 

かもしれ ない が、 別 石の 囲いの して ある 小屋 跡ら しい 


もの もあった から、 その後 こわれて なくなつ たの だろ 

うと きめてし まった。 笠ケ 岳の 頂上に は 大きな ケルン 

が 三つ ほどあった。 その 一 つの 中に 名前 を 書いた 紙 を 

記念に 挾んで おいた。 だいぶ 引返して 抜 戸 岳との コル 

で コッヘル を 使用して 夕食 をした。 缶詰の 牛肉と 甘納 

豆で、 殊に 甘納豆 はう まかった。 そこから ちょっと 歩 

いたと ころで ひょっと 懐中電灯 を 取 落したら、 見る 見 

る 打 込 谷の 方へ 転び 出して、 大変な 勢いで 飛んで 行つ 

てし まった。 やっと 止った こと は 止った が、 随分 下の 

方な ので、 一時 は 捨てて 行こうと 思った。 しかし 真暗 

では とても 歩け ない ので、 思い返して 谷底の 光 をた よ 


りに 下って 行った。 幸い 岩場 もな く、 斜面 も あまり 急 

ではなかった からよ かった が、 雪が 柔 くな つてから も 

なお だいぶ 転んで いて 登りに は 相当 時間 を 食った。 抜 

戸 岳 を 越して、 例の 力 ー ル 状の 谷 を 下りき つてから、 

コッへ ルを 使つ て レモン • ティ を こしらえながら しば 

らく 休んだ。 そのと き 懐中電灯が 急にば つ と 消えて し 

まった。 電球の 線が 切れた ような ので、 新しい のと 換 

えてみ たが それでも つかない。 電池 も 新しい のと 換え 

てみ たりして いろいろ 苦心 をし、 だいぶ 考えた 結果 他 

の 所に 故障が できた の だと 思って 諦めて しまった。 後 

で 新しい 電球 も 切れて いる ことが わかった が、 そのと 


き は マッチの 火で 調べて みて、 二つと も 切れて いるよ 

うに は 見えなかった。 それでもう 一 つ ほんと に 新しい 

のがあった のにつ けて みなかった の は 残念だった。 そ 

れ から は 雪 あか リを たよりに して ゆっくり 歩いた。 幸 

いお 天気が よいので 遠山 も ぼつと 見えて 迷う こと もな 

く 無事に 二 五八 八 • 四メ ー トル 峰の 南の コルまで 歩け 

た。 ここで また レモン . ティ を こさえ ながら 早く 夜が 

あければ よいと 思って ゆっくり 休んだ。 その 頃 は 夜中 

より 温度が 上った ので 変 だと 思って いたら、 夜が あけ 

てみ ると 空 はいつ の 間に か 曇って いる。 そのうえ 東の 

空 は 朝焼け をして いるし、 殊に 西の方、 白山の 上空 は 


一面に 薄 黒い 雲に 覆われて いるので、 天候が 崩れ 出し 

ている ことが わかった。 やがて あたりの 空気 も 湿つ ぼ 

くな つ てきて、 前 唐 沢 岳 を 越した 頃に はばら ばら つ と 

みぞれ 

霎 が 落ちて きた。 そして 霎は 間もなく 雪に 変って、 

あたりの 山 さえ ぼ つ と 霞んで しま つ た。 大急ぎで 進ん 

で 行った が、 睡眠不足と 過労の ため 思うよう に 歩け な 

かった。 それに 雪が 降り出してから は少々 空腹 を 感じ 

て も、 食事 をし なかった ので 一 層 元気が 出なかった。 

こうした ときこ そ コッへ ルを使 つ てうん と カロ リ ー を 

取って おかねば ならぬ の だが、 なかなか この ちょっと 

した 余裕 を 作る 気に はなれな いもの だ。 幸い 吹雪 は あ 


まり ひどくなかった し、 スキ— 等 邪魔になる もの はも 

ち ろん、 ルック ザ ックの 内容 は 一貫 目 もなかつ たから 

無事に 槍 肩へ たどりつく ことができた。 槍 肩への 斜面 

は 足元の 雪が 板 状に なって 崩れ落ち るので 非常に 不愉 

快だった。 小屋に 着いた 頃 は 吹雪 も ひどくな つたので、 

早 過ぎる と 思った が 泊る ことにした。 小屋 はとても 完 

全で、 雪 等 少しも 入って いないし、 東側の 窓のと ころ 

に スコップが 置いて あるので、 そこ を 掘れば 楽に 入る 

ことができる。 こんなよ い 小屋 は あまり 他に はない と 

思 つ た。 

( 一 九 三 二 丄ニ) 


初めて 錯覚 を 経験した とき のこと 

それ は 昭和 七 年 三月 二十、 二十 一日の 連休 を 利用し 

て、 但 馬と 因幡の 国境に つらなる 氷ノ山 I 扇ノ 山の 

尾根 を 縦走 中、 吹雪の ために あやうく 凍死 せんとした 

ときの ことであった。 

氷ノ 山の 麓で、 大久保 村へ 泊る 山 友達 B  •  K  •  V の 

人々 と 別れた の は 十九 日 午後 十一 時半 過ぎだった。 そ 

の 頃 はもう 雪が ちらつき 出して いて、 氷ノ 山越えの 道 

は 一層 淋しかった。 急な 登りになる 手前の 杉林の 中で、 

風と 雪 を さけながら スキ— に 張り シ— ルを 張る。 張り 


シ ー ルを 張る の は 初めてな ので 相当 苦心 をした。 川 を 

渡って 夏 道 通りに 登り、 八 四 〇 メ —トルく らいの 杉林 

の 中に ある 地蔵 堂に 着いた の は、 翌 午前 三時 頃だった。 

だいたい 今日の 予定 は、 この 堂で しばらく 休み、 すぐ 

出発して 氷ノ 山へ 登り、 引返して 国境の 尾根 を 北へ 縦 

走し、 一 日で 扇ノ 山の手 前に ある 三 ッケ谷  一 二三 九 - 

三メ— トル を 越し、 その 山麓の 菅原 村に 泊る ことにし 

ていた。 しかし この 堂に 着いた 頃 は 降雪が 激しく、 天 

候 も 恢復の 見込みがない ので、 すぐ 出発す る こと を 見 

合せた。 やがて 夜 も 明けた 七 時 頃、 住友の 人々 が 吹雪 

をつ いて 登って きたので、 力 を 得て その後に 従い、 な 


ん なく 吹雪に 狂う 氷ノ 山の頂 上に 立つ ことができた。 

それ はすで に 十 一 時 頃で 気温 も 零下 七 度まで 下って い 

た。 住友 組 はもう 少し 南のと ころから 春 来 村に 下る と 

いうので、 別れて 氷ノ 山越えの 峠に 引返す。 その 途中 

で B  •  K  •  V の 人々 に 会い、 お 互いに 天候の 悪い の を 

グチ る。 峠に 着く 頃から シ— ルが まくれ 出した ので、 

B  •  K  .  V 組の 下って くるの を 待ち、 糸 を 貰って シ ー 

ルを 縛りつ けた。 

赤 倉の 頭で 鉢 伏へ 行く という 一 行と 別れて 国境の 尾 

根 を 下る。 ここの 上部 は少々 悪場だった から スキ ー を 

ぬいだ。 しかし 下の 方 は 好 斜面つ づきで、 殊に 小 代 村 


から 春 米 村へ 越す 桑ケ 峠の 附近 は 広々 とした 真白い 雪 

原で、 すばらしい ところだった。 この 峠の 北に ある 峰 

一 〇 五 九. 五メ— トル を 登って いると き、 春 来 側の 谷 

に 住友 組の 下って 行く のが 見えた。 ェ ー ホ ー と 声 を か 

けて みたが 遠い のでお そらく 聞えなかった だろう。 こ 

の 峰から はまた ブナの 大木に 覆われた 傾斜の ゆるい 随 

分 広い 尾根つ づきで 眺望が きかぬ ため、 深い 山の 中 を 

歩いて いると いう 感じが する。 しかし 国境 尾根から 離 

れて 西側へ 飛び出し ている 陣鉢山 ニニ 三メ— トルへ 

の 尾根 は 痩せて いて、 杉の 木が 生えて いると ころも あ 

り、 そのうえ 北側 は 割合 眺望が きくので 人 臭い 感じが 


する。 陣鉢 山の頂き に 立った の は 午後 六 時 頃であった。 

頂上で は 木が 繁 つていて よく 見えなかった が、 諸 鹿 村 

へ 下る 尾根 は なかなか きっそう だ。 また 国境 尾根に 引 

返し、 コッヘル を 使用して 夕食 をす る。 吹雪のと き は 

暖ぃ 物で ない と 駄目の よう だ。 

そこから 一時間 ほど 進んだ 頃 ちょっと 登って 後、 急 

な 降りに なって いる。 ここで 左の 大きな 尾根に 迷い込 

ん だが、 右側の 尾根が 本 尾根であった。 本 尾根 は 

ちょっと 痩せて いたので スキ ー をぬ いだ。 その 頃から 

張り シ ー ト がまた まくれて きて 登 行が 困難に なった。 

取 付シ— ルを 持たなかった こと を 後悔す る。 そのうえ 


シ ー ルが 不完全な ため 杖に 無理が きて、 半分 折れて い 

た 片方の 杖が 完全に 根本から 折れて、 リングが はずれ 

てし まった。 修繕す るの はうる さいと 思った ので その 

まま 捨てて しまったが、 リングの 無い 杖 は 殆んど 役に 

立たない。 この 晚は 霧が 深くて 方角 も わからず、 地図 

を 見たり 考えたり する のに 時間 を 取られ、 そのうえ 

シ ー ルが まくれて ゆるい 登りで も 後 ヒリす る ので、 意 

外に 道が はかどらなかった。 

二十 一日の 朝に なった が、 天候 は 少しもよ くなら な 

い。 ちょっと 登りが あつたので 一 〇 五七メ ー トルの 峰 

だと 思う。 そこで また コッヘル を 使用して 朝食 をした- 


これで 食糧 は 完全に 無くなって しまった。 しかし 

三ッケ 谷まで はそう 遠く はない し、 あそこに は 何度も 

登った ことがあ るので、 どんなに 霧が 深くても わけな 

く菅原 村へ 下れる と 思って 安心して いた。 ところが 事 

実はそう でな く 晴天の 日に 登った 経験 は なんら 用 をな 

さなかった。 朝食 をして いると き、 鉢 伏 山から 氷ノ山 

に つづく 大平 附近の 尾根の 下部が 霧の まに まに 隠見す 

る。 

それが ちょうど 三 ッケ谷 や 扇ノ山 附近に 見えた ので、 

つ い 小 代 谷へ 下った 尾根 を 国境 尾根 だと 感 違いして だ 

いぶ 迷い 廻った。 もちろん 最初に この 尾根 は 怪しい よ 


うだと 思えば、 磁石 も 出して 見る し、 よく 考えても 見 

るから 間違い はない はず だが、 たしかに あれ は、 国境 

尾根に 違いない と 思う とそれ に 気を取られて 後戻りし 

ている こと さえ 気がつかなかった。 正午 頃 霧が はれて 

あたりの 山 もよ く 見えた し、 鉢 伏 山へ 登りつつ ある 

人々 さえ 見えた ので ちょっと 安心した。 ここまで くる 

と 附近の 森林 は 切り払われ ていて、 小 代 谷 側 は 真白い 

斜面が 下まで つづいて いる。 

かって 僕 は 雪の 無い とき、 この 谷 を 登って きて 

三ッケ 谷の 頂上に 立った ことがある。 下の 方に は 

ちょっと 田圃が あり、 中腹の；^ 大な 斜面に は 杉 苗が 疎 


らに 植林され てあつた。 しかし 頂上 附近 はや はり ブナ 

の 大木と スズ 竹の 物凄い 藪であった から 三角 標石 を 探 

すのに 随分と 苦心 をした。 そのと き 氷 ノ山ゃ 鉢 伏 山に 

も 登って 三角 標石の 横に 一 寸 ぐらいの 柱 を 記念に たて 

た。 しかし 氷ノ 山に は その後 測量 台が たったので 取り 

のけられ たらしく、 今 は 見あたらない。 三ッケ 谷の 手 

前の 峰への 登り は 相当 大きな ものであった。 傾斜の ゆ 

るい あいだ は 階段 登りで 進んだ が、 急な ところ はス 

キ ー をぬ いで 歩いた。 空腹と 睡眠不足が こたえて きた 

し、 風 陰で 割合 暖かだった ので 居眠り をしながら 登つ 

た。 


しかし、 この 峰の 頂きに 登った 頃 はまた 物凄く 吹雪 

いてきた。 そこから ちょ つと 進んだ ところで 不注意に 

も 雪庇 を ふみはずして 小 代 谷 側へ 落ち、 ひどく 身体 を 

叩き付けられた。 高さ は四メ ー トルく らいの もので、 

その 下 は あまり 急でなかった からち よ つ と 流れた だけ 

で 止った。 しかし この 急な 雪庇 を 登る の はつらかった。 

三ッケ 谷の 頂上 は 長くな つてい るので、 南の 方から 

登って 行く とど こが 最高点 だか わからない。 それでも 

午後 六 時 頃に は 頂上に 立って いた。 そして 間もなく 何 

度 も 通った ことの ある 道 を 東へ 下って 行った。 ところ 

どころ 記憶に あると ころが 出て くるので もう 大丈夫 だ 


と 思って いた。 ところが その コルへ 下り 着いた とき は、 

夜が やって きて 地形が まるで わから なくなった。 そし 

て 記憶に 無い 長い ゆるい 斜面が 出て きたと き、 どうも 

変 だ、 間違って 小 代 村へ 下りつつ あるよう だ、 と 思う 

ようになった。 それ は 周囲の 山が すべて 濃霧に 鎖され 

て 方角が わからな いのと、 快晴の 日の 登山 は、 自分の 

歩いた 道 を あまり 頭に 入れて いないため である。 なお 

疑いながら 進む うち、 右手の 谷の 木の 無い 真白い 雪原 

が 出て きた。 僕 は それ を 見て あれ は 確かに 小 代 村 附近 

の 田圃に 違いない とこう 思って しまった。 恐ろしい 感 

違いだ。 実は この 木の 無い ところ は 木地 屋 という 椀 や 


杓子 等の ほり 物 をす る 人が、 雪の 無い とき やって きて 

木 を 切って しまった ところで ある。 随分と 下って きた 

よう だが 間違った の だから 引返さねば ならない。 だが 

今 は あまりに ひどい 吹雪に なって いる。 恐らく 尾根の 

上 は 一 層 物凄い に違いない。 それで 一 時 ここで 雪の 止 

むの を 待った 方が よいに 違いない と 思って、 風 陰 を 探 

しながら 歩いて いると、 また 雪庇 を ふみはずし、 こん 

ど はまつ さかさまに 投げ出されて ぞっとした。 僅か 二 

メ ー トルぐ らいの もので あつたが ひどく こたえた。 早 

速 雪庇の 下 を 掘って 入る。 

僕 はこん どの スキ ー 行 は 三月 も 終りに 近い こと だか 


ら 大して 雪 は 降らないだろう し、 現在 積って いる 雪 も 

これまでの 経験から、 昼間 だけ は ザ ラメ 雪と なる が 朝 

夕 は カリカリの 雪で、 靴の まま 歩いても 楽に 違いない 

と 信じて いた。 だから 国境 尾根の 縦走 だって 一 日 あれ 

ば 充分 だと 思って、 食糧と して 弁当 を 一日 分と 少しし 

か 持たなかった。 もちろん 一日 や 二日 は 絶食しても 歩 

ける 自信 はあった。 しかし この 湿気の 多い 風と 雪 は、 

信 州の 山で は 完全な 防水布の 手袋 や 防寒具 を わけなく 

しめらせて、 肌着まで 濡れて きた。 手 も そろそろ 感覚 

が 無くなり 出した し、 吹きつける 雪が 顔の 表面 を 雨の 

ようになって 流れて、 熱 をう ばう し、 肌着が 濡れて い 


るた めか、 背筋の 方に ゾッと 寒さ を 感ずる ようにな つ 

てきた。 これに はさす がに 参って しまった。 それでも 

アル コー ルが 少し 残って いたので、 コッヘルで 湯 を 沸 

かして 呑んだ。 そして できるだけ 元気 を 出して 前と 横 

に 雪の 囲い を 造った。 こうして いるう ち もとき どき 居 

眠り をして いた。 やっと 半メ ー トルぐ らいの 相当 完全 

な 囲いが できた ので、 ある だけの もの をき て ルック 

ザ ックを 下に 敷き、 その上に 横にな つてみ た。 しかし 

ほんの ちょっと 眠った だけで、 ひどい 寒さの ため 目が 

さめた。 あまり 寒い ので その 雪の 孔 から 飛び出し、 サ 

ムィ、 サム ィと 大声で 悲鳴 を あげながら 体操 をし ばら 


くつ づけた。 しかしす ぐ 眠くて たまらなくな リ、 また 

雪の 孔の 中に 戻って 横にな つた。 こんな 天候の 悪い と 

きに、 しかも 雪の 孔の 中で、 寒さ を 感じながら 眠る と 

いうの は 無謀な ことだった。 しかし このと きの 僕 はい 

くら 眠るまい としても、 それにう ちかつ こと はでき な 

かった。 この 折の 眠 さは 単なる 疲労 や 睡眠不足 ではな 

く、 凍傷から きた もの だと 思われる。 でもす ぐ また 寒 

さの ために 目が さめた。 このと き 初めて、 このまま 眠 

リ 込んで 凍死す るよう な ことにな つて は 大変 だと 思つ 

た。 そこで 早速 荷物 を まとめ 三ッケ 谷の 頂上 を 目指し 

て 登って 行った。 しかし 杖 は 一本し かきかぬ し、 ス 


キ ー にはシ ー ルが ついていな いので、 階段 登りし かで 

きず、 行程 は なかなか はかどらない。 もちろん 疲労 も 

はなはだしく、 歩きながら 居眠り をして いる ことが 多 

かった。 この頃から そろそろ 錯覚 を 起し 出したら しく、 

雪の 色が 黄色く 見えて きた。 また 木に 積って いる 雪が 

ちょうど 紙 切 や、 旗 や、 堤燈 等に 見え 出した。 そのと 

き 僕 は やっぱり この辺に も 木地 屋が 登って きて、 七夕 

祭のと きに 飾る 竹の ように 木 を 飾って おいた のだろう 

と 思った。 そして 近づいて 行って 杖で それに 触って み 

て、 初めて 旗で も堤燈 でもない のに 気がつく のだった。 

また 歩いて いても 下半身 は 全然 自分の 身体の ような 気 


がしなかった し、 肩 を 杖で 打って みても かすかに しか 

感じなかった。 それで 僕 はま ださつ きの 雪の 孔の 中で 

眠って いるか、 もしくは その 前に 雪庇から 落ちた よう 

だが、 あの まま 倒れて いて、 今 夢を見て いるので はな 

かろう かとこう 思って、 声 を 限りに どなって みた。 し 

かし その 声 はかす かに 聞え る だけで、 その 夢 を 破る こ 

と はでき なかった。 

やがて 一 一十一 一日の 朝が やって きた。 その 頃 はもう 雪 

は 止んで いたが、 濃霧 は 相 変らず 風に あおられ ていた _ 

そして 三ッケ 谷の 頂上に 近くな つ た 頃 は 僕 も 極度に 疲 

労して きて、 後一 一 〇 メ ー トル ほどが どうしても 登れな 


い。 僕 はいくら 夢を見て いても、 登れる という 自信が 

あ つ たら 必ず 頂上に 登 つた 夢になる だろうと、 こう 

思って 努力して みたが 駄目で ある。 ついに 頂上へ 登る 

こと を 諦めて しまい、 横 を 巻いて 北へ 進んで 行き、 よ 

うやく 一  つ 北の 尾根へ たどりついた。 けれども これ を 

頂上へ 登る こと も 大変 だし、 これから 先に も 相当に 登 

りが ある こと だから、 もう 国境 尾根 縦走 を 止めて 小 代 

村へ 下って しまおうと、 こう 思って ついに 決心 を ひる 

がえ してし まった。 

やがて 滑降が 始まった。 しかし スキ ー は 下手 だし、 

半分 眠って いるよう な 状態で どうして 満足な 滑降が で 


きょう。 ちょっと ヒ つてす ぐ 自分から 身体 を 投げ出す 

ようだった。 あまり 苦しい ので、 歩いて 下った 方が 楽 

に違いないと 思って、 スキ ー をぬ ぎ、 それ を 一 つず つ 

谷へ 向って ヒ りおろ した。 両方と も あまり 遠くない と 

ころで 止った。 それから 歩いて 下る つもりだった のに、 

スキ— をぬ ぐと 何だか 急に 休みた くな り、 ルック ザッ 

クを おろして、 それに 腰 を かけて しまった。 

その 頃 はもう 風 も ffl いでた だ 霧が かか つてい る だけ 

だった。 そうして いるう ちに 疲れが 出て きて、 立ち上 

る こと を 全く 忘れて しまった。 そして 僕 は、 もう 駄目 

だ、 ついに 自分に も 終りが きたの だとこう 思い出した。 


そして 死ぬ という ことが 非常に 恐ろしく なり、 悲しみ 

の 声 を あげて 泣いた。 やがて、 この スキ ー 行が すんだ 

ら 会える だろうと 思って いた 故郷の 父 や、 親しい友達 

のこと が ぼんやり 頭に 浮んで きた。 また 会社の 方が 欠 

勤になる こと を 昨日から 悩んで いて、 上の 人に どう 弁 

明しょう かと か、 山から 下りたら すぐ 電報 を 打って 届 

を 出しても らおう 等と 考えて いたが、 死んで しまえば 

その 心配 も いら なくなつ たと、 ある 気安 さ を 感じた。 

その他 金銭 貸借 上の こと 等が 次から 次へ と 浮んで きた。 

しかし 僕 は 死んだ のち 多くの 人に、 僕が 無謀な 山 行 を 

していた 当然の むくい を 受けた の だと、 種々 欠点 を あ 


げ て 非難され だろう - 」 とも 毫も 残念 だ と は 思わな かつ 

たし、 僕の 死体 を 探す ために 出される 捜索隊の こと や、 

その他 いろいろと みんなの 厄介 を かける こと 等 はまる 

で 頭の 中に 浮んで こなかった。 それ は 僕の 性質に 欠陥 

が あるた めだろう。 そのうちに 頭 も 疲れて きて ついに 

何も 考えられぬ ようになつ てきた。 そして 間もなく 眠 

るが 如く、 ぐったりと 倒れて しまった。 

それから 四、 五 時間 もた つた 頃、 僕 は 突然 われに か 

えった。 気がついて みると、 やっぱり 僕 は 三ッケ 谷の 

直下で 倒れて いたのだった。 空 はもう からりと 晴れ 

上って すばらしい お天気に なり、 暖かい 太陽が 斜め 上 


に赫々 と 輝いて いた。 そのと きの 僕 は 嬉し さの あまり 

こおどりした。 唄 を 歌った、 力一杯 どなって もみた。 

そして 更正の 喜びに ひたった のだった。 もちろん あた 

りの 懐し い 山 も 谷 もす ベて、 僕の 蘇った の を 見て、 一 

層晴 やかな 顔 を 見せて くれた。 だからもう 僕 は 迷い 廻 

る こと はなく、 スキ ー を 履く と 一直線に 昨日の コルへ 

下って 行った。 

そして コルに 着いた とき は、 こんなと ころで 迷って 

いたと は 思えない のだった。 例の 昨日の 田圃 だと 思つ 

た 木の 無い 谷で は、 すでに 山 獵師が やって きて 兎 狩 を 

している のだった。 エホ ー と 声をかけて みたが、 彼等 


は 狩に 夢中に なって いるら しく 返事はなかった。 それ 

からしば らく 国境 尾根 をた どり、 長い ゆるい 斜面 を 

まっすぐに 北へ 向って、 にって 行った。 その後 二つの 浅 

い 谷 を 越す のに、 空腹の ため 相当 時間が かかった が、 

なんなく 菅 原の 村まで スキ— を 履いて 降る ことができ 

た。 もちろん 村の 近く 急 斜面で は 転んで ばかりい たが、 

嬉しくて スキ— をぬ ぐ ことができなかった。 そして 先 

年 泊った ことの ある 家に 行き、 おかゆ を 御馳走に なつ 

て ほっとし たの は 午後 六 時だった。 すぐ スキ— を まと 

めて ここ を 出発し、 雪 深い 道に 悩みながら、 それでも 

元気で 下って 行った。 ちょうど この 日 は 月蝕の 晚 だつ 


た。 菅 原から 六 キロ ほど 下った 田 中と いう 村の 辺で は 

雪の 無い 道と なった。 湯 村まで 歩いて、 ここから 浜 坂 

駅まで 自動車 を 飛ばし、 時間がなかった ので 家に も 寄 

らず、 二十 三日 午前 一時 四 分 発の 汽車に 乗って しまつ 

た。 だから その 日 は 会社で 働く ことができた。 もちろ 

ん社 では たびたび 居眠り をした が、 もう 凍死の 心配 は 

なかった。 

さて この 遭難の 最大の 原因 は 何であろう か。 もちろ 

ん 僕の 悪い 性質 (天候が 悪い の にもかかわらず、 無理 

に 決行しょう とする) のた めであった ろうが、 それに 

しても 準備 不足と いう ことが 第一 であった に違いない。 


その 中で もシ ー ルの 張りつ けが 不完全であった こと。 

すなわち ワックスの 適当な もの を 持たなかった のが 一 

番 悪く、 食糧の 不足が その 次で ある。 防寒具の 不足 は 

最も 恐ろしい こと だが、 雪の 中で 安全に 眠れる ほどに 

持つ こと は、 スキ ー の 下手な 僕に は 無理な こと だ。 ま 

たスキ ー 杖の 半分 折れた の を 持って行 つたこと も 悪 

かった。 防水布の 手袋 は 信 州の 山で はよ いと 思った が、 

このと き は 降雪 や 転倒の ため 濡れて、 殆んど 防寒具に 

ならなかった。 その他 取 付け シ ー ルゃ 吹雪 用の 頭 布 等 

を 持たなかった の も 欠点で ある。 それから 未知の 山で 

あつたと いう こと はどう か —— これ は 大して 影響し な 


かった と 思う。 何故なら あんな 天候の 日に は少々 知つ 

ていても、 未知のと ころと 同じように 迷う だろう から- 

その他 気づ いた こと は —— 吹雪の 日に はコッ ヘル を 

使用す る ことによ つ て 安全な 食事 をす る ことができる- 

冷い 食糧 は 駄目 だ。 雪上で 眠る こと は 危険 だが、 温か 

い 物 を 食った 後なら (極度に 疲労して いないなら) 凍 

死す る ほど 眠り込まないで、 ある 時期に なれば 気がつ 

くだろう。 二人 以上い るなら 交代に 眠り、 必ず 一人 は 

コッへ ルで 熱い 飲物 を こしらえながら 起きて いる こと- 

ひどい 吹雪で なければ、 眠る より 歩いた 方が よい (非 

常に ゆっくりと、 あるいは 居眠り をしながら)。 腰 を 


おろして 休む ときには 眠り込まぬ ように コッ へ ル等を 

利用す る こと。 以上の ように 終始 コッヘル を 利用す る 

ことが 一 番 よいと 思う。 もちろん 疲労 や 睡眠不足 を完 

全に 補う 薬が あれば 一 番 よいの だが、 残念な ことに 僕 

は それ を 知らな  I 

( 一 九 三 三 • 一 ) 


冬富士 単独 行 

細 野へ 行く 山 友達と ともに、 いつもの 急行で 神 戸 を 

出発した。 この 汽車 は 御殿場へ 行く 僕に は あまり 有難 

くなかった が、 友達の 友情に 引きずられた のだった。 

だいたい 僕 は 岩登り も、 スキ ー も 下手な ので パ ー ティ 

の 一 員と して は 喜ばれず、 やむなく 一  人で 山へ 行く の 

であって、 別に むずかしい イデ ォロギ —に 立脚した 単 

独 登攀 を 好んで いる わけで はない。 だから 汽車の 中な 

ど、 少々 足 手 まといに なっても、 お 互いの 生命まで 関 

係 しないと き は 山 友達 もと もに いる こと を 許して くれ 


る。 

名古屋 では 乗換に 間が あつたので、 荷物 を プラット 

ホ ー ム においた まま 駅前の 通り を ぶら りと 歩いて やが 

て 時間が きたので 構内へ 入って みると、 さっきお いた 

荷物が 見えない。 大 あわてに あわてて 駅員から 駅員と 

走り 廻り、 やっと それが 案内所の 方へ 忘れ物と して 廻 

して ある ことが わかった が、 それ を 受取りに 行って 汽 

車に 乗 込む までの 忙し さとい つたら 一 通り や 一 一通りで 

はなかった。 

さて 汽車に 乗 込んで みる と 相当 満員 のうえ 皆よ く 寝 

ている。 とても 僕に は それ を 起す 勇気 は 出ない。 僕 は 


闘志 を 強く する ために 山へ 行く の だと 思って いたが、 

どうした わけ か 山へ 深入りす る ほど 闘志が 弱くな つ て 

いくような 気がする。 人と 人との 闘いに 負けて 山へ 逃 

げて 行く のが 現在の 僕な のだろう か。 

静 岡の あたりだった か 勇敢な 人が たった 一 人で きて 

大声で 「満員に なりました から 皆 起きて 下さい」 とど 

なった ので 寝て いた 人 は 皆 驚いて 起き 上った。 そのと 

き 彼の 人 は悠々 と 歩いて 行って、 一番 気持の よさそう 

な 席へ すわり 込み、 すぐ 居眠り を 始め 出した。 僕 は 

思った —— こういう 人 こそ 今の 世の中で は 一 番 成功す 

る ひとなん だ  他人の いう こと を 気にして いた リ、 


どうしたら 他人の 邪魔に ならないだろう か、 こうして 

いたら 他人に 心配 を 掛けずに すむ だろう 等と 小さい こ 

とまで 考えて いる 者 はやが て 自滅の 運命 をた どるで あ 

ろう。 

三 島の 附近から 夜 あけの 富士が 見え 出した ので 車中 

は ひとしお 賑 かにな つた。 僕の 前にす わって いる 人が 

僕に どこへ 行く のかと 聞く ので、 富士山へ 登る 予定 だ 

といったら 少なからず 驚いて、 君 はどう 欲目に 見ても ■ 

富士山へ など 登れそう にないと いう。 もっとも だ。 こ 

の 寒い 冬の 最中に 上着 も 無く、 カツ タ ー. シャツ を 着 

ただけ であり、 足に は 地下足袋 を 覆いて いる 僕 を 見て 


は 誰 だって そう 思う だろう。 それに こ の 人 は 汽車 へ 乗 

込んで きたと き 小声で 「皆 寝て いやがって すわる とこ 

ろ もない や」 とつぶ やきながら 立 つ ていた ほど だから、 

恐らく 情の 強い 人な のだろう。 僕の こと を 心から 心配 

している ようだった。 こういう 人 は 将来 損 だと 僕 は 思 

う。 なぜなら この 人 は 情が強い ために 他人が 危地へ 陥 

るの を 助けよう として 自分の 力の 全部 を なげ 出し、 や 

がて 自分が 危地に 落ちて 行く に違いない。 少なくとも 

他人の 苦しむ の を 気にして いる あいだ は、 今の 世の中 

では とても 成功 はでき まい。 

御殿場 の 駅で 見た 富士山 は 僕の 頭 を 圧して 被い かぶ 


さるよう につった つた 実に 物凄い 雪の 壁だった。 あの 

雪の 壁が 一 度に どっと 崩れて きたら どうしょう。 どこ 

にも かじりつ けそうな 岩 尾根 はないで はない か。 あん 

な 凄い 壁 を どうして 人 は 登 るんだろう。 せめて 氷で も 

なら アイス • ハ— ケン にもの をい わせよう が、 あのよ 

うな 雪の 壁な ど、 どうして 僕に 登る ことができよう。 

「やめよう か」 そう 思った けれど、 せっかく ここまで 

やって きたんだ。 闘わず して 退くな ど は あまり 残念 だ。 

 そうだ。 闘って みょう。  全力 をつ くして 闘つ 

た 後なら 頂上へ 登れな くと も 思い残す こと はない。 全 

力 をつ くして 闘う ところに 価値が あるので あって、 頂 


上へ 立つ ことので きる の は その 副産物に 過ぎな いんだ。 

御殿場 は 太郎坊 附近が スキ ー 場に なって いるので、 

名古屋 鉄道 局 管内なら スキ ー 割引の 切符が 発売され て 

いるし、 乗合自動車が 馬返しまで 行って くれる。 

太 郎坊は スキ— 客で 相当 賑 かだった。 午前 九 時 早め 

の 昼食 をして、 この 日 早朝 出発した 観測所の 人々 の 後 

を 追った。 この 附近で 見た 富士山 は 広々 とした 真白な 

斜面が どこまでも つづいて いて、 御殿場で 感じた 凄み 

はなく、 平凡な 山と しか 見えない。 大急ぎに 急いで 

やっと 三 合 目の 附近で 皆に 追い つき 簡単に 挨拶 をした。 

そのと き、 案内 人らしい 人が 僕に 二人で —— 案内 も 


つれない と は 無謀ではありません か」 という。 もっと 

も だ。 一 年に 数十 万人 も 登る 富士山に た つ た 一 度 夏に 

きた だけで、 すぐ 冬季に こころみる など 無謀に 違いな 

い。 けれど 闘志 を 強く する ため か、 あるいは 逃避の た 

めの 山 行な ら 案内が いろう はずがない。 そのうえ 案内 

人 もろとも 遭難す る 場合 を 考える と、 気の 弱い 僕に は 

とても やとう 気がしな いんだ。 

それから 皆と 一緒に、 宝 永 山の 北側の 浅い 谷 を 登つ 

て 行った。 雪 は 風に 少し 作用 を 受けた 粉雪で、 ラッセ 

ルも 無く 非常に 楽だった。 皆 は 五合 目の 観測所の 小屋 

に 泊る ので、 僕 は そこ をスキ ー 二 アポと して アイゼン 


を 履き、 中 食の のち、 宝 永 山の 尾根へ トラ ヴァ ー スし 

た。 この 附近 はま だ 雪が やわらかく だいぶ もぐる とこ 

ろが あった。 しかし 尾根へ 出てから は アイゼンで 気持 

のよ い 堅 雪だった。 七 合 目 附近から 暗くな リ だしので、 

安全第一と、 この 尾根 を 離れて 左へ ちょっと 巻き、 宝 

永 山の 火口の 真上の 夏 道の ついている 谷へ 入った。 こ 

の 谷 は 風が 当らない ため か 雪が 非常に やわらかく、 ひ 

どく もぐって とても 困った。 そのうえ 空腹 を 感じても 

食事 をす る 余裕が 出な いので、 あえぎ あえぎ 登 つ たた 

め 非常に 時間が かかった。 あまり 苦しい ので 右へ 巻い 

て 元の 尾根の 上へ 出た。 この 尾根 は 雪が 理想的に 締っ 


ていて とても 楽だった。 帰りに もこれ を 下って みたが、 

悪場な ど 一 力 所 もな く 平凡な 尾根で、 夏 道の 谷へ 入ら 

ず 全部 これ を 伝って いたらよ ほど 楽で あつたに 違いな 

いと 思った。 もちろん スキ ー で 登るなら 夏 道の 谷が 第 

一 だと 思う。 この 尾根 も 最後 は 少し 傾斜が 急で 岩 も 出 

ていたが、 危険 を 感じる ような ところではなかった。 

そして 観測所の 少し 東の 台地へ 登る ことができた。 観 

測 所に は 電灯が 煌々 と 輝いて いて、 まるでよ く 開けた 

スキ— 温泉 場の ような 感じが した。 非常に 疲れて いた 

ので 早速 観測所に 入って、 食糧 も 寝具 も 持って います 

が 泊めて もらえません かと 技師の 人に 頼んで みたが、 


気象台 長の 許可がない と 泊められない とのこと だった。 

それでも 死にそう なほ ど 苦しんで いる 場合に はやむ を 

得ず 泊める ともい われた。 これ はいつ もの 如く、 僕の 

気が きかない ために 起った 失敗ら しく、 太郎坊 あたり 

で 電話で も 掛けて よく 頼んで おけば こんな ことに はな 

ら なかった に違いない。 あるいは また 一緒に 途中まで 

登った 観測所の 人に だけで も 話して おいたら よかった 

であろうが、 どうやら 案内 もつれず 一 人で 登った とい 

うこと が 皆の 気に入らなかった らしく、 やがて それが 

頂上の 人々 へ 電話で 報告され たもので あろう。 しかし 

それ とても 僕が もっとも つと 努力して 一 生 懸命に 頼ん 


でいたら、 決して 泊めない とはいわなかった であろう。 

何事に よらず 最後の 五分 間 だけで も 必死にな つ て 努力 

したならば 必ずや 光明 を 見出しうる に違いない。 

やむなく 観測所 の 番人 梶さ ん の 世話で 富士 館と い う 

のに 泊る ことにき め、 しばらく 休ませて もら つたう え、 

懐中電灯までお 借りして 出かけた。 富 士館は 一 月 ほど 

前、 鈴 木 伝 明 一行が 使用した ため か 壁板が めくって 

あつたので 楽に 入る ことができた。 館内に は 寝具 等な 

ん にも 無い が、 雪が あまり 入って いないの が 何より 

だった。 大変 疲れて いたた めか 食事 をしても すぐ もど 

してし まった。 室内 温度 は 零下 十一 一 S くらいだ つたの 


に 非常に 寒く 感じた。 

やがて 昭和 八 年の 元旦が やって きた。 初日の出 を 

慕って 午前 六 時 剣ヶ峰へ 向う。 外 は 強い 西風が 吹き ま 

くって いる。 間もなく 剣ヶ峰へ 立つ ことができ たが 南 

の 山 すら 雲に 被われて いて、 楽しみに していた 北の 山 

は 少しも 見る ことができなかった。 しかし 東の 空 はよ 

く 晴れて いて —— 午前 六 時 四十 分 —— 雲の上から 出る 

初日の出 は 実に 荘厳の 極であった。 

お 鉢 廻り をして 観測所へ よると、 技師の 方々 が 「昨 

日 はどう も 失礼 をした」 といって、 お 正月の 御馳走 を 

次から 次へ と 出す ので 少なからず 僕 は 驚いた。 大変 御 


馳走に なった うえ、 茶瓶から コップへ なみなみ とつが 

れ たお 酒 をお 茶 だと 思って ぐっと 飲んで、 しまったと 

思った が 仕方がない。 そのまま お礼 をい つてお 別れ を 

し、 ほんと に 明るい 気持で 富士を 下りて 行った。 

( 一 九 三 三 ニー) 


山に 来 J う 

今年の 二月、 ずっと 以前から あこがれ ていた 近 江の 

金糞ケ 岳へ 登ろうと 思って、 伊吹山の 西 麓 を まき 伊吹 

や 東 草 野の 村 を 伝って 歩きました。 今年 は 近年に ない 

大雪が 降った ので 附近に は 雪が 三、 四 尺 も 積って ます。 

そんなに たくさんの 雪が 積って いるのに、 村 を 出る と 

その 深い 雪 を 掘り 上げて 綺麗に 道が あけて ある。 不思 

議に おもって それ をよ く 注意して いると、 その 道が 小 

学校の あると ころまで 蜒々 と 数 里 も つづ いている こと 

がわ かりました。 子 を 思う 親心 は どこでも 同じ ことな 


のでし ようが、 かほ どまでに 強い もの かと 私 はしみ じ 

み 身に しむの を 感じました。 その 晚 夜通し 歩いて やつ 

と 朝が たに 甲津 原に 着き ましたが、 不運に も 天候 は 崩 

れて山 は 濃い 霧が かか つ てし まいました。 

甲津 原に は 三つの 大きな 谷が 落 合って おります。 地 

図に よると 東側の 谷 は 美 濃の 貝 月 山へ 登る 谷で、 金 

糞ケ 岳へ は 真ん中の 谷 を 上って、 三角点 一 〇 七 四の 北 

側 を 越し 向う側の 広 瀬 浅 又の 谷から 登る のが 一 番 よい 

ように 思われます。 しかし 実際 はこの 谷 は 西側の 谷よ 

りず つと 悪く、 かつ 一 〇 七 四メ— トルの 北側 は 尾根 も 

谷 も 地図 以上に 痩せて いる 上、 傾斜 も 急で スキ— .ル— 


ト として はよ くありませんでした。 

その 日 一 〇 七四メ ー トルに は 登り ましたが、 濃霧の 

ため 迷って、 金 糞へ は 行けませんでした。 で、 つぎの 

日曜に はぜ ひ 登ろうと 決心し、 スキ— は そのまま 甲津 

原に 置いて 帰って きました。 そして 日曜の くるの を 

待って おった のです。 ところが 土曜日に なって、 故郷 

の 父が 最近 急に 悪くな つたそう だからす ぐ 見舞いに 

帰って みない かとい つて 姉が わざわざ やって きた。 そ 

して 「山」 に 迷って いる 私 をさん ざん 責め立て たので 

す。 けれど その 頃の 私 は それく らいの 忠告で 気の つく 

ような 浅い 迷い 方ではなかった ので、 その 晚 はまた 子 


を 思う 親心に 泣きながら 甲津 原へ の 道 を、 にってい まし 

た。 翌日 はすば らしい よいお 天気で、 甲津 原から 西側 

の 谷 を 上り 切り、 尾根 伝いに 金糞ケ 岳へ 登頂す る こと 

がで きました。 頂上から は 三角点  一 二 七 一 や 一 〇 五 七 

を 縦走して 道の 記入して ある 尾根 を 下り 高山へ 出 まし 

た。 

つぎの 日、 私 は 会社へ 「父が 大変 悪い そうです から 

見舞いに 帰ろうと 思います。 休暇 を 少しもら えません 

か」 といって お願いに 出た。 ところが 「君の 父 は 山の 

中で 病気 をして いるので はない かね」 と 上の 人が 皮肉 

をい うのです。 実際そう いわれても 仕方がない。 どう 


もない 親 を 病気 だとい つ てまで 山へ 行く ほどの 不孝 者 

ではない にしても、 山へ 行く ときには あっさり 休暇 を 

使いながら、 父の 病気 見舞いに は 休暇 を もらう こと を 

惜しんで いた 私なん だから。 しかしなん といわれても 

見舞いに 帰らねば ならない。 一人し かいない 親なん だ 

し、 末子で わがままな 私の こと を 一番 心配して いる 父 

なんだ もの。 

わが 家へ 帰って みると、 一時 大変 悪かった 父 も だい 

ぶ 恢復して いたので 大いに 安心した。 父 は 生来 無口で 

思って いる ことの 半分 もい えぬ 性な の だが、 私の 顔 を 

見る とすぐ、 登山 は 危険 だから 止めて ほしい。 そして 


早く 身 を かためて くれと いった。 母が いたなら おまえ 

を 今まで 独りで 置き はしなかった であろうに。 自分 は 

どれほど それ を 心配して いる ことか、 自分の 病気 はだ 

ん だん 重くな つて 行く ばかりで、 もう 全快の 見込みが 

ない。 そう 長く は 生きて おられない 自分 だ、 なんとか 

安心 させて くれない もの か、 それば かりが 心残りな の 

だが といわれる。 私 は それに なんと 答えたら よかった 

でしよう。 けれど 私に は噓 をい うだけ の 勇気が ありま 

せんでした。 私 は 「お父さん 心配して 下さるな。 私に 

は 命懸けで 愛して いる 恋人が あるので す。 あなた は そ 

れを よく 御存知でしょう」 と 言って しまった。 ところ 


が 父 は 「ああお まえ は 何 を 言って いるの か。 父が 死ぬ 

と いう 間際にな つて これほどまでに 頼む のに まだ 迷い 

の 夢が 覚めない と は、 おお 可哀想に、 お前 はほんと に 

恐ろしい 者に つかれて しまったな あ」 と 心から 嘆く の 

でした。 ああ ほんと に 恐ろしい 力 だ。 忘れよう とすれ 

ばす る ほど、 心の奥へ くい 込んで くる。 どんなに 我慢 

しょうと しても 駄目 だ。 ああ どうしたら よいの か。 ね 

えお 父さん ほんの 二、 三日です よ、 ちょっと 行って き 

ますと 言つ てし まう のでした。 

鳥 取の 奥、 若 桜から 西へ 三 倉と いう 村の ある 谷に 入 

リ、 三角点 九 七三へ 登る。 この 谷 は 六 〇〇 メ ー トルく 


らいから 右手の 尾根へ 取りつ く 方が よい、 尾根 伝いに 

三角点 一二 八 七へ 登り、 ここより 南へ 三角点 一 一二 七 

附近まで 往復した が、 一二 一七 メ ー トル 附近 は 地図と 

だいぶ 違って いる。 それから 東 山の頂 上 を 極め、 登り 

尾根 を 下って 吉 川へ 出た が 実に 愉快な コ ー ス だった。 

翌日 若 杉 峠へ 向って 行った が、 雪が 降って いたた め 右 

から 入って くる 大きな 谷へ 迷い、 三角点 一 一 五 九へ 

登って しまった。 しかし そのまま 大 川の 谷 を 横断して 

沖ノ 山の頂 上へ 登った。 頂上よ リー つ 西の 峰に は 展望 

台が あって 麓からの 里程な どが 書いて あった。 雪が 止 

んで 附近の 地形が よく わかる ので 氷昌 山へ はすぐ 下れ 


た。 氷昌 山に は 家が たった 三 軒し かなく、 下の 村から 

今日 やっと 上つ てきた ところら しく 屋根の 雪下し を 夢 

中でして いた。 氷昌 山から は ミソギ 峠の 南側へ 登り 真 

白い 高原 を 南へ 迪 つて 大海 —— 道 仙 寺と 歩いた。 道 仙 

寺の 頂上で は 夜に なって いたので 瀬戸内海 沿岸の 燈台 

の 火の 明滅して いるの が 見え、 さながら 夢の 国 を さ 

迷って いるよう な 気がした。 頂上から は 真北に 出た 尾 

根 を 下り、 一二 〇〇メ —トルく らいから 右の 谷へ 入つ 

たが、 この 谷 は あまりよ くなかった。 広い 林道に 出て 

から も 滝が あり、 その 真上で 転倒して 肝 を 冷したり し 

た。 西 河内 は 七 年 以前 同じ 山から 下って きて 泊った こ 


との ある 思い出の 深い 村で ある。 翌日 河内 を 経て 

ショ— 台に 登る。 ショ ー 台の 南面 は スキ— 場に なって 

いた。 頂上から は 西の 尾根 を 下り、 大通峠 を 経て 三角 

点 一二 四 四へ 登った。 ここから は 北へ 向った 尾根 を迪 

リ、 天狗 岩の 頂上 を 極め、 なお 北へ 進んで 一 一八 〇 メ— 

トル 附近から 初めて 西へ 下った 尾根へ 入った が、 物凄 

い 藪な ので 右の 谷へ 逃げた。 しかし この 谷 も あまりよ 

くなかった。 九 五 〇メ —トルく らいまで 下って から 左 

へ 巻いて 元の 尾根へ 出て みると もう 真白な 斜面だった。 

ここ は吉 川の スキ— 場な のだろう。 シュプ ー ルが たく 

さん 残って いる。 吉 川へ 下って 若 桜まで 歩いた が、 終 


列車の 出た 後な ので そのまま 春 米へ 行った。 翌日 ヮサ 

ビ谷を 登って みたが、 長くて 閉口した。 ニノ 丸から 氷 

ノ 山の頂 上への つづき は 妙に 痩せて いて、 吹雪だった 

ので ちょっと わからなかった。 頂上 を 越して コシキ 岩 

まで 下った が、 ニノ 丸、 三ノ 丸、 と つづいた 西 尾根 を 

下って みたくな つたので 引返した。 しかし ニノ 丸 を 越 

して 一 三 四 〇 メ —トルに きたと き 本 尾根が 急に 下って 

いるので つい 左の ゆるい 尾根 を 伝い 落 折へ 下って し 

まった。 これから 若 桜へ 下っても また 終列車に 間に あ 

いそう にないので あきらめて 泊った。 翌日 戸倉 峠から 

赤 谷 山へ 登った。 


父 は 二、 三日と いって 出かけた 私が 四、 五日 もた つ 

のに 帰って こない し、 だいぶ 吹雪いた ので、 あるいは 

遭難した ので はない かとの 疑念 を 起し、 私の 兄と 友人 

に 捜索 を 頼んだ。 二人 は 若 桜に 行き、 駅長に 話し、 役 

場な ど を 尋ねたり、 若 桜スキ ー 場へ も 行って みた。 

そんな ことと は 少しも 知らず、 私 は 山との 別離 を惜 

しみながら、 ぶらぶらと 下つ てきて 初めて 駅の 助役 さ 

ん から それ を 聞き、 ほんと に 驚いて しまった。 いくら 

山に 迷える とはいえ、 病気の 父に これほどまで も 心配 

を かける と は、 なんという 不孝 者であろう。 こんな 者 

こそ いい加減に 山の 中で 死んで しまえば よいのに。 


けれど 父 は 無事に 帰って きた 私の 顔 を 見て は 嬉し さ 

の 余り もの もい えない ほどだった。 そして こんなに 病 

気で 困って いるの だから、 たびたび 帰って きて くれと 

繰返し 繰返し 言って いた。 

その後 私 は氷ノ 山から 扇 ノ山を 越して 見舞いに 帰ろ 

うと 思って 何度も 八 鹿へ 下車した けれど 他に 氷ノ 山の 

方へ 行く 人が なく、 一人で は 自動車が 大変な ので 止め 

たり、 氷ノ 山へ 登っても 雪の 状態が 悪くて 一 日で は 扇 

ノ 山まで 行けそう にないので 引返した りした。 三月の 

終りに なって やっと 一度 機会 を 握み、 氷ノ山 I 陣鉢山 

I 三 ッケ谷 I 仏ノ尾 I 扇ノ 山と 縦走して 海上に 下った 


が、 意外に 時間が かかって 故郷の 浜 坂へ ついた の は 夜 

中であった。 それでも 折角 見舞いに 帰った の だから 朝 

まで は 父の そばに いた。 父 はこれ から 帰っても 大して 

仕事 はで きないの だから 休んで 一 日お つて くれと いう 

のでした が、 気の 小さい 私に はどうしても 会社 を 休む 

ことができませんでした。 

その後 父の 病気 はだん だん 重くな つて 行く のにな お 

山の 恐ろしい 力が 私 を 誘惑す る。 それ は 前 穂の 北 尾根 

と 槍の 北 鎌 尾根な ので、 一人で は少々 不安 だ。 そうか 

といつ て 山に は なんらの 興味 ももって いない 案内 を 連 

れて 行く こと は、 遭難した 場合の こと を 考える と 気の 


弱い 私に はちよ つと できない。 そう 考えて いると きち 

ら つ と吉田 君の 顔が 頭に 浮んだ。 吉田君 は 恐ろしく 山 

に 熱情 を もっていて、 山での 死 を 少しも 恐れて はいな 

い。 そのうえ 岩登りが 実にうまい。 だから 私 は 間 もな 

く 吉田君 を 誘惑して しまった。 

今冬 は 非常にお 天気が 悪 か つ たため か、 前 穂 北 尾根 

に は 凍った 箇所はなかった が、 岩登りの 下手な 私が ブ 

レ ー キ になった ので、 第三 峰の 左の チ ムニ ー で 露営し 

なければ ならなかった。 その 晚は だいぶ 吹雪 かれた の 

で、 二人とも 少なからず 消耗した。 吉田君 は 岩場で 奮 

闘した ため、 手に は 凍った 毛糸の 手袋が 一組 残って い 


る だけだった。 翌日 物凄い 吹雪の 中 を 前 穂へ 迪 つてい 

るう ち、 とうとう 吉田君 は 手の指 を 凍傷に してし まつ 

た。 奥 穂の 小屋へ 帰った とき、 私 は 疲れ はてて 食物 も 

吐出した ほどで、 吉田 君の 手 を 摩擦して あげる 元気が 

なかった。 

山 を 下って から、 吉田君 は 一力 月 余 も 入院して いた。 

私 は吉田 君のお 父さんに 「あんた と 一緒 だとい うから 

安心して いました が」 といわれた とき、 ほんと にす ま 

ない こと をして しまった。 たった 一人の 心の 迷いから 

こうまで 多くの 人々 に 心配 を かける と は、 おおなん と 

いう 恐ろし いこと だろうと ひどく 胸 を 打 たれて しま つ 


た。 それ以来 私の 心 はだん だん 変って 行った。 また 故 

郷の 家から は、 父の 病気 はます ます 重くな つて 行く、 

もうそう 長く は 生きて おられな いように 思う と いって 

きた。 私 もそう 思った のでもう 山登り を 止めよう。 そ 

していろ いろ 心配 を かけた 不孝 をお 詫びし、 今度 こそ 

はほんと にお 父さん を 安心 させようと 決心した。 そし 

て 休暇の 貰える 日 を 一 日 千秋の 思いで 待って いた。 

六月 も 終り、 故郷の 町に は 川下 祭と いう 大祭の ある 

一、 二日 前、 急に 暑くな つたた めか 父 はついに 飲物 さ 

え 喉 を 通ら なくなった。 そしても うすぐ 私が 見舞いに 

やってくる だろうと、 私の 兄が なぐさめても 父 は 待ち 


くたびれた のか、 会社の 方が 忙しい という こと だから 

もう 帰って こなく ともよい と 言って いたそう だが、 間 

もな くもの もい えなくな つてし まった。 

私が 取る もの も 取りあえず、 あわてて 駆けつけ たと 

き はもう 父に は 意識がなかった。 そして 祭の 太鼓の 音 

がだん だん 遠くな リ、 人通り も 少なくな つ てきた ころ、 

とうとう 父 はこの 世 を 去って しまった。 私 は 父に 聞い 

て もらおうと 思って たくさんの 言葉 を もって 帰った が、 

ああ それ は どこ へ もつ て 行けば よか つたでしょう。 

( 一 九 三 四 • 一  〇) 


単独 行に ついて 

今 ここに 単独 行に つ いて 書く ところの もの は 私 一 個 

人の 考察で あり、 何ら 他の 単独 行者より 得た もので は 

なく、 多くの 独断 をまぬ がれない と 思う が、 ともに 山 

へ 登る ものである 以上、 ある 程度まで は 共通 性 を もつ 

ている ものと 信じて うたがわない。 

わが国に も 多くの 単独 行者 を 見いだ すが、 大部分 は 

ワン ダラ ー の 範囲 を 出で ず、 外国の ァ ライン ゲン ガ ー 

の 如く、 落石 や 雪崩の 危険の ため 今まで 人の 省みな 

かった ところ を 好んで 登路 とし、 決して 先人の 後塵 を 


拝せ ず、 敢然 第一線に 立って 在来 不能と されて いた 

コ ー スを つぎつぎと たどる 勇敢な 単独 登攀 者 (水 野 氏 

著 岩登り 術) と は 似ても 似つ かぬ ほどの 差が あるで あ 

ろう。 さて かくいう 単独 行者 はいかに して 成長して き 

たか、 もちろん 他の 多くの ワン ダラ ー と 同じく 生来 自 

然に 親しみ、 自然 を 対象と する スポ ー ッへ 入る ように 

生れた ので あろうが、 なお 一 層 臆病で、 利己的に 生れ 

たに 違いない。 彼の 臆病な 心 は 先輩 や 案内に 迷惑 を か 

ける こと を 恐れ、 彼 の 利己心 は 足 手 ま といの 後輩 を 喜 

ばず、 ついに 心の おもむく がま ま 独りの 山 旅へ と 進ん 

で 行った ので はなかろう か。 かくして 彼 は 単独 行へ と 


入って いったの だが、 彼の 臆病な 心 は 彼に 僅かで も危 

険 だと 思われる ところ はさけ させ、 石橋 を もた たいて 

渡らせた のであろう。 彼 は どれほど 長い あいだ 平凡な 

道 を 歩きつ づけて きた ことか、 また、 どれほど 多くの 

峠を越し てきた ことか。 そして 長い 長い 忍従の 旅路 を 

経てつ いに 山の頂き へと 登って 行った に違いない。 す 

なわち 彼 こそ は 実に 典型的な ワン ダラ ー の 道を迪 つた 

ものであろう。 かくの 如く 単独 行者 は 夏の 山から 春 I 

秋、 冬へ と 一歩一歩 確実に 足場 を ふみかためて 進み、 

いささかの 飛躍 を もな さない。 故に 飛躍の ともなわな 

いところ の 「単独 行」 こそ 最も 危険が 少ない といえる 


ので はない か。 

つぎに 私自身の 冬山 単独 行 を かえりみ ると、 昭和 三 

年 二月の 氷ノ 山々 群に 始まり、 翌四年 一月 夏 沢 温泉 か 

ら八ケ 岳への 登頂、 つづいて 冷泉 小屋から 乗 鞍に 登り、 

二月に は  一ノ俣の 小屋から 槍ケ岳に、 三月に は 弘法 小 

屋 から 立山に 登った。 翌五年 一 月に は 室 堂から 立山に 

登頂 後、 軍隊 劎 まで 往復、 また 槍ケ岳に 登頂 後 つづい 

て 唐 沢 を 登り 穂 高 小屋まで 往復 (前年 四月 一 日 唐 沢 岳 

に 登頂 同一 一日 桑田 氏と ともに 奥 穂 高に 登頂) 一 一月に は 

弘法から 立山に 登り、 また 奥 穂 高、 唐 沢 岳お よび 北 穂 

高に 登頂 (十二月 一 日、 一 ノ沢を 登り 常 念 小屋から 常 


念お よび 大 天井に 登頂) 翌六年 一 月、 大多 和から 有峯 

I 真 川の 奥の 小屋 を 経て 上ノ 岳の 小屋に 登リ、 薬師 岳 

登頂 後、 黒 部 五郎 I 一一 一 侯 蓮華 I 鷲 羽 I 黒 岳 I 野 口 五郎 

I 三ッ 岳と 縦走し 烏帽子の 小屋から ブナ 立 尾根 を 下つ 

た。 二月に は 鹿 島 村から 冷 沢 西误を 登って 鹿 島 槍に 登 

頂し、 つづいて 畠 山の 小屋から 蓮華 岳お よび 針 ノ木岳 

に、 猿 倉 スキ— 小屋から 白馬 岳に 登頂。 また 室 堂から 

長 次 郎谷を 登って 纽 岳に 登頂、 つづいて 立山に も 登つ 

た。 翌七年 一月に は、 唐松 日電 小屋から 五竜 岳へ 登頂、 

唐松 I 不帰 岳の 針金の あると ころ を 下って 第一 鞍部よ 

り 引返す。 (つづいて 猿 倉から 山 友達 二人と ともに 白 


馬 岳へ 登頂) 一 一月に は 槍 肩の 小屋から 槍ケ岳 登頂 後 南 

岳まで 往復、 双六 岳、 抜 戸 岳お よび 笠ケ 岳へ 往復、 つ 

づ いて 白馬 大雪 渓を 登り 杓子 I 槍 I 旭岳 I 白馬 岳 等に 

登った。 翌八年 一月に は 御殿場から 富士山へ 登頂、 つ 

づ いて 黒 沢 口から 御嶽山に 登リ王 滝口へ 下る。 三月に 

は 槍 沢 を 登り 槍ケ岳 I 南 岳 I 北 穂 岳 I 唐 沢 岳 I 奥 穂 岳 

I 前 穂 岳と 縦走して 岳 川へ と 下った。 つづいて 乗 鞍に 

登頂 (四月 一 日に は 立山から 別 山まで 尾根 を 歩き、 翌 

日 乗 鞍の 小屋から 軍隊 劍 岳へ 登頂した) かくて 本年に 

入った の だが 残念に も 一月に は あの 大雪に あい、 立山 

中腹 ブナの 小屋に おいて テント を 置いた まま 退去の 


憂目 をみ た。 (山 友達と ともに 春に なった 四月の 三、 

四の 両日に 前 穂 高 の 北 尾根 を 登り、 奥 穂 高 へ迪る 途中 

において 凍傷に かかり、 槍ケ岳 方面 を 抛棄して 穂 高 小 

屋 から 下った ので ある)。 以上 冬期で ない ものお よび 

単独 行で ない もの (カツ コ 内の もの) も 列記した が、 

これによ つて 見れば ほぼ 容易な 山 行から 漸次 困難な 山 

行へ 進んで いると いえよう。 

我々 は 何故に 山へ 登る のか。 ただ、 好きだから 登る 

ので あり、 内心の 制し きれぬ 要求に 駆られて 登る ので 

あると いう だけで よいので あろう か。 それなら 酒呑み 

が 悪い と 知りつ つ 好きだから、 辛抱が できぬ からと 


い つ て 酒 を 呑む のと 同じ だとい われても 仕方が ある ま 

い。 だから 我々 は 山へ 登る こと は 良い と 信じて 登らな 

ければ ならない。 山へ 登る ものが 時に 山 を 酒呑みの 酒 

や、 喫煙者の 煙草に たとえて いるのに は 実に 片腹痛い 

ので ある。 もしも 登山が 自然から いろいろの 知識 を 得 

て、 それによ つて 自然の 中から 慰安が 求め えられる も 

のとす るなら ば、 単独 行 こそ 最も 多くの 知識 を 得る ザ J 

とがで き、 最も 強い 慰安が 求め えられる ので はな かろ 

うか。 何故なら 友と ともに 山 を 行く 時 はとき おり 山 を 

みる こと を 忘れる であろうが、 独りで 山 や 谷 を さまよ 

うとき は 一 木 一 石に も 心を惹 かれない もの はない ので 


ある。 もしも 登山が 自然との 闘争で あり、 自然 を 征服 

する ことで あり、 それによ つて 自然の 中から 慰安が 求 

め 得られる とするならば、 いささか も 他人の 助力 を受 

けない 単独 行 こそ 最も 闘争 的で あり、 征服 後に おいて 

最も 強い 慰安が 求め えらる ので はなかろう か。 ロッ 

ク • クライ マ ー はた だ 人が 見て いる だけで 独りで 登る 

ときより はずつ と 気持が 違う と いうで はない か。 

去年の 三月 私 は 横 尾 谷に ある 松 高の 岩 小屋 をお とず 

れた ことがある。 ちょうど その 年の 一 月 屏風岩 を 登つ 

た 中 村 氏ら がいて 非常に 歓待して くれた。 そのと き 私 

は 入口に おいて ある 大きな 白樺の 木へ 腰をおろして 焚 


火に あたって いた。 ところが 中 村 氏 は 私に 向って 「君 

の 生命 は 旦夕に せまって いる」 というの である。 それ 

はどうして だと 聞いて みると、 実は 去年の 今ごろ、 今 

は 亡き 神 戸の 三 谷 氏が 友達と 二人で 君と 同じように 飄 

然と ここへ やって きたが、 そのと き 三 谷 氏 は 現在 君の 

いると ころへ 全く 同じように 腰 を かけて いたし、 また 

同じく 神 戸の 金 光 氏お よび 有 明の 案内 塚 田 君 もやつ ぱ 

リ 同じように そこへ 腰 を かけて いたの だ。 だから 君 も 

もう 長く はない というの である。 さすがに 冬期 屏風岩 

を 登る 人 だけあって 実に はっきり ともの をい うで はな 

いか。 だがし かし それほどし つかりした 彼氏 も 単独 行 


を 知らないの である。 そして 彼氏 は、 俺 は 友達と 二人 

で 屏風岩 を 登った。 ザイル は 使わなかった けれど、 二 

人の あいだに は 心と 心の 粋がい つも 緊張して いてなん 

らの 不安 もなかつ たの だ。 俺 は 一 人で 屏風岩 を 登ろう 

と は 思わない し、 一 人で 山 を 歩こうと も 思わない と 

いった。 彼氏 ほどの 技倆と 熱情 を 持った 山岳 家で さえ 

単独 行 を しないと いうで はない か。 だから 危険 だと か、 

危険で ない とか、 技倆 等 を もって 単独 行 を 云々 する こ 

と はでき ない。 単独 行 をしたい 人 こそ 単独 行 をす るべ 

きで あり、 またそう いう 人 こそ 単独 行 をな しうる 第一 

の 資格が あるので ある。 


単独 行者と しても、 ときには 案内 を つれた パ— ティ 

と 一緒に 山小屋へ 泊る ことがある。 彼 は 単独 行者で あ 

る 以上 初めから 案内に 好かれる はずがない。 それに 彼 

は 山男の 常と して 無口で 人の 機嫌な どと る こと を 知ら 

ない。 ただ 彼の 臆病な 心 は ひたすら 案内 人の 気にさ わ 

る こと を 恐れて いるので ある。 かかる 場合、 ちょっと 

天候が 悪い くらいでも、 案内 人が 今日は とても 出かけ 

られ ません よと いって 動かずに おれば、 いくら 彼が 天 

候に 自信 を もっていても 案内 人 を 裏切つ て 出かける こ 

と はでき ないで あろう。 かくて 二、 三日 も、 一緒に 小 

屋 におれば 「近 江 積雪 期 登山の 隆盛と なる に 従い、 な 


かに はこの 時期の 登山に ついて 経験 を 有せざる ものが 

山麓の 部落 あるいは 山小屋に いたり、 優れたる 案内 人 

や 好 指導者 を 有する 登山 隊の 足跡 を 追うて 高峻 岳に 登 

攀 せんとす る ものが あると 伝えられる。 もし 真な りと 

せば、 かくの 如き こと は 絶対に 避けなければ ならない。 

危険の 責任 を 他に 転嫁す る ものな りと 評されても 仕方 

がない」 などと いわれる ので はなかろう か。 また 案内 

を つれない と 山小屋に 鍵が 掛 つていて 入れない 地方が 

あるが、 そんな 所では ガイド レス はもち ろん 単独 行者 

など は 極度に 嫌われて いる わけ だから、 もしも 天候の 

少々 悪い 冬な ど 山へ 登ろう ものなら 「冬の 山に 単独で 


入る という こと は、 天候の 激変 等の 場合、 自然、 里の 

人々 は 特別に 心配 をす る ことになるで あろうし、 とき 

に は その 人々 は 少なからぬ 犠牲 を 払って 登山者の 足跡 

を 追い 迪ら なければ ならない ので ある。 かかる 心配が 

幸いに して 不必要に 終った としても、 かかる 心配 を か 

けた ことに 対して は 登山者 は 責任 を 負わなければ なら 

ない」 などと いって 親切 を 売 物に 出し、 酒代 を ゆすろ 

うとす るので はない か。 

我々 はせ まい 道 を 通る とき、 こっちが 大手 を 振って 

進めば 向う からく る 人 は それ をよ ける が、 こっちが 小 

さくな つて 進めば 向う は 大手 を 振って やってくる こと 


を 知っている。 

また 雪の 一 本道な ど 歩いて いると しばしば ある こと 

だが、 向う からく る 人より こつ ちが 多人数なら 決して 

道 をよ けようと はしないだろう。 外国に はパ— ティの 

一 員が スリップした 場合に、 これ を 他の 隊員が 支持し 

えない ような 物凄い 岩場から 生れた ァ ライン ゲン ガ— 

が あるそう だが、 かくの 如き 優秀な ァ ライン ゲン ガ ー 

をつ かまえて ァ ライン ゲ ー ェ ンの 危険 をと く 人 も ある 

そうだ。 だから 単独 行者よ、 見解の 相違せ る 人の いう 

こと を 気に かけるな。 もし それらが 気に かかるなら 単 

独行 を やめよ。 何故なら 君 はすで に 単独 行 を 横目で 見 


るよう になって いるから。 悪い と 思いながら 実行して 

いると すれば 犯罪で あり、 良心の 呵責 を 受ける だろう 

し、 山 も 単独 行 も 酒 や 煙草に なって いるから。 良い と 

思って やって こそ 危険 もな く、 心配 もな くます ます 進 

歩が あるの だ。 弱い者 は 虐待され、 ほろぼされて 行く 

であろう。 強い 者 はます ます 強くな リ、 ますます 栄え 

るであろう。 

単独 行者よ 強く なれ！ 

( 一 九 三 四 丄ニ) 


穂 高に て 

A 北 穂 高 南 本 尾根 (昭和 八 ニニ. 一  五) 

ここ は 北 穂 高と 涸沢 岳の 鞍部に 近い 北 穂 高よりの 尾 

根の 上で、 一間 ほどの 壁が 飛驛 側からの 風 を 防いで い 

るが、 信 州 側 は涸沢 谷へ 向って 相当 急傾斜に 落ちて い 

るので、 露営 地と して は あまりよ くないが 仕方ない。 

それ は 今朝 槍の 肩 を 出て 日の あるう ちに 穂 高の 小屋 

まで 行く 予定で あつたが、 早朝す でに 天候 悪化の 兆が 

見えて いたので 出足が 鈍った のと、 大キ レットの 下り 


を 間違えて 飛驛 側の 急な 谷へ 迷い こんだり、 北 穂の 頂 

きに 近い 堅い 雪と 岩と 斜面で は 安全第一 と ルック ザッ 

クを 下して これと アンザイレン したため、 ルック ザッ 

クが 途中の 岩に 引つ かかり なかなか 上って こなかった 

ので、 北 穂の 頂きに 立った とき はすで に 夕暮れが せ 

まっていた。 北 穂の 下り は 先年 二月に 通った ことがあ 

るので 安心して いたが、 間もなく 暗くな つたので 思う 

ように 行程が はかどらなかった。 涸沢 岳との 鞍部に 近 

くな つた 頃、 一間 ほどの 壁 を 下り、 すぐ 飛 驊側を 巻く 

ところが ある。 ここで 岩角 を 握んで ト ラバ ー ス してい 

ると き、 腰の バンドに 取 3^ けて いた iM 中 電灯が 岩に ふ 


れて 取手の 付いた 蓋の 方 を 残して カラン カランと 音 を 

立てながら 谷底へ 落ちて しまった。 仕方がな いので こ 

こまで 引返して きたので ある。 

幸い 食料 も 燃料 も、 充分 持って いるし、 防寒具 も 相 

当 あるので、 ここで 露営す る ことにした。 で、 石 を 掘 

出し ヮ カンと ザイル を 敷物に して 腰掛 を 作る。 いつの 

間に か 雪が 降り出し てきた。 手早く コッヘル を 出して 

雪と 甘納豆 を ほうり 込み 火 をつ ける。 雪が そろそろ 融 

け 出す と 氷 小豆と いう 奴に なって いるので もうた ベら 

れる。 殊に 身体の 疲れて いる 折な ど は 冷い 物の 方が の 

ど を 通り やすい。 そして それが あつくな つた 頃に は殆 


んど すくい 上げられて いるし、 アル コー ルも 燃えつ く 

している、 腹 もで きたので まず 一眠りと、 合羽 をぐ る 

ぐる 身体に 巻き付け 風の 入らない ようにして 横にな つ 

た。 

X 

かって 一 月の ある 日、 奥 穂 高へ 登ろうと して 吹雪の 

ため 穂 高の 小屋より 追い返された ことがある。 そのと 

き 横 尾の 谷へ 下った 頃に は 薄暗くな つてき たので、 ラ 

ン タンに 火 をつ けようと したが、 口 ー ソクに 雪が つい 

たため マッチの 火で はジ ー ッ といって いる だけで 火が 

つかず、 あきらめて 真暗な 中 を 足 探りで 下って 行く う 


ち、 川の 中へ ヒり 込んで 半身 びしょ濡れ になって し 

まった。 で、 このまま 進む こと はスキ ー を 折ったり す 

るお それが あると 思った ので その 岩 陰で 露営した が、 

ズボンが びしょ濡れ にな つ ている ので 腰 を 下す ととて 

も 冷たく 辛抱が できず、 ー晚 中立って いたが、 恐ろし 

く 辛い 露営の 夜であった。 それに その 頃 は 眠ったら 駄 

目 だと 思って いたので、 大声で 歌 を 唄いつ づけた ため 

朝方に は 全く ふらふら になって しまった。 また 山陰の 

氷ノ山 I 扇 ノ山を 縦走 中 猛吹雪に 遭い、 歩きつ づける 

こと 五十 余 時間で 空腹と 疲労の ためとうとう 倒れて し 

まった ことがある。 しかし そのと き は 吹雪 も それ 以上 


は つづかず、 倒れてから 八 時間 ほどして 気がつい たの 

である。 これらの 経験から、 初めの 元気の ある あいだ 

は 身体の 消耗 を 防ぐ ため 歌 を 唄 つたり 歩き 廻 つたり し 

ないで、 できるだけ 眠る 方が よいと 思った。 もちろん 

眠る 前に は 充分 カロ リ— をと つ てお く 必要が ある。 

一 眠りして 目の さめた とき は 吹雪 はます ます 勢い を 

増して きて、 着て いる 合羽が バタ バタと 音を立て てい 

た。 その後 は涸沢 岳の 壁に 衝る 物凄い 音 を 聞きながら 

うつらう つらと している。 何度 目 を 開けて みても 夜が 

明けない。 あまり 長いので、 あるいは 夜が 明けて いる 


の だが 雪目 か 何 かに かかつ て 目が 見えな くな つてい る 

ので はなかろう かな どと 考えたり する。 また 古い 記憶 

を迪 つてみ ると、 涸沢 岳への 登り はだい ぶ 悪場が あつ 

たような 気がする。 こんな ひどい 吹雪の 日に そこ を 通 

過す るの は 困難で はなかろう か、 むしろ 涸沢岳 直下の 

雪 の 斜面 を 巻 いて 穂 高の 小屋へ 行く コ ー スの 方が 安全 

ではなかろう か、 などと 考えたり する。 しかし また、 

雪崩の 最もよ く 出る の はこん な 吹雪の 日の よう だし、 

ことに 涸沢 岳の 直下 あたり は 急傾斜の 岩場が たくさん 

あるので 始終 雪崩て いるよう にも 思われる。 では 吹雪 

の やむ まで ここで 待とう か、 いや 一 曰 や 一 一日で この 吹 


雪が 止む と はき まっていない。 三日 も 四日 もこれ がつ 

づ いたと すれば このままの 状態で いられる かどう かう 

たが わしい。 足で も 凍傷に かかろう ものなら ほんと に 

動け なくなる かも 知れない。 そうだ 全く 忘れて いた I 

I 「なんの ために 山に きたの か」 という こと を。 自分 

は 「山と 闘う ためにき た」 ので はない か。 なぜ 岩 を 恐 

こそく 

れ 、 氷 を 恐れ 吹雪 を 恐 れて これらの 姑息な 手段 を 考え 

るの か。 吹雪の 日の 涸沢 岳の 尾根 こそ 久しく 求めて 止 

まなかった ところでは ないか。 さあ 立ち上がろう、 立 

ち 上がろうと 勇 を 鼓して 吹雪 を つ いた。 


B 前 穂 高 北 尾根 (昭和 九 • 四 ニニ) 

前 穂 高 北 尾根 第三 峰の チ ムニ ー の 中に 掘った 雪の ト 

ン ネルで 岳 友吉田 君と 二人、 場所柄 実に 寒い 露営 地で 

一 夜 を 過した 思い出で ある。 

この 日 は 早朝 朝焼けが していて、 間もなく 天候が 崩 

れる こと はわ かってい たが、 尾根へ 出れば 吹雪いた と 

て ひとすじ 路 のうえ、 雪崩の 心配 もない の だからと 思 

い 切って 出発した。 この 年 (昭和 九 年の 春) は 恐ろし 

く 大雪が 降った 年で、 四月の 三日に もな つてい るのに 

真冬と 同様の 天候が つづき、 涸沢 谷の 雪 は 昨日 一 日の 


快晴に も なんらの 変化 をみ せない ほどで、 涸沢 谷の 下 

リは 実に 愉快であった。 その代り、 スキ ー をぬ げば ヮ 

カン を はいて なお 腰まで ももぐ り、 五、 六の 鞍部への 

急な 登りに は ピッケル を 横にして 上の 雪 を 潰し、 これ 

を 脛で 固め 一 歩 一 歩 泳ぐ ようにして 登らねば ならな 

かった ので 二人とも 全く 大 汗をかいて しまった。 第 六 

峰 は 雪ば かりの 広い 尾根で 、 ブ ラブ ラと 登る ことが で 

きたが、 五峰から もう 痩せて いて ところどころ 岩 も 出 

ている ので 安全第一 と アンザイレン したため、 岩登り 

の 下手な 僕が 始終 ブレ ー キ になって、 第三 峰の チム 

二 ー の 下へ きた ときには 予想外に ときを 経ていた。 こ 


こで 取 付き やすい 左の チ ムニ ー に 入った が、 これに は 

全部 雪が つまつ ていて 上の 方に 雪庇 さえ 懸っ ていた。 

その 雪庇 を 落す ために 二、 三度 努力して みたけれ ど、 

ピッケルが 思うよう にと どかぬ ので、 諦めて その 下に 

雪の トンネル を 斜めに 掘り 始めた。 この トンネル 作業 

はピ ッケル 以外に 適当な 道具が 無 か つたた め 実に 労が 

多く、 三時 間 ほど も かかって やっと 抜け出す ことが で 

きた。 しかしもう そのと き は 夕闇が せまり、 その上 雪 

まで 降り出し てきた。 そこから しばらく 右へ 雪の 斜面 

を 登る と 本 尾根へ 出る ことができた。 本 尾根 は 大きな 

岩の リッジに なって いるので、 少しく 右へ 下り 気味に 


涸沢他 を 巻き、 そこより 真上に 岩と 雪の 斜面 を 登ろう 

としたが、 雪が ひどく 降り出して 懐中電灯の 光で は 

コー ス がよく わからず、 とうとう 諦めて この チ ムニ— 

の 雪の 孔へ 引返した ので ある。 

チ ムニ— の 中に 掘った トンネル は 傾斜が 急な ので、 

別に 水平の 孔をチ ムニ ー の 出口のと ころへ 掘り、 やつ 

と 二人 横に なれる ほどの 大きさに 拡げ 一 一組の ワカ ンを 

敷き ザイル を 拡げて 床 を 作った。 早速 コッヘル を 使用 

して 食事 をと る。 吉田 君の 持って きた 豆の 煮た の を 

コ ッ ヘルで あたためて 食べた が これが とてもう まか つ 

た。 いろんな 物 を コッヘルで あたためて は鳕 腹た ベた 


ので、 持って きた もの を 全部 着た 上、 足 は 靴 を はいた 

まま ルック ザ ックの 中に 入れ、 頭 を 奥に して 二人 は 互 

いに 押し合いながら 横にな つた。 

夜の 更ける に 従って 吹雪 はます ます 勢い を まし、 北 

尾根に 当る 風の 音が 物凄く 吟 5 り 出して きた。 そして ト 

ン ネルの 中 もつ いに 吹雪が 荒れ狂うよう になった。 ま 

た 上の 庇から は 雪が 風と 一 緒に 始終 ザ ー ザ ー と 流れ込 

ん できて 瞬く間に 腰の 方まで 雪の 中へ 埋っ てし まった。 

それでも 吉田君 は 気持が よさそう にぐうぐ うと 鼾 を 

立てながら 眠って いる。 吉田君 は 終日 僕 を 引 張り上げ 

るのに 苦心 をした ため ひどく 疲れて いるのに 違いない。 


僕の 方 は 靴ので きが 悪く、 ちょっと 寒い 日に は 靴下が 

一枚 は 必ず 靴へ 凍りつ く ほどだった ので、 このと きも 

足が つめたくて 殆んど 眠れず うつらう つらと していた 

ので 吉田 君の 深い 眠りが 気に かかり、 ときどき 吉田 君、 

吉田 君と 呼んで みた。 その 度に う ー んと 返事が ある。 

寒い こと はない かと 問えば、 やっぱりう ー んと 言って 

いる。 全く 眠い に違いない。 でも あれほど たくさん あ 

たたかい 物 を 食べた 後 だから どんなに 深く 眠った つ て 

大丈夫 だ。 それに 寒くない というの だから 心配 はない。 

こんなと きに 眠るまい と 努力す るの は 非常に 神経 を 消 

耗 さすので よくない と 知ってい たが、 友の 身体の 状態 


がわから な い の で 気 掛リだ つ たの だが、 異状 も 認めぬ 

ので 僕 も 安心して 眠る ことにした。 

それから 数 時間 は 過ぎた と 思われる ころ、 とうとう 

二人とも 寒さの ために 目が 醒めて しまった。 まだまだ 

夜 は 明けそう にない。 コッヘルで 熱い 奴 を こさえ て 力 

ロリ ー をと リ、 もう 一眠りし ようと 思って 雪に 埋れた 

道具 を 掘り 始めた。 そして やっと コッヘル は 掘り出す 

ことができた けれど、 どうした もの か アル コ —ルを 入 

れた 缶が 見つからない、 こうした 物 は 一揃いに し 袋に 

入れて おけば よかった と 思った が 仕方がない。 八方 手 

を わけて 探した が 無駄であった。 このと き はさす がに 


がっかりした。 眠れない ままこれ から 先の ことにつ い 

て吉田 君と 相談す る。 僕 は 「尾根に はま だ 悪い ところ 

が ありそう だから 吹雪の 止む まで ここで 待つ か 三、 四 

の コルまで 引返そう ではない か」 というと、 吉田君 は 

「もう ー晚 もこん なと ころに はいたくない、 どんな こ 

とが あっても 今日中に 小屋へ 帰ろう、 悪い ところ はみ 

んな 自分が 頑張る から」 と。 

そうだ、 この 意気 だ、 この 意気が あれば こそ 山登り 

に 成功す るの だ。 どんな 悲境に 立とうと も 決して この 

意気 を 失って はならない。 世に は往々 ほんの 僅かの 苦 

しみに もた えず、 周章狼狽、 意気 沮喪して 敗北し なが 


ら、 意思の 薄弱な の を 棚に 上げ、 山の 驚異 や 退却の 困 

難 をと き、 適当な 時期に 引 揚げた などと 自讃し、 登山 

に 成功した のよりも 偉大な 如くい う 人が ある。 

しかし 山 を 征服しょう とする 我々 は、 こんな 敗軍の 

将 の 言葉な どに は いささか も 耳 を か さず、 登頂し な い 

うち は 倒れても なおやまない ので ある。 

( 一 九 三 五 . 七) 


厳冬の 立山 \ 針ノ木 越え 

昭和 九 年 十二 

月 三十 一 日 

曇 後 雪 八 - 

〇〇 千 垣 一 

〇 . 〇〇| 一 

ホテル 一- 

〇〇 材木 坂 上 

一 一 . 〇〇 ブナ 


坂 小屋 

今日は 早朝から すでに 上空が 曇って いる。 これ は 天 

候 悪化の 確実な 前兆で ある。 風 はなく 暖かで 山 ははつ 

きり 見える。 

富 山 駅から 堀川 新へ 行く 郊外電車の 中 や 南 富 山から 

千 垣に 行く 県営 電車の 中で 見る 立山 連峰 はいつ もな が 

ら 雄大な 眺め だ。 

いつも 朝食 は 富 山 駅前で 買った 餡 〔# 「餡」 は 底本で 

は饀 U の 入った 餅です。 この 餅 は 旧正月 頃に 買う とい 

つもの 半値で 実に 安い。 餅 は 食い やすくて よいが、 重 

いので 多量に は 持って行 けない。 富 山で 買った の はま 


だ やわらか いので、 電車の 中で 少しと、 芦畊 から 藤 橋 

までの あいだで ちょ つ と 休んだ とき 等に 中 食と して 食 

ベる。 

以前 は 藤 橋 ホテル 等に よらず、 昼食に もこの 餅 をた 

ベて いたが、 近頃 は ホテルに 休んで 暖ぃ 昼食 をし、 魔 

法 瓶に 熱い お茶 を 入れ て もらった りして できるだけ 楽 

をす る 

正月 頃で も 去年の ように 雪の 多い 年 や、 二、 三月 頃 

に は 藤 橋より 八 町 ほど 手前で 雪崩の よく 出る ところが 

ある。 そこ は 高度 も 低く 南 斜面の 草 山な ので 日が 当る 

とすぐ 雪崩れ る。 雪崩の ひどい 年 は 河原 を 伝うよう に 


道が できて いて 橋 も 架って いる ほどで ある。 また 材木 

坂に も 雪崩の 出る ところが 二、 三 力 所 ある。 そのうち 

一 番 大きな 奴が 出る の は、 地図の 材木 坂の 材の 字から 

南へ 出て いる 浅い 谷からで ある。 この 雪崩の 出る とこ 

ろ を 越して 次の 尾根 を 二、 三回 キック • ター ンを して 

登り、 右へ 巻けば 清水の 出て いる 一番 大きな 谷へ 出る。 

この 谷 は ブナ坂の 下から 出て いる 浅い 谷の つづきで あ 

る。 清水 は 真冬で も埋る ことが なく、 いつも 登山者に 

元 気をつけて くれる。 ここから 上 は 広い 谷な ので 大き 

く ジッグ ザ ッグを 刻みながら 登れる。 傾斜 は 随分 急な 

ので、 日当り のよ い 三月 頃 は スキ— のために 足元から 


雪崩れ る ことがあり、 下りに は 特にい やなと ころで あ 

る。 

材木 坂の下り に はこの 清水のと ころ をよ く 注意して 

いて、 これより 下へ くだり 過ぎない ようにしながら 右 

へ 谷をト ラバ ー ス しないと 悪場が ある。 しかし 例年 正 

月頃 は 雪が 少なく 道が 全く 出て いて、 それらの 心配が 

なく スキ ー を 担いで 上下 するとき の 方が 多い。 

スキ ー は アルべ ン 担ぎに した 方が 両手が 自由な ので 

都合が よい。 これ は 両スキ ー の 先端 を 重ねて 前 皮 か 適 

当な 紐で 締め、 両締具 を ルック ザ ックの 負 皮の 上の 鐶 

に 通して、 ルック ザック とともに 担ぐ ので ある。 もし 


スキ ー が ぐらつく ようなら テ ー ルの方 も 紐で 腰に 縛り 

つける ので ある。 

いつも ブナ坂 を 登り 切る と、 悪場から 開放され た 安 

心から レモン • ティ 等 を 沸かして しばらく 休む。 今年 

は 新道が できて いて 美女 平 を 通らず 尾根の 右端 を 巻い 

て 小 谷に いで、 それ を 渡ったり などして しばらく は 道 

も わかった が、 すぐ 道 を 失い あと は 藪 をく ぐりながら 

ほぼ 旧道に 沿って 登って 行った。 ここ は 杉の 植林が し 

て あり、 迷えば 左の 方へ 巻く 方が 楽で ある。 

ここまで くると 天候 は 全く 崩れて 予想通り 雪が 降り 

出した。 霧の ために ブナ 林 も ぼんやり 霞んで 遠く は 見 


えない。 ブナ坂 は 約 一 一 四 〇 メ ー トルから 一 一 八 五 

メ ー トルく らいの 広い 大きな 坂で よく わかる。 この 坂 

は 道より 少し 右寄りに 登 つ た 方が 楽 だ。 これ を 登り 切 

れば すぐ 目の前に ブナの 小屋が 大きく 現われる。 時間 

はま だ 早かった が、 雪が 降り出し たので ここへ 泊る こ 

とに して 内へ 入る。 小屋 は 二階建ての 頑丈な もので、 

どんな 大雪のと きに も埋っ て 入れぬ という こと はない 

であろう。 寝具、 食糧、 燃料 等 も 備えて ぁリ、 五月に 

はたい てい 番人が いるから 安心 だ。 

この 日 はお 客が 僕 一 人な ので 儲からな いと 思って 番 

人 は 山 を 下って しまった。 天 陵 はます ます 悪化して 夕 


方から 風が 吹き出し、 夜中に は 雪が 雨に 変って 物凄い 

暴風雨に なった。 初め 二階に 寝て いたが、 ひどく ゆれ 

て 不安な ので 下の 炊事場へ 退却した。 しかし 炊事場 も 

大変い たんで いて あちこち 雨が 洩 るので 一 晚 小さく 

な つ て 寝て いた。 

昭和 十 年 一月 一日 雪 ブナ 小屋 滞在 

朝に なって 風 は 落ち、 雨 は 雪に 変った。 しかし、 ま 

だ 急に はよ くな りそう もない ので 滞在と きめて、 食糧 

節約の ため 小屋 番の 残して 行った ぼろぼろの 飯 をお か 

ゆにして 食べる。 昼頃 ちょっと スキ— の 練習に ブナ 林 


を 下って みる。 雪 量が 少ないた め 藪が 多く、 よく 転ぶ 

のと、 一人で は 淋しい のです ぐ 止めて しまう。 

この 坂 は 一 一、 三月 頃の 雪の 多い とき は 全く 気持の よ 

い 斜面で、 二、 三人 もいて スキ ー の 練習 をして いれば 

実に 愉快な ところで ある。 それに 山の 方が 随分 ひどく 

荒れて いても ここ は 高度が 低い のと、 ブナの 林の 中な 

ので スキ ー の 練習が できない という こと はない。 僕 は 

去年の 正月、 ここで 一週間 降り込められて 弘法まで さ 

え 行けなかった が、 ちょうど 一 緒に なった 名古屋 三菱 

のパ ー ティと ともに ブナ坂で 転び 廻ったり、 小屋 番ゃ 

案内 人と 兎 を 追つ かけたり して 遊び、 夜 は スト ー ブを 


囲んで 山の 話に メ ー トル を 上げる 等、 実に 愉快な 合宿 

気分 を 味う y  J とがで きた。 

案内 はいろ いろと 面白い 話 をして くれた。 兎 を手摑 

みに する 話 や、 つかまえ ると 二 ヤン 二 ヤンと 泣く とか- 

あれで もなかな かかし こく 自分の 行方 をく らます ため 

適当な 隠れ場所が あったら それ を 横目で 見ながら、 な 

おしばらく はピ ョ ンピ ョ ンと 飛んで 行つ て 後、 附近に 

恐い ギャング はいない かと 周囲 を きよときよ と 見廻し ■ 

やおら その 隠れ場所のと ころまで 前の 足跡 を 乱さない 

ように 伝い、 そこで 大きく ジャンプして その 孔に 飛び 

込み、 決して そこに は 足跡 をつ けない 等と 言った。 こ 


うして おくと 兎の 大敵 紹 等に 足跡 を 伝われても 安全 だ 

という こと だ。 夕方から 気温が 下り 雲が 動き 出して 天 

候 快復の 兆が 見えて きた。 明日の 準備 をして 早くから 

床へ もぐり 込む。 

一月 二日 小 

雪後晴 九 - 

〇〇 ブナ 小屋 

一 . 三 〇 弘法 

小屋 六 • 〇 

〇 天狗 平の 小 


今朝 は 暗い うちから 出発す る 予定で あつたが、 まだ 

雪が 降って いるので 出足が 鈍った。 やっと 九 時 頃に 

な つ てと きどき 雲が 切れて 青空が 見え 出し、 は つ きり 

天候 恢復の 兆が 見えた ので 急ぎ 出発す る。 小屋 を 出て 

だいたい 左寄りに 広い ブナ 林の 中 を 登って 行く。 

雪の 少ない 年 は 藪が ひどく 夏 道 通りし か 登れな いが、 

二、 三月 頃なら たいてい どこでも 通れる。 称名 川 は 足 

下 はるかに 音を立てて 物凄く 落ち込んで いるので、 あ 

まり 端 を 通る こと は 危険で ある。 この 高原に たまった 

水 は 主に 右手 常 願 寺 川へ 流れて いるので、 ちょうど こ 


の 端が 広い 尾根の 分水嶺に なって いて、 ここ を 通る こ 

と はうる さ い 谷 等 を 越したり する こ ともなく 楽で ある- 

ブナの 小屋から 一 時間 もく ると シジミ 坂と いうちよ つ 

とした 登りが ある。 ちょうど 地図の  一 二 七 〇 メ ー トル 

附近で ある。 

なお も 称名 川 を 見下しながら 同じような ブナ 林の 中 

を 登って 行く。 シジミ 坂より また 一時間 ほど もく ると 

尾根 も 多少 狭くな リ、 かつ、 右に この 高原と して は 割 

合 大きな 谷が 現われて くる。 すなわち この 谷が 桑 谷 で 

地図の 一四 一四. 八メ ー トルの 三角点の 手前に ある 深 

さ 四 〇 メ —トルば かりの 谷で ある。 この 谷 は 上で 二つ 


に 分れ、 左の 方 は 短く、 かつ、 谷 は 称名 川の 方へ も 落 

ちている ので、 ここで 迷ったら 右へ 右へ と 取って、 決 

して この 左の 谷へ 入って はならない。 

また ここ は 尾根が 細くなる 手前で ト ラバ ー ス しない 

と 藪が ひどく、 尾根 も 大変 複雑に なって いて 厄介で あ 

る。 桑 谷へ 下りたら 谷 を あまり 登らず、 なるたけ 早く 

右手の 手頃な 斜面 か 溝 谷 を 登る 方が よい。 

一四 一四. 八メ ー トル 附近 は 伐採され たもの か 木 も 

まばらな 真白い 平原で ある。 この 平原 をし ばらく 進ん 

で 行く とまた ブナ 林が 現われ、 その 中 を 一時間 も 登る 

と 称名 ノ 滝の 音が ドゥドウと 足元から 響いて くる。 尾 


根 もや や 狭くな リ、 針葉樹の 目立つ ところ を 過ぎる と 

こんど こそ 実に 広々 とした 真白な 斜面が 現われる。 こ 

れが 一 六  一 ニメ— トルの 三角点の すぐ 下で ある。 

これ を 登り 切れば すぐ 目の前に 弘法 小屋が 見える。 

しかし 今日は 霧が 深く 遠く は 見えない。 晴れた 日なら 

とてもよ い 眺めで、 南の 方に は 弥陀 ケ 原の 広い 高原 を 

隔て 大きく 胸 を 張った 薬師 岳が 実に 雄大に 見える し、 

東の 方に は鳶 山、 鷲 岳、 鬼 I 竜王、 天狗、 別 山 等が 見 

え、 大日 I 早乙女 等と ともに ァ ー ベント. グリュ ー ェ 

ンに 燃えて いる 雄大な 景色 は 立山に 登った 者に 忘れ 得 

ない 印象 を 与える。 


弘法の 小屋に はいつ でも 水が 出て いるので、 中へ 

入って コッヘルで 甘納豆 をた き 昼食 をす る。 小屋に は 

寝具、 燃料、 食糧 等備 つてい るので、 ここ を 根拠地と 

して 立山へ 登ったり、 附近の 高原 をスキ ー で 逍ぃ歩 

くの は 実に 楽しく よいと ころで ある。 そのうえ 随分 荒 

れ ている 日で もこ こから なら 安全に 下山す る ことが で 

きる ので、 追分 や 天狗 平の 小屋よ リ 安心で ある。 

冬期 は 多く 西風が 吹く ので それに 向って 山 を 下って 

くるの は 大変で、 ちょっと 荒れても 室 堂 や 天狗 平から 

出る ことができない。 弘法の 小屋 を 出て 左に 浅い 谷 を 

見下しながら 一 五分 も 進む と、 丈の 低い 針葉樹が まば 


らに 生えた 三メ— トル ほどの 坂が ある。 ここ を 過ぎて 

しばらく 行く と 右側に 浅い 谷が 現われて くる。 こんど 

はこの 右の 谷に 沿って 進めば 一 時間 半 ほどで 追分の 小 

屋へ 着く。 雪 は 割合し まっていて ラッセル は 弘法まで 

にくらべ ると ずう つ と 楽で あ つ た。 

弘法まで は 樹が繁 つてい るので 二月 頃に は 随分 深い 

ことがある。 追分の 小屋に は 富 山 電気 局の 一 行が 泊つ 

ていた。 一行 も 立山へ 登ろうと 思って きたの だが、 昨 

日、 今日と 二日 も 天気が 悪い ので 諦めて、 もう 今日は 

山 を 下ろうと 思い そこまで 出た の だが、 霧の ため 方向 

も わからず 今 引返した ところ だと 言って いた。 しかし 


天気 は 全く 良い 方に 変 つていて、 霧 も だいぶ 薄くな つ 

てきた し、 ところどころ 青空 さえ 見える。 で、 僕 は 「天 

気 はもう じき 良くなります よ、 なんなら 僕と 一 緒に 天 

狗 平の 小屋へ 行きません か」 と 誘って みた。 けれど 一 

行 は コンディションの 悪い 人 も あるので、 天気が よく 

なれば すぐ 下山し ようと 思って いると 言った。 で 僕 は 

「山 を 下りられるなら 今 僕の 登 つ てきた シ ュプ ー ルが 

確実に 残って いますから、 どんなに 霧が 深く とも 迷う 

ことはありません よ」 と 言って 元 気をつけ てあげた。 

追分から は 夏 道 を 離れて 真東に コー ス をと リ、 湯 川 

の 谷の 縁へ 登って 行く。 この 附近 はこれ までと 違って 


急に 針葉樹が 繁り、 雪が 深く、 傾斜 も 急で ラッセルが 

つらい。 尾根の 手前 一 〇〇 メ ー トルば かりで、 左へ 方 

向 を 変え 尾根 を 右山に 巻いて 斜めに 高く 登って 行く と 

一 つの 段へ 登りつ くこと がで きる。 追分から 一時間で 

ある。 この頃より 全く 霧が 晴れて 広い 広い 弥陀 ケ 原が 

脚下に 展開され てきた。 ここ は 地図の 弥陀 ケ 原の 弥の 

字から 東へ 登った 尾根の 二 一  〇〇 メ ー トルく らいのと 

ころで ある。 

ここまで くると 木 もま ばらにな り、 雪も締 つて ラッ 

セルが 楽に なって きた。 遥か 後の方で 人声が する ので、 

振り返つ てみ ると 一 行が 後 を 追ってく るので あった。 


尾根の 下 七、 八メ ー トルく らいのと ころ を 巻きながら 

広い 谷 を 一 つ 越す と、 天狗の 頂上から はるか 下の 平 ま 

で つづいて いる 雄大な 斜面に 出て きた。 ここで 一行 は 

追いつい てきて 「良い天気 になった ので 立山へ 登りた 

くな つてき た」 と 言って ラッセル を 代って くれた。 こ 

の 附近 は 風が 良く 当る ので 板 状 雪に な つ ている ところ 

も ある。 なお も 右山で 中腹 を 巻きながら 進む と、 弘法 

より 四時 間 ほどで 尾根 はぐつ と 右へ 曲って しまい、 前 

面に 天狗 平が 現われて くる、 ちょうど 立山の 連峰が 夕 

日に 焼けて とても 綺麗で ある。 天狗 平の 小屋 は 地図の 

鏡 石から 東南東 八 〇〇 メ ー トル ほどのと ころと 思われ 


る。 

天狗 平の 小屋に は 天狗 岳に 面した 南 窓から 入る。 寝 

室 は 二階で、 寝床が 一部分 押入の ように 二 段に なって 

いると ころも ある。 小屋 番 がいて スト ー ブは 赤々 と 燃 

えてい るし、 なんにも しないで いて 暖ぃ 御飯が たべら 

れ るので、 こんな 高い 山の 上 だと 思われない。 ちょう 

ど 山の 先輩 杉 山さん が 泊って おられて 殊に 賑か であつ 

た。 杉 山さん の 話で は 今日は 下の 方 こそ 霧が かかって 

いたが、 上の 方 は 良い お天気で 立山 頂上の 大観 はすば 

らしかった とのこと だ。 小屋 番 はおとな しい 男で あつ 

たが、 若い 案内 二人と 夜 遅くまで 話 をして いて 耳障り 


であつ た。 (しかし 可哀想に もこの 冬 東京から きた 

パ ー ティのお 供 をして 立山へ 登り、 途中 ひどい 吹雪に 

会い、 皆と 一緒に 雪の 孔の 中に 避難して いたが、 一一、 

三日 目に とうとう この 小屋 番 だけが 凍死した そうで あ 

る。) 

一 月 三日 快 

晴 七 • 〇〇 

天狗 平の 小屋 

一 〇 . 〇〇 立 

山 最 高 点 


三 • 〇〇 ザラ 

峠 五 • 三 〇 

刈 安 峠 九 - 

〇〇 平の 小屋 

今 は 実にす ばらしい 良い お天気で ある。 冨山組 四 人 

と 小屋 番の 案内お よび 僕の 六 人で 出発した。 昨日 登つ 

た 杉 山さん と 案内の シュプ ー ルが あるので それ を 伝う。 

広い 雪原 を 南よりに 東へ 向って しばらく 登る と 浅い 谷 

を 渡る。 二 六 二 〇• 八メ ー トルの 裾を卷 き 終る とまた 

広い 谷が 現われて くる。 この 谷に はよ く 雪庇が できて 

いるので、 なるたけ 右寄りに 巻いて 谷 を 渡る 方が 安全 


である。 

これ を 越せば 室 堂の 平 はすぐ である。 天狗 平から 一 

時間 ほどで 室 堂に 着く。 室 堂から は 浄土 山の 北 斜面 を 

巻いて 行く。 急 斜面 を 巻き 切る と  一 ノ越 はすぐ 目の 上 

に 現われて くる。 この 附近 は 随分 風が 強いと みえて 雪 

は 固くなって いるし、 浄土 側に は 一部 雪庇が できて そ 

の 下に は 大きな スカ ブラが できて いる。 一 ノ 越の すぐ 

下の 固い 雪の 斜面 を キック • タ ー ン しながら 登れば 室 

堂から 一 時間 ほどで  一 ノ 越の 上に のぼれる。 たいてい 

風 は 西から 吹き上げて くるので 風 陰 を 求めて 黒 部 側へ 

ちょっと 下り、 そこで スキ ー を アイゼン にかえる。 


乳菓 等 を 少した ベて 元 気をつけてから 登る。 小屋 番 

の 案内 は アイゼン を 持って こなかった ので、 頂上へ は 

登れない。 冨 山の パ ー ティ も 夏山 用の 不完全な アイ ゼ 

ンを 履いて いるので 早く は 登れない。 一 ノ 越から 頂上 

までの あいだの 尾根 は 最初ち よ つと 雪の やわらか いと 

ころと、 岩の 出た ところが あるが だいたい 固い 雪の 道 

で、 ところどころ 風で 夏 道の 出て いると ころも あり、 

夏と 殆んど 変らない 時間で 登れる。 

しかし 風 は なかなか 強く 寒い ので、 防風 用の 服 を 着、 

顔 は 毛皮で 頰冠リ をした 上、 スキ— 帽も 冠って 登る。 

頂上の 社務所の ところ はま だ 雪が やわらかく ところ ど 


ころ 落ち込む。 僕 は 雄 山 神社のと ころへ 登った 後、 大 

汝の 方へ 一 一十 分 ほど 縦走して 行って 立山の 最高点へ 往 

復 する。 この 最高点から 雄 山 神社 を 越して 薬師 岳が 見 

える し、 大汝の 上に は 黒 部 谷 下流の 白馬 側の 山が 見え 

る。 冨 山の パ— ティのう ち 頂上 へ は 二人し か 登らな 

かった。 他の 二人 は 追分の 小屋に いると きから すでに 

消耗して いた 人で ある。 頂上へ 登った リ ー ダ ー らしい 

方の 人 は、 これで 春夏秋冬と 立山の 頂上へ 登る ことが 

できて 本望で あると 言って 喜んでいた。 一 ノ 越で 一 行 

から 蜜柑 を 御馳走になる。 

一 行が スキ— を 楽しみながら  一 ノ越を 下って 行く の 


を 見送った 後、 コッヘルで 甘納豆 をたい て 昼食 をす ま 

し、 十一 時に ここ を 出発す る。 スキ ー は アル ペン 担ぎ 

にし、 両テ ー ルは 紐で 腰に 縛り付けて ぐらつか ぬよう 

にす る。 尾根の 雪 は 固く 一時間 ほどで 竜王 岳のと ころ 

へく る ことができた。 ここで 荷物 を 置いて 竜王 岳の 頂 

上へ 登って みる。 頂上 は 別に 変った こと もない が、 高 

いところ を 素通りす ると 後で 心残りになる からで ある。 

竜王の 下り は 随分 急であった。 しかし 雪が やわらか 

いので 危険で はない。 だいたいに これから 鬼ケ 岳へ と 

つづ いた 尾根 は 右側の 湯 川へ 面した 方が ひどく 落ち込 

ん でいて 噴火口 壁で ある こと を はっきり 現わして いる。 


尾根の 雪 は 意外に やわらかく 下り は 安全 だが、 ちょ つ 

とで も 登りが あると 全く 骨の 折れる ところで あつ た。 

しかし ザラ 峠への 下 リは雪 もよ く締 つていて、 危険 も 

ない 斜面な ので 走って 下る ことができた。 ーノ 越から 

この 峠まで 三時 間 半 ほどで ある。 

また コッヘル を 使って 軽い 中 食 をし、 元 気をつけて 

後 やはり スキ ー は 担いだ まま 五色 ケ原 へと 登って 行つ 

た。 そして 五色 ケ 原の 小屋が すぐ 目の前に 見える とこ 

ろで 初めて スキ ー を 履く。 五色 ケ 原の 小屋 は 大半 露出 

していて 楽に は 入れそう である。 もし 冬期 も 寝具が 置 

いてあるなら 二、 三日く らい 泊って スキ ー の 練習 をし 


たいと ころで ある。 小屋から 斜め 左に しばらく 滑って 

ゆるい 谷 を 渡り、 鳶山ニ 六 一 四メ ー トルから 一 九 五 

一 -五メ ー トルへ 下った 東 尾根へ 取 付き、 この 尾根 を 

ドン ドン 下る。 

初めのう ち は 木 もま ばらな 広い 尾根で とても 愉快な 

滑降 を 楽しめた が、 漸次 尾根 は 細くな り、 左側 は 急に 

落ちて いるので 右側ば かり 巻かねば ならず、 そのうえ 

今日は 冬に は 稀な 良い お天気だった ため、 雪が 溶けて 

夕方に はブレ ー 力 ブル • クラストに 変化して きたう え ■ 

大晦日の 雨 はこの 附近 も ひどかった らしく、 木の 根元 

に 大孔を 穿け ている ので 思うよう に 飛ばせない。 一九 


五一 • 五メ— トルの 手前の 刈 安 峠に は、 四日 ほど 前に 

通った パ— ティ (登山者 一、 案内 二) の シュプ ー ルが 

おやま 

かすかに 残って いる。 一行 はーノ 越から 御山 谷 を 途中 

まで 下り、 二 〇五〇 メ —トルく らいの 尾根 を 越して 中 

の 谷へ おり、 のち ここ へ 登って きた もので あろうと 思 

う。 その後 はこの シュプ ー ルに 沿って 下れる が、 雪 は 

ますます ひどい クラストに 変り、 かつ 夕闇 はせ まって 

きて 峠 を 半分 も 下らない うちに 足元 も 見えな くな つ て 

きた。 

なお も 懐中電灯の 光 をた よって 下って 行く うち、 と 

うとう 左へ 巻く ところで シュプ ー ルを 見失って しま つ 


た。 後戻りす るの は 厄介と 思って そのまま 下ったら、 

川の 岸 は ひどい 藪の 上、 急 斜面で 河原へ 下る の は 大変 

困った。 朝の 出発 をもう 一時間 早く すれば、 ここで 迷 

うこと はなかった であろう。 河原 は 随分 広く 川 は 一部 

分流れ ている だけであった。 

徒歩 は 一 度した だけで 一 力 所 は 丸木橋が あった。 

やっと 左岸の 林の 中で シュプ ー ルを 見つけ、 難なく 

平の 日電の 小屋へ 着く ことができた。 ここに は 三人 

合宿して おられて、 いろいろと 御馳走 をして 下さった- 

温泉に 入ったり、 ラジオ を 聞いて いたりす ると 全く 黒 

部 谷の 中と は 思われない ほどで ある。 


一 月 四日 雪 平の 日電 小屋 滞在 

昨日の 晚は 星が キラ キラと ひどく 瞬いて いたが、 日 

電の 人が 気圧計 を 見て 明日 は 雪です よと 言った 通り、 

朝早くから 雪が ドン ドン 降って いる。 滞在と きめてい 

ろい ろ山の 様子 を 聞く。 この 平の 日電の 小屋 は 社宅で 

登山者 を 泊めて はいけ ない の だが、 僕 は 一人で も あり、 

随分 遅く やって きたので、 気の毒 だと 思って 泊めて く 

れ たので、 前の パ ー ティ は 平の 小屋で 泊って いたそう 

だ。 そして 一 「三日 前、 烏帽子へ 登る と 言って 谷 を 上 つ 

て 行った という。 


一 月 五日 小 

雪後晴 九 - 

〇〇 平の 日 

電 小屋 五- 

三 〇 針 ノ木峠 

の 小屋 

今日 も 早朝 はま だ 雪が 降って いるので 出足が にぶ つ 

たが、 八 時 頃から 雲が 動き 出して 青 空 が と き ど き 見 え 

出した ので、 いろいろと お世話になった 日電の 人々 と 

別れて 平 を 出発す る。 黒 部の 籠の 渡しに はちよ つと 


参った。 スキ ー と ルック ザ ックを 縛りつ ける と 乗る の 

が 大変で ある。 この 籠が 岸 を 離れる ときの 気持 は、 

アップ ザィ レンの 出しな と 同様 気味の 悪い もので あつ 

た。 また かじかんだ 手で 綱 を 引 張っても なかなか 引 

掛 つて 動か なくなったり、 だんだん 登りに なって くる 

に 従い 動きが 悪く 実に つらかった。 

やっと 河原へ 降りて しばらく スキ ー で 行く と 右へ 針 

ノ木川 を 渡らなければ ならない。 水量 は 僅かで 危険で 

はない が、 靴に 水が 入る ので 濡れても よい 一時凌ぎの 

靴下 を 履いて 行く 方が 良い。 また 左側へ 渡り 等して 

上って いくが、 随分 以前に 一度 通った だけな ので 道 を 


よく 覚えて いない。 そのうえ 去年の 風水害で 橋 は 全部 

流されて しま つ ている ので 渡る ところがよ くわから な 

い。 ところどころ 大晦日の 雨で と 思われる 雪崩が 左岸 

に は 出て いる。 

今年 は 積雪量が 少ないた めか あま リ 大きな 雪崩 は 出 

ていないよ うだ。 大半 道 は 右岸 を 通って いる。 針ノ木 

の 西 尾根に は 岩場が あるから 雪の よく 降る 日 は 雪崩 も 

多く 出る だろう。 

一 八 九ニメ ー トルの 出合から ちょっと 上 は 谷が 細く、 

両側から 雪崩の 出そう なと ころで ある。 ここ を 過ぎる 

と 丈の 低い 山 はんの 木の はえた 広い 谷で、 全く 開放 さ 


れ たような 気がする。 しかし 雪の よく 降る 日なら ここ 

から 上が 最も 危険な ところであろう。 蓮華 岳 側 は あま 

リ 問題に ならいが、 針 ノ木側 は 岩場 も あり、 そのうえ 

風 陰な のでよ く 出る に違いない。 山 はんの 木が 少なく 

なると だんだん 傾斜が 急に なり、 谷 も いくつかの 小 谷 

に 分れる。 霧が 晴れて きて、 針ノ木 峠の 小屋が 見え 出 

したので 迷う こ ともなく、 小屋の 右側の 小 谷 を 急な 

キック • タ ー ンを 繰返しながら 登った が、 意外に 時間 

がかかった。 

針ノ木 峠の 小屋に は 黒 部 側に 面した 南 窓から 入る。 

蒲団 は 梁に 掛けて あり、 その上に ゴザを 冠せ てあつた。 


食糧 や 燃料 は 無 いようで ある。 雪 は 南側の 窓の ある 方 

に は 随分 入って いた。 

一 月 六日 快 

晴 針 ノ木峠 

の 小屋よ リス 

バリ 岳 往復 三 

時間 半 一 

一 . 〇〇 小屋 

を 出発 五 - 

〇〇大 町 


今朝 はす ばら しい 良い お天気な ので 針ノ木 岳と スバ 

リ 岳に 向って 小屋 を 出る。 随分 風が 強く、 寒い のと 急 

な 登りな ので ちょっと 参った。 針ノ 木の 頂上から スバ 

リへ 下る 尾根 は 急に 落ちて いるが、 風が 良く 当る ため 

夏 道が 出て いるので 簡単に 下れる。 ス バリの 最高点 は 

一番 北の 端な ので、 そこまで 行って 一 つの ケルンの 中 

に 名刺 を 挟んで おいて 引返す。 針ノ木 峠の 下り は 張り 

シ ー ル のま まなので 直滑降 をした が、 雪が やわらかく 

雪崩の 跡 もない ので、 あま リス ピ ー ドは 出なかった。 

二 一  五 〇 メ ー トルく らいへ 来る と 左の 方から 出た 古 

い 雪崩の 跡が あり、 二 〇〇〇| 一九 〇〇 メ ー トル 附近 


は 全く 雪崩で 荒されて いた。 大 沢の 小屋に よって 夏 道 

をし ばらく 伝って みたが、 藪が 多い ので 谷へ 出て それ 

を 下った。 扇 沢の 手前で また 夏 道に 戻り、 シ ー ル をめ 

かみ たんぼ 

くって 漕いだ が、 天気が 良い ので 滑らず、 神ノ 田圃の 

早稲 田の ヒ ュ ッテで 合宿 をして いた 山 友達の 乗った 汽 

車に 間に合わなくて 残念であ つ た。 

( 一 九 三 五 丄ー) 


冬山の ことな ど 

天候に ついて 

天候 は 初冬の 頃 は 一 日のう ちで も 晴れたり 曇ったり 

というよう によく 変化 をす るが、 そのかわり 大した 荒 

れ はない。 すなわち 晴天と 荒天が 曇天 を 中心として 振 

リ わけに 小さい 波形で 変化 をして 行く ので ある。 真冬 

になる に 従って この 変化の 中で 曇天から 下の 荒天の 部 

分の 波が だんだん 大きく かつ 長くな り、 たいてい 晴天 

一 日、 曇天 一 日、 荒天 二日と いう 調子 を 繰 返す ように 


なる。 そして 春が 近づく とまた 初冬の ように 振り わけ 

の 波形に 変る が、 今度 は 大変 ピッチの 長い 波になる よ 

うで ある。 すなわち 二日 も 三日 も 晴天が つづいたり、 

また 荒天が つづいた りする ので ある。 しかし これらの 

天候 中 晴天の 日と 曇天の 日 はまず 安全な 登山 日和 だと 

いえる。 

晴天になる 前兆 —— 普通 降雪 後 は 風が 出て、 一 ノ俣 

の 小屋 だと か、 弘法、 猿 倉、 大沢 小屋 …… 等の ように 

山の 中腹 以下から 見て いると、 ときどき この 雪雲が 切 

れて その 隙間に 青空が 見え 出す、 もちろん 槍 肩の 小屋 

だと か、 室 堂、 白馬 頂上 小屋、 針 ノ木峠 小屋 …… 等の 


ように 山頂 附近から ならこの 雪雲 は 霧であって、 この 

霧の 切れ目に 青空が 見え 出す わけで ある。 そして また 

これが 暗い ときなら この 雲 や 霧 の 切れる ごとに チラ リ 

チラ リと 星が 見える ので ある。 もうこう なれば 天候 は 

全く 快復して いるので ある。 ただし 雲が 切れて 行って 

も 青空が 見えぬ とき、 すなわち 上空が まだ 曇って いる 

ような 場合 はもう 一 度 荒れる と 確信して よい。 山頂 附 

近に は 両方と も 雪 を 降らす が、 山麓で は 第一 回の 荒れ 

が 雨で、 第二 回目の 荒れに は 雪に 変る のであって、 こ 

ういうよ うに 気温が 下って 行って 初めて 晴れ 上る ので 

ある。 


降雪が 夜中に 止む と 朝方に は 山の 中腹に 霧が 立ち 込 

めて いる ことが 多い。 しかし この 霧 は 一 部分に 薄く か 

かってい る だけで、 夜が 明け 出す と 非常に 明るく 感ず 

るから よく わかる。 こんなと き はたいて い 丸一日 晴天 

だから 夜が 明けてから 様子 をよ く 見定めて 後出 発して 

も 遅く はない、 で 気をつけ てこの 機会 を 取り逃がさぬ 

ようにし なければ ならぬ。 降雪が 午後から やんで 夜 通 

し 星が 出て いれば、 その 間 晴天が 逃げて 行く わけ だか 

ら、 翌日 は できるだけ 早く 出発して 午後に は 安全地帯 

に 到着して いるよう にしない と 荒天に 逢う おそれが あ 

る。 


荒天になる 前兆 —— 晴天であった 日の 夕方に わかに 

生暖ぃ 風が 吹き始め たかと 思う と 青空に 刷毛で 掃いた 

ような 雲が できる。 また 谷間に 雲が ボ ー ッと 浮いて、 

それが 見る 間に 拡がって 上昇 を 始め、 たちまち 山 も 谷 

も 辺り 一面 を 包んで しまう こと も ある。 だが、 普通 は 

南々 西の方に 雲が できて、 それが だんだん 南風に 運ば 

れ てきて は 知らぬ 間に 消えて いるう ちしば らくす ると 

上空が 白く 曇って くる。 こう なれば 全く 天候 は 崩れて 

きた 訳で ある。 朝焼けの する の は 上空が 曇って いる 証 

拠で あるから、 朝焼け も 荒天の 前兆で ある。 そして こ 

の 上空に できた 雲 はすぐ 下って きて 雪になる。 


以上の 二つの 場合 を 連絡して みると、 雪の 降り 方が 

だんだん 減って、 雲が 薄くな り 始め —— 全く 雲 や 霧が 

消えて 晴天に な リ —— 中空 にポ— ッと 綿の ような 雲が 

できて そろ そ ろ 天候が 崩れ 始め —— 上空が 白く 曇 つ て 

くると、 もう 全く 天候 は 崩れて すぐ 雲 は 下って 雪 を 降 

らす という ことになる。 だから 最初 の 雲 や 霧が 薄くな 

り 出して 隙間に 青空の 見え 出した ときに 登山 を 開始す 

るの が 最も 安全な 訳で ある。 

雪崩に ついて 


降雪 —— 普通 降り始め は 湿 雪で だんだん 乾燥 雪に 

変って 降雪が 止む。 雪質が 乾燥して いる ほど 雪崩れ や 

すく、 また 風 等の 外力の 影響 を 感じ やすい。 しかも 雪 

崩の 速度 も 早く、 傾斜の ない ところまで 飛んで 行って 

被害 を 及ぼす ものである。 だから 降り始めよりも、 降 

雪の 止む 頃の 方が 危険で ある。 冬の 降雪 はたいて い 一 

日く らいで 止む が、 稀に は 三日 も つづく ことがある。 

この場合 こそ 最も 大きな 雪崩の 出る ときで ある。 故に 

日数の 都合で 降雪 中の 登 降 を 試みるなら、 雪の 降リ始 

めに 行うべき で、 決して 降雪の 止む 頃に 敢行して はな 

ら ない。 


降雨 —— 雨量が 少量 の 場合 は 湿 雪の 降 つたのと 同様、 

概して 雪崩 を 誘起 しないが、 多量のと き は 積って いる 

雪の 中まで 浸潤して、 その 雪 を 湿潤 雪と し 最後に は 粒 

子の あいだ を 流れて 滑剤と なり、 恐る ベ き 雪崩 発生 の 

原因と なる。 冬期に 降雨の ある こと は 稀で あるが、 そ 

れ でも 一月に  一、 二度 は あるら しい。 雪崩の 起る の は 

多く 急傾斜の ところで 被害 も 緩 傾斜のと ころへ は 及ば 

ないよう である。 そして 積雪量の 少ない ところ は 底 雪 

崩と なりやす いから 地肌に も 影響され る。 

降雨 直後の 晴天の 日 は、 冬から 急に 春に 変った と 思 

われる ほど 暖ぃ 日で ない 限り、 すなわち 普通の 冬期の 


晴天なら 雪崩 は 他の いかなる 場合よりも 少ない。 相当 

の 粉雪 量が 積った 上に 風、 日光 等で 丈夫な クラスト を 

作って いる 場合 は、 それに 雨が 入り込む と 中の 粉雪 は 

湿 雪に 変って 容積が 少なくな リク ラストの 下に 中空 を 

形成す るから、 もし 表面の クラストが 溶けて 破れる ほ 

ど 気温が 上昇 すれば、 雪崩 発生の 原因と なる 訳で ある。 

しかし これほど 気温の 上昇す る 日 は それが 降雨 直後で 

なかったら なお 一層 激しい 雪崩 日であろう。 とはいえ 

降雨 直後 は往々 かように 暖 いと 思われる ほどの 晴天の 

日が ある もの だ。 

曇り 日 や 霧の 日 —— こんな 日に は 風で も ひどくない 


限り 余り 雪崩 は 起らない。 これが 降雪 直後で あっても 

気温 等の 変化が 急に は 起ら な いので、 雪 は徐々 に 旧 雪 

に 変る。 多く は 晴天 後の ことなので 全く 雪崩から 解放 

されて いると いつ てよ い。 

以上の ような 日 は あまり 登山 をしたくない。 それ は 

危険と いうよりも 晴天の 日に 比較して 不愉快 だからで 

ある。 そして 特に 降雪の 長く つづいて いると きと、 降 

雨の 日 は 小屋に いるの が 退屈に なった からといって ス 

キ ー の 練習 等 に 出ない 方が よい。 

快晴 の 日 —— 冬期 で も 降雪 直後 の 快晴 の 日 は 気温の 

上昇に よって 雪崩れ るので あるが、 それにしても それ 


ほど 気温の 影響 を 受け るの は 日射 面で かつ 高度の 低い 

ところの みで ある。 この場合の 雪崩 は 湿 雪 雪崩で ある 

から、 急 斜面に しか 起らない うえ、 三 〇 度 以下の 斜面 

に は 流動して こない。 そのうえ 音が 大きく、 流動 速度 

が 遅い し、 春の 雪崩と は 比較に ならない ほど 小さな も 

ので ある。 だいたい において 春 期の 雪崩と 同じような 

条件で 起る が、 最初の 雪質が 粉雪と ザ ラメ 雪と いうよ 

うに かなり 差が あるし、 気温 は 春 期と は 比較に ならな 

いほ ど 低い のでまず 問題に ならない。 この 気温 や 日射 

によって 出る 雪崩より 降雪 直後、 まだ 霧の かかって い 

ると きに 風 等の 外力に よ つ て 発生す る 雪崩の 方が 危険 


であるから、 青空が 見え 出した からと い つて 登山 をむ 

やみに 開始して はならない。 すなわち 降雪が 朝方 か 夜 

中に 止んだ 場合 は、 翌日 太陽が 出る と ぐんぐん 気温が 

上る から、 明るくな つてから 出発 すれば 危険な 粉雪 雪 

崩に 逢う ことが ないし、 夕方 雪が 止んだ 場合 はすぐ 出 

かける の は 危険 だから 相当 時間 をお いて、 朝方 出発す 

るよう に 気をつけなければ ならない。 

以上 天候と 雪崩 を 総合して みると、 晴天の 終りから 

曇天に かけて 登山 を すれば 一 番 安全で あるが、 曇天の 

あいだの 長さが 一定して いないので、 やはり 晴天の 初 

めが 朝であるなら すぐ 出発し、 夕方なら 翌朝 早めに 出 


発する。 また 雪崩の 方 は 南 向 斜面 を 注意 すれば よいで 

あろう。 

道具に ついて 

上下 つづ いた 防水布の 服 —— 冬期 は 大変 風が 強いの 

で 風通しの よい 物 はなに ほど 着ても 駄目 だ、 やはり 風 

を 防ぐ 目の 込んだ 防水布 等で 保護し なければ ならない。 

上下 つづいて い れば 腰の と - J ろから 雪が 入らな いので、 

少々 転んでも 心配がない。 軽快に する ため 薄い 上等の 
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物 力よ レ 

めでぼう 

毛皮の 目出帽 —— 吹雪のと きに これ をスッ ポリ かぶ 

ると 目 を 凍傷す る ことが なくたい へん 暖ぃ。 目のと こ 

ろ は セルロイド を 縫い付ける。 これが 曇る ので 少々 困 

るが 別によ い 方法がない。 

( 一 九 三 五 •  一二. 五) 
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